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熱情と執着のベクトル





　



１







　大学四年の夏に、河かわ村むら享あきらは初めて自分の父親のことを知った。


　享はいわゆる婚こん外がい子しで、戸こ籍せきの父親の欄らんは空いていた。実の父親について、母親は何も語ろうとはせず、この年になるまで享は本当に何も知らないで生きてきた。


　急な病に倒たおれた母親は、自ら長くはないと悟さとったのか、入院した直後、ある人物のことを頻ひん繁ぱんに口にするようになった。


　その人とは古い付き合いで、今までもいろいろと世話になっていたのだと。自分がいなくなったあとは享のことを頼たのんであるから、彼に従うようにと母親は言った。


　そのときは、その人こそが父親なのかもしれないと、予感めいたものを覚えた。


　結局、それは間ま違ちがっていたが、大きく外れていたわけでもなかった。


　本当にそのまま退院することなく母親は亡なくなり、たった一人になった享の元には、数社の葬そう儀ぎ会社からの売り込みが来て、悲しみに暮れる暇ひまも与あたえてもらえなかった。それら周囲の雑音を遮しや断だんし、執とり行わなければいけない手続きや、多種に亘わたる手配を手伝ってくれたのが、生前の母親が言っていた人物だった。


　父親の代理人だと、彼は言った。年は還かん暦れきを迎むかえているかという頃ころで、有能だが穏おだやかな雰ふん囲い気きの人だった。


　そうして葬儀が終わって享が少し落ち着いたとき、今度は弁護士が、その人に連れられてやって来たのだ。


　そのとき聞かされた事実は、享を驚きよう愕がくさせるには充じゆう分ぶんだった。


　笹ささ本もと武たけ志し。それが享の父親の名前だと言われ、しばらく口が利きけなかった。


　それは国内でもトップクラスの、酒造メーカー社長の名前だった。酒だけでなく、清せい涼りよう飲料水のシェアでも高い位置を占しめ、系列会社も数多い。それだけでなく、美術館やコンサートホールなどといった施し設せつもいくつか持っている。株式公開はしておらず、いわゆるオーナー社長なので、その資産は莫ばく大だいだった。


　誰だれでも知っている会社の社長――。それが実の父親だと言われたところで、すぐに実感出来るはずもなかった。


　だが思い当たる節はあった。享が内定をもらった会社は、就職希望者にとって狭せまき門で、縁えん故こでなければなかなか入れないところだったのだ。


　実父の武志の希望は、自分と一いつ緒しよに住んで欲ほしいというものだった。


　すんなりと頷うなずくことは出来なかった。今まで放っておかれた、という反発心がないといったら噓うそになった。


　事情は聞いた。武志は五十を過ぎるまで独身を通したが、長い間焦こがれていた女性と結けつ婚こんするときに、まったくの身軽であると噓をついたのだ。彼女には一人息むす子こがいたので、将来的に財産のことで揉もめるのが嫌いやだという姿勢を示したからだ。


　おまけに家に来るのは、一年近く前に亡くなったその最愛の妻の喪もが明けてからにしてくれと言った。つまり二ヶ月後に。


　正直なところ、呆あきれた。行くものかと思ったが、二ヶ月考えてくれと言われて、享は一人になった。


　結局、指示された通りに笹本家に出向いたのは、一人で過ごした日々が思いのほか享の心を弱くしたからかもしれない。


　あの日、豪ごう奢しやな門の前に立ってから、享の運命は確実に変わったのだ。











　読みかけの本をきりのいいところで閉じて、河村享は長なが椅い子すから立ち上がった。


　早めの夕食を済ませて部屋に戻もどり、シャワーを浴びてから本を読んでいたのだが、やけに集中出来なくてすぐにやめてしまった。


　静かな室内をぐるりと見回すと、自然と溜ため息いきが漏もれた。


　改めて見ても広いと思う。享がかつて住んでいたアパートなどは、キッチンやバスルームまでをすべて併あわせても、この部屋の広さには及およばない。


　おまけに調度品も、比べものにならないほどの豪ごう華かさだ。無む駄だな装そう飾しよくで見み栄ばえばかりよくしたものとは違い、機能性も兼かね備えている。この一つ一つが値の張るものであることは見ればわかった。


　ここで暮らし始めて半年以上が過ぎた。だが一年にはまだほど遠い。慣れるにはもう少し時間が必要なのかもしれなかった。


　この家で享がすることなどほとんどない。ここには、普ふ通つうの家では自分でやるべき仕事をしてくれる人が大勢いる。頼むだけで、使用人の誰かが嫌な顔一つ見せずにそれを叶かなえてくれる。笑え顔がおと気持ちのいい返事と、そして「享様」という慣れない呼び方で。


　何よりも、それが享を落ち着かない気分にさせる。何しろ二十二年間、あんなふうに享を呼ぶ者はいなかったのだ。この家での立場を考えたら仕方ないことだが、呼ばれるたびに違い和わ感かんを覚えてしまう。


　自分は何一つ変わっていないのに。


　誰とも知れない男の子供から、国内有数の大手企き業ぎよう社長の婚外子になった。ただそれだけのことなのに。


　劇的に変わった環かん境きように、気持ちがまだついていっていないのかもしれない。父親だけでなく、異母兄がいることもわかり、暮らしそのものが大きく変化した。そしてこの春に社会人になったこともあり、今までになく忙いそがしかったと思う。これまでだって享なりにいろいろとあったが、今にして思えば大したことではなかった気がしてくる。


　あるいはそう思いたいだけなのかもしれないが。


　享はまた小さく嘆たん息そくして長椅子から立ち上がった。


　静かに廊ろう下かへ出て、部屋のある二階から階下へと向かう。リビングルームに行こうと思ったのは、この時間なら話をしたい相手がいるかもしれないと思ったからだ。


　靴くつ音おとが響ひびかないように敷しき詰つめた絨じゆう毯たんを踏ふんで、緩ゆるやかな階段を下りていく。家の中で靴を脱ぬがないここの生活スタイルも、享にとっては慣れないことの一つだった。


　庭園のような庭と、美術館のような屋や敷しき。すでに豪ごう邸ていという言葉では片づけられないものだと享は思っている。


　この屋敷の主あるじ――武志は、今や後こう継けい者しやに仕事のほとんどを任せ、悠ゆう々ゆう自適の生活を送っており、今日も友人と軽かる井い沢ざわで泊とまりがけのゴルフだという。


　父親と折り合いが悪いわけではない。会って間もない相手だし、まだ認知もされていないが、それは父親のほうに事情があったからであり、けっして蔑ないがしろにされていたわけではなかった。生まれてからずっと養育費などは充分に与えられていたようだし、今の関係もそれなりに上手うまくいっていると思っている。


　愛情は疑いようもなく感じているのだ。会う前に抱いだいていた反はん抗こう心しんなどは、もう思い出せないほどだった。


　満たされていて当然のはずなのに、どうして溜め息ばかりが出てしまうのだろう。


「あ……」


　リビングルームに顔を出した享は、そこに思わぬ人物を見つけて思わず小さく声を上げてしまった。


　目的の相手もいるにはいたが、とても話が出来る状態ではなかった。


「寝ねちゃったんですか？」


「ああ」


　穏やかに頷いたのは、父親が後継者にと望み、実際に現在のササモトを動かしている男だ。まだ三十二だか三だかで、実業家にしておくのは惜おしいほどの容姿の持ち主だった。華はなやかでありながら知的さも鋭するどさも感じさせ、経営手しゆ腕わんへの評価も高いという。


　長は谷せ部べ達たつ郎ろうは、すっかり寝入ってしまった少年の頭を自分の膝ひざに載のせ、享が見てもわからない数字が詰まった書類を見ていた。会社から帰って、まだ自室にも戻っていないらしく、上着を脱いだスーツ姿だ。その脱いだ上着は、眠ねむる和かず希きの身体からだに掛かけられていた。


「話があったのか？」


「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」


「そうか。君がわざわざ下りてくるなんて珍めずらしいな」


「そんなに引きこもってますか？」


「割とね。最近は特に」


　何気なく告げられた言葉には、享自身が驚おどろいてしまった。言われるまで自覚していないことだった。


　社会人として働き始め、最初は慣れない環境にとにかく疲つかれてしまったせいもあったが、最近は違うはずだ。では何故なぜ、部屋に閉じこもっているのかと問われても、まったく理由に思い当たらなかった。


　考え込んでしまった享をよそに、達郎は再び書類に目を戻した。話の流れで言ってみただけで、基本的に彼は享に興味などないのだ。彼の興味は常にただ一人へと向かっている。まさにそれが膝で眠っている少年だった。


　大学二年で、もうすぐ二十歳はたちになるのだから、本当は青年と言うべきなのだろうが、印象はどうにも「少年」のままだ。


　笹ささ本もと和かず希き。姓せいが示す通り、この家の正式な息子である彼は、しかしながら血けつ縁えん上では少しの関かかわりもない。享の父親である笹本武志の再さい婚こん相手の連れ子だったのだ。武志の最愛の女性は一昨年おととし亡なくなってしまったが、残された和希は今も変わらず可愛かわいがられていた。


　享は和希の寝顔を見つめながら、自然と表情が和やわらぐのを感じていた。


　和希といると和なごむのだ。表情があけすけで、素す直なおで可愛い弟は、この家の中で最も享が親しみを覚えている相手だった。それこそ実の父親や異母兄よりもずっと。


　全身で好意を向けられることは、面おもはゆさを感じる反面、ひどく気持ちがいい。和希ほどストレートに本物の好意を見せつけてくれた人は、母親以外では初めてだった。


「どうした？」


　書類から顔を上げ、達郎が再び享を見つめてきた。


　やんわりとした口調と、それに見合った表情を浮うかべてはいるが、達郎が抱く感情と意図がその通りでないことは知っていた。


　普段の彼が周囲に与あたえる印象は、彼が意図的に作っているものだ。本当の達郎は驚くほど激情家であり、彼自身ですらコントロールが出来ないのではないかと思わせることもしばしばあったし、どこか肝かん心じんなものを欠落しているのではないか、と懸け念ねんさせる部分も垣かい間ま見せた。


　おそらく和希がいなくなってしまったとしたら、達郎は完全にバランスを失ってしまう人間なのだろう。


　享は和希から達郎へと視線を向け、少しだけ無理をして笑って見せた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。長谷部さんが心配するような意味はないですから」


　和希に抱く気持ちは、肉親のそれと同じだ。血の繫つながった父親と兄がいるにも拘かかわらず、本来他人である和希を誰だれより近くに感じるなんて不思議だった。


　だが和希にとっては違ちがうだろう。彼には他ほかにも親愛の情を向ける相手がいるし、誰より近くありたい相手もいる。


「君にはそんな心配はしていないよ。和希のいい兄になってくれたと思ってる」


「ありがとうございます。ここ、いいですか？」


　達郎と話すのは本当は苦手なのだが、話題が和希のことならば大丈夫だ。


「どうぞ。君の家だ」


　家族が集まる場所なのだから、本当は断る必要などなかったのかもしれないが、いまだにお客さん意識の抜ぬけない享はつい何をするにも遠えん慮りよがちになってしまう。それは何度も指し摘てきされてきたことだった。


　一番それを言うのは、もちろん和希だ。


「幸せそうな寝顔ですよね」


「ああ……」


「安心しきってる」


　まるで親に寄り添そう子供みたいな顔をしている。起きているときよりもずっと幼く見えるし、無防備そのものだった。


　二十歳も近いというのに、男らしさなんて微み塵じんもない可愛らしい顔立ち。男らしくないといえば享も人のことは言えないのだが、和希と違って少しきつめの印象であることは自覚している。それを綺き麗れいだとか美人だとかいう言葉で表す者も少なくないが、享にしてみれば、この顔で得をした覚えなどない厄やつ介かいなものだ。


　母親に似ているのだから仕方ないが、どうせ男らしくないのならば和希のようになりたかった。そうしたらもう少し取っつきやすかったかもしれない。


「仕事は慣れたか？」


「あ、はい。まだろくに何も出来ませんけど、慣れたことは慣れました」


　いきなり仕事のことを振ふられたのは、他に話すことがなかったからだろう。それに享の勤め先はササモトの傘さん下かにある製薬会社なので、まんざら達郎にも無関係というわけではない。


「何か問題があったら遠慮なく言ってくれ。和希からも、便べん宜ぎを図はかれってうるさく言われてるしね」


「いえ、そんな……」


「さすがに表立っては何も出来ないが、悪くないように対処しよう。まぁ、今のところは口出しするつもりはないから」


　安心しろ、と言外に言われた気がした。


　享の素す姓じようについては、武志の知人の息むす子こという形になっている。この先、たとえ正式に笹本家の息子になることがあっても、血縁関係を周囲に知られたくないというのが享の希望なのだ。だから特別に何もしないと、達郎は言ってくれたのだった。


「和希がずいぶんと心配していたよ」


「え……？」


「目に見えて疲れていたようだったからな。ま、働き始めは誰でもあんなものだから大丈夫だと言ったんだが」


「そういえば……あまり部屋に来ませんでした」


　自室以外の場所では普ふ段だんよりも積極的にくっついてきたものだが、享が一度部屋に入ってしまうと、けっして訪ねてはこなかった。ゆっくり休めるように、あるいは邪じや魔ましないようにと気を遣つかっていたのだろう。


　達郎は書類を傍かたわらに置いて、和希の顔を見つめた。それはこの上もなく優やさしく、そっと髪かみを撫なでる手も愛いとおしげだ。


　多少の問題がある男だとしても、達郎が和希へ抱いだく想おもいは本物だ。ずっと大事にしてきたのも、何より優先順位が高いのも事実だった。強く切望し、奪うばい尽つくそうとする一面もあるし、穏おだやかなだけの想いではないだろうが、和希はそれを受け入れている。


　誰かからあんなに愛され、そして大切に扱あつかわれるというのは、一体どういう気持ちなのだろうか。


　享にはよくわからなかった。経験もないし、この先もそんな相手が現れるとも思えない。和希が羨うらやましくないと言ったら噓うそになるが、あれは和希という人間だからこそ与えられるものなのだ。


　思わず溜ため息いきをついてしまいそうになったところで、タイミングがいいのか悪いのか、うるさいやつが乱入してきた。


「おー、なんだよ和希、寝ねちまってんじゃん！」


　静かな家にそぐわないほどの大声を出して、大おお股またでずかずかと近づいてくる。相変わらず落ち着きのない男だと思わずにはいられなかった。


　金きん髪ぱつにした髪に、ひょろりとした細身の長身。シルバーのアクセサリーをあちこちにつけて、ちっとも高そうには見えないのに値の張る服を身に着けている。和希が抱いた第一印象がホストかミュージシャンだったというのも納なつ得とくの見てくれだ。


　このチャラチャラした男――槇まき将しよう吾ごが、享の異母兄なのだ。認めたくはないが、実際に三つ年上なのだから仕方ない。


「相変わらず可愛い顔して寝やがって、まー。よかったなぁ、和希。上の部屋だったら、とっくにやられちまってたぜ」


　眠ねむっている和希にあえて話し掛かけているのは、達郎に対する当てこすりに相そう違いない。無む駄だなことはしなければいいのに、将吾は達郎に突つっかかっていくことをやめないのだ。もはや趣しゆ味みなんじゃないかと疑いたくもなってくる。


　そしていつものように、言われた達郎は涼すずしい顔でさらりと流している。相手にしないのが彼の取るスタンスだ。


　もう用事はないことだし、矛ほこ先さきが自分に向けられないうちに退散してしまおう。享がそう思った瞬しゆん間かんに、見計らっていたように将吾がこちらを見た。


「珍めずらしいじゃん。しかも長谷部と喋しやべってるなんて、よっぽど暇ひまなんだな」


「長谷部さんと話すのと暇は関係ない」


「あ、ほんとに暇なんだ？　なんだよ、だったら俺に言ってくれりゃ遊んでやったのに」


　にやにやと笑いながらの言葉が本心なはずはない。いや、そうなのかもしれないが、将吾の言う「遊ぶ」は、きっと享をからかうことに違いないのだ。


「先に失礼するよ」


　さっさと見切りをつけて――あるいは将吾の意識が享に向かったのを見計らって、達郎は和希を抱だき上げた。横抱きにされても、そのまま歩かれても、和希は一向に目を覚ます気配がなかった。


　享も続いてしまおうとすると、阻そ止しするように将吾が首に抱きついてきた。


「お前、なんかいい匂においすんな」


「は……？」


「シャンプー、何使ってんの？　柑かん橘きつ系で美味うまそうじゃん」


　くんくんと、まるで犬のように鼻先を享の髪に押しつけてくる。思わず首を竦すくめてしまったのは当然だろう。


「何って、もらったやつだから名前は覚えてない」


「シャンプーなんて、誰だれがくれんだ？」


「職場の人」


「男？」


　間かん髪はつ容いれずに尋たずねる将吾に、享は大きな溜め息をついた。確かに相手は男だが、妻帯者だし、それだってもらいものの始末に困っただけの理由だった。


　説明してやったのに、将吾はふふんと鼻を鳴らした。


「わっかんねーぞ。もらったなんて噓かもしれないじゃん」


「邪じや推すいするな。普通に考えればいいだろ」


「なんであえて享クンにあげちゃったのかなーと思ってさ。ああ、でもそうだな。俺だって、どうせやるなら、むさ苦しいのより綺麗なやつにするかもなー。性格がちょっとばかり可愛かわいくなくてもさ」


「どうでもいいから放せ……！　暑苦しい」


　辛しん辣らつな言い方になってしまうのはいつものことだった。思えば初めて会ったときから、享は将吾の態度に腹を立て、突っかかっていったものだ。以来、現在に至るまで二人の関係はこんな感じだ。


「お前、ひんやりしてて気持ちいいなー」


「くっつくな」


　将吾が頰ほおをすり寄せてこようとするので、享はそろそろ本気になって鬱うつ陶とうしい腕うでを振りほどきに掛かる。以前は専もつぱら和希がスキンシップの相手だったが、ある時期を境にしてあまりちょっかいを出さなくなったのだ。和希本人はさして嫌いやがっていなかったのだが、どうやら達郎が睨にらみを利きかせたらしい。おかげで対象は享に移ってしまった。嫌がるのが余計に興を煽あおるらしく、半ば嫌がらせと化した異母兄弟間――しかも互たがいに二十歳はたちをとっくに超こえた男同士がスキンシップを取る光景は珍しくなくなった。


　享が嫌がっていることは誰もが承知しているのだが、誰も助けてはくれない。和希ですら例外ではなかった。仲良くなるきっかけになれば……とでも思っているらしく、むしろ微ほほ笑えましげに見ているのだった。


「素す直なおになりゃいいのに。この寂さびしがりやさんめ」


　やけに楽しそうに語ご尾びを弾はずませ、将吾は享の反応を待っていた。確かめなくても、その気配がはっきりとわかるのだ。


「気持ちの悪いことを言うな！」


　思い通りになってやるものかと思いながらも、感情に突き動かされる。それもいつものことだった。


　将吾が苦手だと思ったことはない。だが好意的にも見られない。あるいは血が繫つながっているからこそ、こんなにも反発してしまうのかもしれなかった。


　享が苛いら立だつ寸前で、いつものように将吾はすっと離はなれていった。こちらの感情のメーターが見えているかのように振ふる舞まう彼は、おそらく享が思っていたよりも無神経な人間ではないのだろう。


　認識は改まっていたが、態度はそのままでいる自分のほうが、ずっと子供じみているという自覚はあった。


　もう一つ誰にも言っていないことがある。


　それは将吾と接していると、余計なことを考えずに済むということだ。うるさいくらいにかまってきて、人の感情を刺し激げきするから――つまり怒おこらせるから、とてもじゃないが何かを考えている余地はない。


　黙だまって部屋に戻もどろうとする享のあとを一定の距きよ離りでついてくる将吾は、相変わらず何か言い続けていた。ついてくるなと言いたい気持ちはやまやまだが、部屋が近いのだから当然なのだ。何しろほぼ同時にこの屋や敷しきにやってきた彼らは、隣となり合った部屋を与あたえられた。いきなりのことだったので客間に通され、いくつか家具の入れ替かえはしたものの、移動もなく現在に至っている。近いうちに空く部屋があるので、そこをリフォームして享と将吾にそれぞれ与えられることも決まっていた。


「仕事はどうよ？」


「別に……普ふ通つうにやってるけど」


「やってんのは知ってるよ。面おも白しろいか？」


「まだわからない」


「ふーん」


　将吾は鼻白んだ様子でそれ以上の問いかけをやめた。


　もう少しまともに答えればよかったと後こう悔かいして、ばつの悪い思いを抱かかえながら口を開こうとしたら、また長い腕が絡からみついてきた。


　ちょうど享の部屋の前だった。


「いい年して、そっちこそ寂しいんじゃないのか？」


「そうだよーん」


　けろりとして言うものだから、享は二の句が継つげなくなる。


　だって、と前置いて将吾は続けた。


「親おや父じはあんなだし、兄弟はこんなだし、和希は思うようにかまえねーし。泊とめてくれたり遊んでくれたり、えっちする相手はいるけど、基本的には寂しい独り身だし。お前と一いつ緒しよ」


「な……」


「そうだろ？　ああ、お前にはえっちの相手はいねーか。惜おしいな、弟じゃなかったら教えてやったのに」


　からからと笑う将吾に他意はなさそうだが、享には笑えなかった。黙って振りほどこうと躍やつ起きになっていると、廊ろう下かの反対側のほうで物音がした。


　達郎の部屋から男が一人、出てきたのだ。おそらく頼たのまれて、何かの手伝いをしていたに違ちがいない。


　すらりとした長身で、体格自体は将吾と似ているのかもしれないが、姿勢がいいので印象はまったく違うし、眼め鏡がねを掛かけた顔は常に表情が一定だった。色素の薄うすさが目立つ瞳ひとみも、彼の無機質さを際きわ立だてる要因の一つだ。


　彼――高たか城ぎ直なお征ゆきは、まだ三十ほどの年ねん齢れいながら、この家で執しつ事じのようなことをしている男だ。それ以外にも何やら達郎といろいろとしているらしいが、享が口出しすることではないので詳くわしく聞いたことはない。


　彼に気づいた将吾が小さく舌打ちをし、それは静かな廊下に響ひびいてしまったが、高城は眉まゆ一つ動かすことなく軽く目礼して階段を下りていく。


「ああ……そうだ、享さん」


「は、はい？」


　まさか声を掛けてくるなんて思っていなかったから、とっさに返した声は微び妙みようにひっくり返ってしまっていた。


　高城は階段のところで振り返り、淡たん々たんとした口調で言った。


「少々お話があるんですが、よろしいですか？」


「あ……はい」


「では、こちらへ。将吾さん、申し訳ないですね」


「思ってもいないこと言うんじゃねーよ」


　ふんと鼻を鳴らして悪態をつき、将吾はそのまま自室に行ってしまった。こんなふうに、見ている享のほうが恥はずかしくなる態度を取ったりするのも、素直に将吾のことを認められない理由の一つだった。


　享が追いつくと、高城はくすりと笑えみをこぼした。いや、鼻で笑ったというほうが正しいだろう。


「相変わらず私のことがお嫌きらいのようだ」


「嫌いというか、その……」


「気にくわないんでしょう。私と長谷部に関しては、どうやら本心からああらしいですよ」


　まったく意に介かいしていない、といった態度だった。この高城という男は、将吾に限らず誰にどう思われようと、少しも気にならないらしい。単なるポーズではなく、本当に何にも心動かされない人間に見えた。


「長谷部には理由があるようですが、私は単に嫌なんでしょうね」


「はぁ……」


　生返事をしながらも、理由は少しわかる気がした。おそらく何があったわけでもないだろうし、高城が何か気に障さわることを口にしたわけでもないだろう。高城は淡々と必要なことを言い、笹本家の子息として接したに過ぎない。


　しかし高城の態度というのは、丁てい寧ねいな癖くせにどこか気に障る部分がある。それは確かで、享も何度か溜ため息いきをつきたくなったことがあった。一言で表すならば、慇いん懃ぎん無礼なのだ。


　本当は彼がどういった立場なのか、享も将吾もまだ知らない。他の使用人たちが自分たちを様づけで呼ぶ中、高城は「さん」をつけるだけだし、達郎に対してなどは姓せいで呼び捨てにしている。


　何者なのだと、以前将吾が面と向かって訊きいたこともあったが、のらりくらりと実に見事にかわされて、わかったのは達郎とはずいぶん古くからの知り合いだということだけだった。


　享は階段を下りきったところで、ちらりと高城の顔を見た。


　華はなやかさはないが、整った顔立ちだ。切れ長の目は一ひと重えですっきりとしていて、瞳は薄い茶色だ。そのせいなのか、表情がほとんど変わらないせいなのか、まるで血が通っていないような、無機質で冷たい印象が拭ぬぐえない。


「なんです？」


「い、いえ……」


　慌あわてて目を逸そらし、促うながされるままリビングルームに戻った。


　彼がここのソファに座ることは滅めつ多たになく、今日も享だけを座らせて傍かたわらに立って話を始めようとした。


「出来れば、高城さんも座ってください」


「ああ、失礼しました。見下ろされるようでお嫌いやですか？」


「そんなこと思ってませんけど、ただ普通に話したいだけです」


「わかりました」


　形ばかりの納なつ得とくを示し、高城は享から斜ななめに位置する場所に腰こし掛かけた。


　彼の視線を正面から受け止めるためには、意識して目を向けていなければならない。少なくとも享にとってはそうだった。


　嫌いだとは思わないが、得意ではない。理由の一部は享の勝手な都合だから、余計に逃にげ腰になってしまう。


　こちらの緊きん張ちように気づいていないはずはないが、特に触ふれることなく高城は本題に入った。


「アパートの件なんですが」


「あ……」


「そろそろ引き払はらってはどうでしょう。旦だん那な様も望んでいらっしゃいますし、もう必要ないんじゃありませんか？」


　以前からそれとなく言われていたことだった。ここへ来る前に一人で住んでいたアパートに、享はいまだに家賃を払い続けている。


　大学三年になったときから母親とは別々に暮らしていた。三年になってキャンパスが変わり、自宅からでは通いきれなかったからだ。思えばあの家も、武志が与あたえてくれたものだったのだろう。


　自分には父親も兄もいる。だが立場はとても不安定だから、いざというときのためにアパートはそのままにしておいた。すべてを処分して新しい環かん境きように飛び込めるほど、享は無防備になれなかった。もともと定住していなかった将吾とは違うのだ。


「そろそろ信用して差し上げてはいかかですか？　今さら出ていけ、などとはおっしゃいませんよ」


　説得と言うよりも、煮にえ切らない享の態度をちくちくと突ついているように思えた。かといって、彼が家の主あるじである武志に肩かた入いれしているということはないだろう。彼は自らの仕事を果たしているだけだ。


「別に疑ってるわけじゃありません。それは、父にも言いました」


「では問題ありませんね？」


「それは……まぁ……」


　曖あい昧まいな返事をすると、高城は小さく顎あごを引いた。


　今となっては享自身にも、アパートをあのままにしている明確な理由がわからない。武志からは父親の愛情を感じているし、状じよう況きよう的に追い出されることはないと思っているし、特別なこだわりがあるわけではない。


　強しいて言うならば避ひ難なん場所だろうか。払ふつ拭しよくしきれない据すわりの悪さが、そんな場所を求めさせたのかもしれない。


「では手続きはこちらでいたします。不必要なものもあるでしょうから、指示してくだされば処分しておきますよ」


　高城は事務的に話を進めていくが、むしろ必要なもののほうが少ない状況だ。指示するより、自分で取りにいって、残りを処分してもらうほうが簡単だろう。


　話は済んでしまったというのに、高城はなかなか立ち上がろうとはしない。それどころか、いきなり人の顔を見て眼め鏡がねの奥の目を細めた。


「私が怖こわいですか？」


「え……？」


「いえ、ずいぶんと緊張なさっているようですから。以前から……そう、初めてお会いしたときからでしたね。ほら、享さんがここへ見えた日です。もっともあのときは、そうでなくても緊張なさっていたようでしたが」


「そんな、怖いなんて……」


　ただ苦手なだけだ、とはさすがに言えない。態度を見れば明らかだろうが、面と向かって言えることではなかった。もちろんごまかせるとも思っていなかったが。


　享はふっと溜め息をついて、苦く笑しようをこぼした。


「確かに、ちょっと身がまえるタイプなんですけど」


「でしょうね。まぁ、そうでなくても享さんは人見知りですし」


　わかっているなら放っておいてくれればいいのに、と思わずにはいられない。だいたいこんな雑談を始めるなんて、どういった風の吹ふき回しだろうか。


　自然と視線が下がっていくのを、高城はじっと見つめている。居い心ごこ地ちが悪くて仕方なかった。


「それにしても、将吾さんはなんだかんだいって享さんがお気に入りなんですね」


「はい……？」


「最近よくじゃれているじゃないですか。まぁ、微ほほ笑えましいを通り越こした光景だとは思ってますが」


　丁寧なくせに容よう赦しやのない言い方をするのも今に始まったことではない。これは享に対してだけでなく、和希にも達郎にもそうなのだ。見ている限り、とりあえず高城が失礼なことをあまり言わないのは武志に対してだけだった。


「それは僕も思います。みっともないですよね」


「みっともないというより、ゲイのカップルのようですね」


「な……」


「大変、仲がよさそうで結構ですが」


「とんでもない……！」


　どこをどう見たら自分たちの仲がよく見えるというのだろうか。呆あきれて高城を見つめていると、さも当然だと言わんばかりに彼は口を開いた。


「少なくとも将吾さんは享さんのことがお好きなんだと思いますよ。どういう意味かは知りませんが」


「まさか」


「好きでもない相手とスキンシップを取る人間ではないと思いますがね。彼はそういう意味で屈くつ折せつしたところのない人間ですから、嫌がらせであんな真似まねはしません。享さんも戸と惑まどっていらっしゃるようですが、心底嫌がってはいませんよね」


　あくまで冷静な高城の言葉を聞いていると、そうなのかもしれないと思えてくる。なんのために彼がこんな話をしているのかは、相変わらず理解出来なかったけれども。


「もしお困りでしたら、対処法をお教えしますから実じつ践せんしてみるとよろしいですよ。疲つかれていると真しん剣けんに言えば、それだけで将吾さんは手を放すはずです」


「……そうかもしれない」


「さて、それでは私はこれで。お疲れのところ申し訳なかったですね」


「いえ……」


　立ち去っていく高城の後ろ姿を見つめ、享は肩かたの力を抜ぬいた。無意識のうちに硬かたくなっていたらしい。


（なんだったんだろう……。いきなりあんな話をしたり、妙みように親切だったり……）


　それに二階で呼び止められたのだって、急に思いついたふうだった。急ぐ話でもないし、あのときである必要もなかったはずなのに。


　もしかしたら、と思う。あれは高城なりの助け船だったのかもしれない。あるいはそうありたいと、享が願っているだけかもしれないが。


　そう思って考えてみると、高城も最近よく話し掛かけてくるようだ。ちょうど将吾にかまわれ始めた時期と一いつ致ちしている気もする。


　気まぐれか、職務に徹てつしているだけか。


　高城という男のことがわからなくて答えは出てこない。いずれにしても、深く心に留めることではないだろう。


（大した意味じゃない）


　言い聞かせるようにして心の中で繰くり返す。


　今まで通りにやればいいだけだ。ある程度の距きよ離りを保ち、必要以上に話さなければ、心乱されることもない。


　あの姿を見て、嫌いやな記き憶おくを触しよく発はつされることもないのだ。


　以前よりもずいぶんと薄うすくなってきた記憶が、このまま消えてなくなればいいと思った。それが無理ならば、せめて感情を伴ともなわないデータになってくれれば。


　享は目を閉じて深く息を吐はき出した。




２







　享の勤め先である製薬会社は、もともと和希の実の父親が持っていたものだったそうだ。


　ずいぶんと前に業績不ふ振しんで立ちゆかなくなり、ササモトの資本が入ることで吸収されて現在に至っている。一部の役員を除いて社員はそのままだったらしく、当時を知る者もまだ数多く在ざい籍せきしていた。


　笹本武志は先代の社長から、会社だけでなく妻子まで奪うばったわけだ。本当はどうにもならなくなったものを正せい攻こう法ほうで手に入れたのかもしれないが、外部の者はそう言っていたらしい。


「いろいろ噂うわさはあったらしいけどね。どうしても奥さんと結けつ婚こんしたかった会長が、先代をそそのかして事業を失敗させたとか、会社と妻子を頼たのむと先代が頭を下げたとか」


「そうなんですか」


「ま、理由はどうあれ、今の業績考えたら正しかったんだよな。あのままだったら単なる倒とう産さんで、俺たち失業してたんだから」


「ああ……」


　気のない返事をしていると、三つ上の同どう僚りようはやがて別の話を始めた。彼はとにかくおしゃべりで、新人である享に何かといろいろなことを話してくれる。駅まで一いつ緒しよになることも多いので、そのときが彼にとって恰かつ好こうの機会なのだ。


「あれ、売れるのかねぇ？」


「それなりにいける計算みたいですね」


　開発中のドリンクは、完全に女性をターゲットにしたものだ。美容系とでも言おうか、肌はだによいとされているものを高こう濃のう度どで入れ、コンビニでの展開を予定しているらしい。サプリメントよりも即そつ効こう性があって効果も高いが、その代わり単価も高くなる。


「一本、三百円近くなるだろ？　毎日飲むもんじゃないよなぁ」


「ここぞってときに、短期集中で飲むらしいですよ」


「ははぁ……。もういっそさ、河村くんが宣伝してみたら？」


「なんですか、それ」


　にやにやと人の悪い笑えみを浮うかべられ、思わず身がまえてしまう。人がこういう顔をしたときはろくなことを言わないのだと、享は経験上わかっていた。


「試飲してるうちにこんなに綺き麗れいになっちゃった……ってのは、どう？」


「やめてくださいよ」


　とりあえず苦笑だけで済んだが、これがもし将吾相手だったら悪態の一つや二つ口にしていたところだ。


　顔のことばかり取り沙ざ汰たされるのは嬉うれしいことじゃない。もちろん悪意がないことも知っているから、露ろ骨こつに不快感を示すことも出来なかった。


　ようやく駅が近くなってきて、我知らず安あん堵どの息が漏もれた。この同僚とは電車が反対方向なのだ。


　一番近い地下鉄入り口を何気なく見たとき、そこに見知った人ひと影かげがあるのを知って足を止めてしまいそうになった。かろうじて足は動いていたが、表情まではごまかしきれず、もし隣となりを歩く同僚がこちらを見ていたら、何ごとかと不ふ審しんに思ったことだろう。


「あの、ちょっとそこで買い物があるので」


「それじゃ、また明日ね」


「はい。お疲れさまでした」


　階段を下りていく後ろ姿をちらりと見ながら、享はガードレールに座っている男に近づいていった。とりあえず同僚がいるときは遠えん慮りよしていたらしい向こうの視線も、今はまっすぐ享に向けられている。


　意識しなくても、顔は能面みたいに強こわばっていた。


「ご無沙汰してます」


「ああ……」


　最後に会ったのはもう去年のことだった。


「今の、会社の人か？」


「そうです」


　何気ない言い方を、意識して口にしている自分に辟へき易えきした。実際あの同僚とは職場や帰り道で話をするだけの仲だ。互たがいの携けい帯たい番号さえ知らない。


　目の前の男――富とみ岡おか賢けん次じはとりあえず納なつ得とくしたらしく、ふーんと鼻を鳴らしただけで何も言わなかった。


　彼は大学で享の先せん輩ぱいだった男だ。一年のときに友達を通して知り合い、それなりに親しくなって、互いの家を行き来していた時期もあった。今では見る影もない話だ。彼が享に対して悪意を抱いだくようになって、もう三年が経たった。


　今どきのファッションに、今どきのヘアスタイル。将吾ほどではないが、明るめの茶色に染めた髪かみは短めで、整せい髪はつ料で綺麗に立たせてあった。


「会社員って感じしないな。スーツじゃないのか」


「どうせ向こうでは白衣ですから。それより、何か用ですか？」


「偶ぐう然ぜんでこんなとこにいると思うか？」


「いえ」


　だから訊きいているのだ、とは口にしない。余計なことを言うと、より多くの言葉を投げつけられるから、口を開くのは最小限と決めている。


　問いを重ねることなく黙だまっていると、富岡は小さく舌打ちして立ち上がった。


「相変わらず何も言わないんだな」


「用事があるのは富岡さんでしょう？　ああ、でも一つだけ言うことがあったな」


　もし会ってしまったら言おうと前から思っていたことだった。しかし顔を合わせずに済むならばそれに越こしたことはないし、なるべくなら避さけたくもあったので、結果的に半年以上も持ち続けていた言葉になった。富岡もそう暇ひまではないだろうから、こちらが意識して避けていれば結構会わずにいられるものなのだ。


「和希に近づくのはやめてください」


「たまに向こうに顔出してるだけだ。知り合いがいるんだよ。ばったり会っちまうもんは仕方ないだろ。会ったら、挨あい拶さつくらいして当然じゃないか？」


　どこまでが本当やら。和希の話によれば常に一人だと言うし、わざわざよその大学のカフェに毎回顔を出すのもおかしな趣しゆ味みだ。


「挨拶だけならかまいませんけど、いちいち僕の話をするのはやめてください。和希も迷めい惑わくしてますから」


「だったら、俺を避けるなよ」


「どういう意味ですか？」


「着信拒きよ否ひしてんだろ。アパートにも帰ってないみたいだし」


「……アパートは今度引き払はらいます」


　最初の言葉は無視し、享は淡たん々たんと答えを返した。


　享が住んでいたアパートは、富岡にとってちょうど通り道にあるのだ。夜などに通れば、一目でいないことがわかってしまうわけだ。


「そうか。今の住所……は、訊くだけ無む駄だか」


　言いながら富岡は口元を歪ゆがめたが、享は見ない振ふりをした。


　以前ならばともかく、今の自分たちの関係で、本当のことを教えるのはあまりにも危険という気がしたし、そもそも教えたいとも思わなかった。享はそういう認識だが、どうやら富岡は違ちがうらしい。


　何がしたいのか、いまだによくわからない。嫌いやならば会わなければいいのに、この男はわざわざ機会を作ってまで人に嫌味を言いに来るのだ。


「なぁ、だったらせめてちゃんと電話には出ろよ。そうしたらあの子には挨拶くらいしかしないって約束する」


「なんのために僕と話したいんですか？」


「あのときのこと、お前の口から聞きたいんだ」


「もう忘れました」


　それはまったくの噓うそではなかった。もともと享にはよくわからなかったのだし、年月と共に少しずつ記き憶おくは薄うすくなってきている。富岡が現れなければ、もっと早くに忘れてしまえるはずだった。


「富岡さんと会わなければ、とっくに忘れてたかもしれない」


「河村……」


「何もお話しすることはありませんけど、それでもいいなら解除しておきます。その代わり約束は守ってください」


「……わかった」


　神しん妙みような顔つきで頷うなずいた富岡はまだ何か言いたそうだったが、享が急ぐからと言うとおとなしく引き下がった。


　駅へ続く階段を駆かけ下りて改札を通り抜ぬける。


　少し気分が重くなった。











　笹本家の敷しき地ち内に建てていたもう一つの家が完成したのは、夏も盛りの七月下げ旬じゆんだった。


　母おも屋やになるこことは渡わたり廊ろう下かで繫つながっているが、独立した生活が営めるようになっているという。


　住むのは和希と達郎の二人だ。本来ならば達郎は、もっと別の場所で二人きりで暮らしたいという希望を持っていたらしいが、和希がここを離はなれたくないと言ったために妥だ協きよう案として離れの建築となったそうである。


「達郎さんの拘こだわりがすごいんだよ」


　昼過ぎから享の部屋にいる和希は、感心したようにそんなことを言い出した。


　今日は引っ越し作業が行われていて、和希の部屋から一部の家具や私物を移動しているのだ。ただし実際に動いているのは使用人たちで、当の本人はここでずっと何をするでなく過ごしていた。ときおり様子を見に行ったりはしているが、手を出そうという気はないらしい。


　このあたりはさすがにお坊ぼつちゃん育ちと言わざるをえない。身の回りのことを他人がやってくれるのは和希にとって当然のことなのだ。笹本家に来る前から――それこそ生まれたときから、彼はそういった環かん境きようにいたらしい。本人は嫌がって否定するが、どこからどう見ても彼は深しん窓そうのご令息だった。


「和希がなさすぎるんだろ」


「そんなことないけどさぁ……」


「和室を一つ作ってもらったんだって？」


「うん。畳たたみの部屋って初めてなんだ。だからちょっと楽しみ。ゴロゴロしたり、冬になったらこたつ入れるんだ」


　嬉うれしそうな和希の顔を見ていると、なんだが自分まで嬉しいような気分になってきて、享はかすかに微ほほ笑えんだ。


「あ、ちゃんと遊びに来てよ？」


「長谷部さんがいいって言ったらね」


「えー、いいに決まってんじゃん。将吾さんはどうかわかんないけど、享さんがだめってことはないよ」


「そうかもね」


　こと和希に関しては達郎に信用されている。言葉でもそれとなく示されたが、雰ふん囲い気きとして伝わってきていることだった。逆に将吾は達郎にかなり睨にらまれているのだ。スキンシップの激しい彼が、やたらと和希をかまっていたこともあるし、他ほかにもいろいろと後ろ暗いことがあったらしい。


「で、新しい生活は楽しみ？」


「うーん……ちょっと心配……かも……」


　もごもごと口の中で呟つぶやいた和希は、ほんの少し頰ほおを赤らめている。何を考えているかは尋たずねるまでもなかった。


　愛されているのは心だけじゃないということだ。達郎は涼すずしげでストイックそうな印象とは裏腹に、実はずいぶんと行こう為いが激しいらしい。母屋の中ではしたくないと和希が言い張っていることもあり、基本的には週末になるとどこかへ二人で行ってしまうのだが、離れで住むようになったらどうなるのかは想像に難かたくなかった。


「それよりさ、オレたちの荷物運び出しちゃったら、すぐ享さんたちの部屋のリフォームに入るんだろ？」


「ああ」


　享は浅く顎あごを引く。今まで和希と達郎が使っていた隣となり合った部屋を、改装して今度は享と将吾が使うことになったのだ。


「楽しみだね。いろいろ決めるのって、大変だけど面おも白しろいもんな」


「そうだね」


　和希の笑え顔がおにつられるように笑い、享はポットのコーヒーを空になったカップに注いだ。


　こだわりは特にないから、とにかくシンプルにしてくれればいい。そう言ったのに、実際はあれこれと訊きかれ、決めなければいけないことがたくさんあった。本当は任せることも出来たはずなのに、高城がやたらとお伺うかがいを立ててきたのだ。そのたびに緊きん張ちようを強しいられていたのは事実だし、あるいはそれが面白くて高城は故意に話し掛かけてきたんじゃないかと、そんな気さえしていた。


「なんか、オレのお守もりみたいになっちゃってごめん。せっかく夏休みなのにさ」


「どうせ予定はなかったから」


　社会人になって最初の夏期休きゆう暇かは、いわゆる盆ぼん休やすみとは離れた時期になってしまった。毎日チェックしなければいけないものがあるので全員が一度に休むことが出来ず、そうなると最もいい時期は年長者のものになる。


　もっとも享にはこれといった予定もないので、いつだろうとかまわなかったのだが。


「明日、アパートに行くんだろ？」


「ああ。最後になるかな」


「そっか。なんか、これでいよいよ享さんも、うちの子って感じ」


　嬉しそうに和希は笑う。武志に隠かくし子がいると知ったときはそれなりにショックだったようだが、すぐに彼は自分たちを受け入れ、好意を示してくれた。もともと欲のない子なので、他に息むす子こが現れても財産の心配など欠片かけらもしていなかったのだ。


「あとは戸こ籍せきだよね。でも将吾さんは反はん抗こう期だからなぁ」


　くすくすと笑いながら和希はコーヒーカップを手にした。


「確かに反抗期だ」


「だよね」


　二十六にもなって、と思うのだが、将吾は今まで自分を放っておいた父親に対して様々な思いを抱いだいていて、どうやらそれが反抗的な態度となって表れているようなのだ。認知に関しても、今さらだと言い張って拒きよ否ひしており、そのせいで享の件も保留になっている。


　変なところで公平を主張する武志は、一人だけ籍に入れるのはどうかと思うので待ってくれと言ったのだ。


「公平っていっても、態度とかは露ろ骨こつに違ちがうよね」


「まぁ……そうだね」


「こんなこと言うと怒おこられるかもしれないけど、娘むすめと息子に対する態度の差……みたいな感じがする」


「……ああ」


　言い得えて妙みようだった。思わず納なつ得とくしてしまったものの、心中は複雑だった。怒るようなことではないが、さすがに娘というのはどうかと思う。


「あれ……電話？」


　和希の視線が流れていって、ベッドの上の携けい帯たい電話に向けられた。点てん滅めつしながら鳴っているが、音はかなり小さくしてあった。


　ちらりと目を向けただけで、享は電話を取りに行かなかった。


「出ないの？」


「あとでかけ直すから」


「でも……さっきも掛かって来てなかった？」


「そうだったかな」


「そうだよ。ねぇ……もしかして出たくない電話だったりする？」


　こんなときばかり鋭するどくて困ってしまう。あるいは思っていたより享がわかりやすかっただけだろうか。


　電話はもう鳴りやんでいた。


「嫌いやな人？」


「……困った人、かな」


「あっ、わかった。あいつだろ……！　なんだっけ……富岡？」


「うん、まぁ……」


「でもなんで？　確か着信拒否してたよね？　あっちが違う番号とか使うようになったの？」


「避さけても同じことだから、やめたんだ」


　それは和希を納得させるための出任せに過ぎなかったが、口にしてみたらあながち噓うそでもない気がした。今さら話すことがないというのは本当だから富岡の思うようにはなるまいが、嫌味や皮肉を受け流すくらいなら出来る。


　大したことじゃないのに、和希はひどく困ったような顔をした。


「あいつ、なんだって？」


「相変わらずだよ」


「縁えん故こ採用のこと？　いい加減しつこくない？」


「ちょっとね」


「あのさ、ちょっと思ったんだけど……っていうか、将吾さんが言ってたことなんだけど、もしかしてあいつって享さんのこと好きなんじゃ……？」


　和希は真しん剣けんそのものだった。揶や揄ゆしようなんて気は微み塵じんもなく、将吾のいい加減な意見を真に受けて心配してくれているのだ。


　享は思わず苦く笑しようした。


「あり得ないよ」


「なんでっ？」


「その手のことで、人を罵ののしったことがあるくらいなんだよ。同性愛とか、とにかく嫌けん悪おしてるみたいだな」


「そうなの……？」


　どこか納得いかない顔をして、和希はうーんと唸うなった。


「将吾の言うことなんか真に受けちゃだめだよ」


「結構ちゃんとしたこと言ってたよ。オレもそうだなって思ったもん。嫌きらいな相手に、あんなにエネルギー費ついやせる人って少ないんじゃない？　オレだったらしないし、将吾さんもしないって言ってた」


「……そうか」


　享は戸と惑まどいながら相づちを打った。今の話そのものではなく、先日の高城との話を思い出してしまったからだ。


　将吾の好意について、高城が言ったこと。嫌いな相手をかまうほど屈くつ折せつしていないと言った彼の見解は、図らずもこんなところで立証されてしまった。


　どうしていいのかわからない、というのが正直な気持ちだった。


「あいつって、実はそんなに就職には拘こだわってない感じするんだよね。いろいろ言ってるのは単なる口実って気がする。それより享さんのことにかなりマジ入ってるよ」


　和希はおそらく享の言うことを疑っていないだろう。認識に誤りがあるという態度だが、それはあくまで間違いであり、故意に別の理由を教えていたとは思っていないはずだ。


　就職のことで嫌味を言われたのは事実だが、あれは本当に単なる口実だっただけで、根本的な問題は他ほかにあった。


　だからこそ、享は断言出来るのだ。


「少なくとも好意じゃないよ」


　ある意味で彼はとても潔けつ癖ぺきだったのだろう。だから享に失望し、いまだに許すことが出来ないに違いなかった。


「そうかなぁ……？」


「前にちょっといざこざがあってね、それで拗こじれちゃっただけだよ」


「ふぅん……」


「和希にも迷めい惑わく掛けたね。ごめん」


「そんなの享さんが謝ることじゃないよ。オレはそんなに困ってないしさ。友達も協力してくれてるし」


　和希の言葉に噓はないのだろう。頼たよりなげな幼い印象とは裏腹に、彼は享よりもずっと、したたかで強い。笹本のご令息として人にはわからない苦労もいろいろとあったのだろうが、それが悪い方向には作用していなかった。


　そして鋭いとは言えないが、無神経に鈍にぶいわけでもない。今は夏休みだから気づいていないだろうが、明けて大学へ行くようになれば、やがて富岡が現れなくなる事実に気づくだろう。そのときに、着信拒否の解除とそれを結びつけるかどうかはまだわからなかった。


「何か困ったことがあったら言ってよ？」


「ありがとう」


「や、ほんとに。お父さんだって享さんのこと、いろいろ心配してるしさ。享さんって繊せん細さいそうだから気になるみたい」


「繊細なんかじゃないよ」


　これにはもう苦笑いを浮うかべるしかなかった。享には昔からやたらとその言葉が向けられてきたが、それは正しくないと思っている。


「見た目は神経質そうかもしれないけど」


「別に神経質そうには見えないよ。それと繊細は違うじゃん」


　口を尖とがらせて主張する和希は、そのどちらでもなさそうに見えた。


　違うと言うならば、享にだって言い分はある。やたらと細かいことを気にしたり慎しん重ちようになったりするのは、繊細さとはまた違うだろう。だがここでそれを議論したり、和希を困こん惑わくさせるのは本意じゃなかったので、曖あい昧まいに流してしまうことにした。幸い今日は話題に事欠かない。離はなれのことは和希にとって楽しい話題なのだ。


　もう何時間もしないうちに作業はあらかた終わるだろう。


　それから数分もしないうちに、ドアがノックされた。


　高城はドアを開けると、和希の顔を見てやれやれと言わんばかりに溜ため息いきをついた。


「まだこちらにいらしたんですか」


「何？」


　相変わらずの言いぐさにムッとしつつ、和希は不ふ機き嫌げんそうに尋たずねた。


「そろそろあちらに行っていただこうかと。ご自分の部屋ですからね、細かいことは指示してくださらないと」


「あ……うん」


「まぁ、いないよりいたほうがマシという程度でしょうが……いや、むしろいると邪じや魔まかもしれませんけどね」


「行ってくるっ」


　がたんと大きな音と共に立ち上がった和希は、そのままの勢いで部屋を出ていった。反論しなかったのは、おそらく高城の言葉が事実だとわかっているからだろう。


　楽しそうだな、と思った。普ふ段だんは感情の変化がわかりにくい高城だが、和希をからかっているときは確かに楽しそうなのだ。遠えん慮りよのない言葉は他の人間相手にも吐はくが、反応を楽しんでいるという点では和希に優まさるものはないようだ。


　享への態度とは明らかに違ちがっていた。おそらく和希のことはそれなりに気に入っているのだろう。


　ぼんやりと和希が消えたドアを見つめていると、高城の意識がこちらに向くのがわかった。


「どうなさいました？」


「あ……なんでもないです」


「明日のことなんですが、今よろしいですか？」


「ええ」


　頷うなずいたはいいが、直後に高城がドアを閉めたので、享は少なからず驚おどろいてしまう。確かく認にん程度だと思っていたのに、どうやら違うらしい。


「私がお送りしますが、何時がよろしいですか？」


「え……？」


　享は大きく目を瞠みはり、まじまじと高城の顔を見つめた。


　そんな話は初めて聞く。明日は車を使う用事がないというので、和希専用の運転手である荒あら瀬せに車を出してもらい、いくつか荷物を運ぶことになっていたのだ。


「あの、どうして高城さんが？　荒瀬さんは？」


「急な用事だそうですよ」


「だったら、タクシー使いますからいいですよ」


「荷物がそう多くはないといっても、タクシーでは面めん倒どうでしょう。調整して時間を空けましたから大だい丈じよう夫ぶですよ」


「そんな……わざわざ……」


　無理をして時間を作ってくれたとなったら、むげに断ることも出来ない。もともと暇ひまだったというならば、遠慮して辞退したかもしれないのに。


　返事が出来ないでいると、畳たたみかけるように高城は言った。


「時間はどうしますか？　確か一時間もあれば大丈夫だとおっしゃっていましたよね。ランチのあと……そうですね、二時くらいでいかがでしょう？」


「あ、はい……」


　尋ねる口調でありながら、実際には高城が決めた通りになっていく。強ごう引いんというよりは、勝手といったほうが正しい気がした。


「それと手続きのことですが……」


　高城はいくつかの確認をしたあと、ようやく部屋を出ていった。明日は彼と、少なく見積もっても一時間は二人だけで過ごさなければならない。そう思うと自然と溜め息が出そうになった。


　こんなに意識してしまうのは、高城の雰ふん囲い気きによって記き憶おくを触しよく発はつされてしまうからなのか、それとも――。


　もの思いに耽ふけっていた享は、メールの着信音にはっと我に返った。電話を取りにいって確かめると大学の頃ころの友人からで、とりとめのない近きん況きよう報告と、今度飲まないかという誘さそいが書いてあった。


　とりあえずメールを返したあと、気は進まなかったが富岡に電話を掛かけた。約束を先に破るわけにはいかなかった。


『河村？』


「あ、はい。さっき電話を……」


『ああ、うん。ちょっと明日の夜にでも会えないかと思ってさ。会社の帰りにでも』


「今、休み中なんです」


『夏休みか？　早いな』


「それに明日はちょっと用事があって……。電話で済むならそのほうがありがたいんですけど」


　そっけない言い方になるのは当然のことだ。先に態度を硬こう化かさせたのは富岡のほうなのだから、享も好意的な態度にはなれなかった。


　それから適当にいくつか言葉を交かわし、今日も富岡が求める答えは口にしないまま電話を切った。何度も電話してくる割には、さほどしつこく問いを重ねないのが彼の特とく徴ちようだ。話すたびに同じ質問をされているが、同じ数だけ返事を拒きよ否ひすると、仕方なさそうに電話を切って、また数日後に掛けてくる。


　いい加減に拘こだわるのはやめてくれないだろうか。そんなに不ふ愉ゆ快かいなことだったなら、富岡だって忘れてしまえばいいのに、どうしてあんなに執しつ拗ようなのか。


　溜め息をつきながら、享はベッドの上に携けい帯たい電話を放り投げた。




３







　久しぶりに足を踏ふみ入れたアパートの部屋は、熱と湿しつ気けがこもってひどく不快な空間になっていた。


「エアコンをつけましょうね」


　そう言って高城がスイッチを入れたのは二十分ほど前。コンセントを差すことから始めなければならなかったが、今はもう涼すずしくなっていた。


　一ＤＫのこの部屋は、鉄筋アパートの二階にある。建物自体が比ひ較かく的てき新しく、学生が多く入っている物件だ。


　教材や服などはすでにここにはないから、運び出すのは細々としたものばかりだ。改めて見たら、持っていくものはそう多くなかったことを知った。


「一度で済みそうですか？」


「大丈夫だと思います」


「残ったものは処分していいんですね？」


「はい」


　作業をしながら、高城の顔を見ないで答えた。相手が何をするでなくこちらを見ているのが、背中を向けていてもわかってしまう。


　狭せまい六畳じようほどの部屋では、互たがいの息づかいまで聞こえそうな気がした。


「何かお手伝いすることは？」


「ありません。一時間くらいしたら迎むかえに来ていただくとか、そういうので充じゆう分ぶんですから」


「お邪じや魔まですか？」


「そういうわけじゃ……」


　言葉を濁にごしながら、享はしまい込んであったミニアルバムやネガ、数冊の本をバッグに詰つめていく。


　邪魔なのかとストレートに尋たずねられたら、肯こう定ていするのは気が咎とがめる。そんな享の性格を見み越こして故意にああいう言い方をしたことくらいわかっていた。以前から高城にはそういうところが随ずい所しよに見られたからだ。


　優やさしい男だと思ったことはない。たとえば達郎などは、和希に対してだけは優しさを見せるし、それが作ったものでないことは明らかだった。愛いとしい相手には自然とそうなるのか、他の者に向ける気がないのかはわからなかったが。


　高城はどうなのだろうか。


　たとえばこんな男でも、大切に思う相手には優しくなるのだろうか。


（想像出来ないけど……）


　そもそも高城が真しん剣けんに誰だれかを好きになるということがあるのだろうか。人であろうとものであろうと、この男は何にも執しゆう着ちやくしないように思えたし、人間として当たり前の欲求とも縁えんがないように見えた。


「享さん、どうしました？」


「あ……いえ、なんでもないです」


　止まっていた手を再び動かして、享はバッグのファスナーを閉めた。そしてもう一つ用意してきたバッグにも同じようにものを詰める。忙せわしく手を動かしているのは、この時間がどうにも落ち着かないからだった。


　ドアの向こうで、誰かが階段を上ってくる足音がした。階段に近い部屋なので、勢いよく駆かけ上がると振しん動どうが伝わってきてしまう。


　玄げん関かん先で音がしたのは、足音が止まるか止まらないかというときだった。


「河村……っ？」


　ドアが開くと同時に声がして、享はびくっと身体からだを震ふるわせた。


　突とつ然ぜんの訪問者は確かめるまでもなく富岡だ。


　どうして彼が現れるのか。その間の悪さに溜ため息いきをつきたい気分で振ふり返ると、茫ぼう然ぜんと立ちすくむ富岡の姿があった。視線は高城に向けられていた。


　互いのアパートが、歩いて五分ほどしか離はなれていないのは偶ぐう然ぜんだった。大学二年生のときに、享は富岡とまともな話をすることはなくなっていて、口を利きいたとしても相手からの悪あく辣らつな言葉を受け取るばかりになった。だから富岡がいつの間にか一人暮らしを始めていたことも、それが享のアパートからそう遠くないことも知らなかったのだ。


「どうしたんですか？」


「いや……前を通ったら、カーテン開いてたから……」


「荷物を取りに来たんです。もうここへは来ません」


「……その人は？」


　富岡の興味はひたすら高城に向けられているようだった。いや、興味というよりは、疑問なのかもしれない。


　どう答えるべきか、とっさには出てこなかった。友人では年ねん齢れい的に不自然だし、まさか本当のことを言うわけにもいかない。


　ならば無理のない説明は一つしかなかった。


「親しん戚せきの人」


「へぇ……」


「はじめまして。享さんがお世話になってます。お友達ですか？」


　向けられた問いに、享は仕方なく答えた。


「大学のときの……先せん輩ぱいなんです」


「ああ、なるほど」


　白々しい、と思うほかなかった。富岡が和希につきまとっていたとき、達郎に命じられていろいろと調べたはずだから、富岡のことはある程度知っているはずなのに、まるで何もデータを持っていないかのような顔をしている。


　薄うすく笑えみを浮うかべている高城に対して、彼を見る富岡の表情は険しかった。睨にらむような目なのだ。


「なんでしょう？」


「あんた……親戚なんて噓うそだろ」


「わかりますか」


　あっけないほど簡単に高城はそれを認めてしまった。


　享はわずかに目を瞠みはり、余よ裕ゆうの態度をとる高城を見つめた。彼はこの状じよう況きようを楽しんでいる。根こん拠きよはないがそう思った。


「どういう関係なんだ？　こいつ、あんたのとこにいるのか？」


「確かに一いつ緒しよに暮らしていますがね」


　しれっと答えて高城は口の端はを上げて見せた。


「お前、やっぱその手の男が好きなのか？　それともまだ兄貴に未練があるのか？」


「っ……」


　顔が青ざめていくのが自分でもわかる。まさか富岡がこんなに直接的な言葉をぶつけてくるとは思ってもいなかった。今まで彼は、話を聞きたいとか本当はどうなんだとか、意図することを伝えながらも遠回しにしか尋ねてこなかったのだ。


　高城との仲を変に誤解しているのは、口くち振ぶりからしても確実だ。おそらく高城は誤解させようとして、故意にあんなことを言ったのだろう。


「気は済みましたか？　だったら帰りなさい」


　やんわりとした口調で高城が割って入ってきた。丁てい寧ねいだが強い言い方には、妙みような威い圧あつ感かんがあった。


　だが富岡は従う気配を見せず、視線をまっすぐ高城に向けていた。


　視線の中、高城はゆっくりと近づいてきて、固まっている享をそっと抱だき寄せる。


　驚おどろきのあまり、享はされるがままだった。麻あさのスーツの、少し荒あらい感かん触しよくを頰ほおに覚えながら、瞬まばたきすらも忘れそうになった。肩かたに回された手に、意識のすべてが集まってしまった気がしていた。


「君が富岡賢次くんですか？」


「なんで……あんた、そいつから聞いてんのか？」


「ええ、何もかも話してくれましたからね。すべて承知しています。過去は過去なんですよ、富岡くん。君が思っているほど、彼は過ぎたことに囚とらわれてはいない。だから未練なんてあるはずもないんです。むしろ、あるのは……」


　笑みを含ふくんだ声で高城が言いかけたとき、富岡は現れたとき同様の唐とう突とつさで部屋を出ていった。勢いよく閉めたドアが大きな音と共に振動を伝えてきて、ようやく享は強こわばりを少しだけ解くことが出来た。


　高城の腕うでの中で力を抜ぬくことが出来た自分が不思議だった。


　階段を駆け下りていく音が聞こえていたが、それもやがて限りなく遠くなり、やがて消えた。代わりに自分の心臓の音が聞こえるような気がした。


「余計なことをしてしまいましたか？」


「あ……いいえ……」


　さりげないふうを装よそおって、享は高城から離れた。力が籠こもっているわけではない腕の中からは、いともたやすく抜け出せる。


　その事実は、享にとってどこかもの足りないものだった。


「少し対処を考えないといけませんね。ああしつこいとなると……」


「大だい丈じよう夫ぶです。実害はないですから」


「確かに今のところは精神的被ひ害がいだけのようですね。意外なことに」


「どういう意味ですか？」


「今後はわからないということですよ。それもあって、あんなことを言ったんですがね」


　質問に対する答えは曖あい昧まいなもので、享には納なつ得とく出来るものではなかった。抽ちゆう象しよう的なのは故意で、高城は享が問いを重ねるのを待っているようだ。あるいは自分で考えろという意味なのかもしれないが。


　高城が恋こい人びとのように振る舞まった理由――。


「さて、早く終わらせて行きましょう。戻もどってくることはないと思いますが、来たら面めん倒どうですから」


「はい」


　促うながされて享は作業に戻った。その間、高城は収納の中や家具の引き出しを開け、享に処分について確かく認にんをしていた。


　おかげで考えに没ぼつ頭とうすることは出来なかった。


　するべきことを済ませると、高城はバッグを一つ手にして立ち上がり、享も慌あわててそれに続いた。アパートに施せ錠じようし、近くに止めた車のトランクにバッグを積むと、享は行きと同様に助手席に乗り込んだ。後ろに乗ってしまうことで、高城を運転手扱あつかいしているように思われるのが嫌いやだったからだ。


　車が走り出しても高城は何も尋たずねてこなかった。立場上、口を噤つぐんでいるだけかもしれないし、単に興味がないだけかもしれない。


　小さく嘆たん息そくしていると、ふいに高城は言った。


「バイクがついてきてますね」


「え……？」


「アパートの前からずっとです。服装からして、富岡くんだと思いますがね」


　高城の言葉がにわかには信じられず、享はそっと後ろを振ふり返った。ヘッドレストから盗ぬすむように見ると、少し後方を一台のバイクが走っていた。シャツの色は確かに先ほど見たものと似ていた。だが記き憶おくに自信はなかった。はっきりとプリントや色合いを覚えているわけではないのだ。


「とりあえず、やり過ごしましょうか。寄り道しますよ。様子を見たいですし、富岡くんだとしたら、このまま家に戻らないほうがいいですからね」


「そう……ですね」


　溜ため息いきまじりに同意の言葉を吐はき、享はわずかに眉まゆ根ねを寄せた。


　あれが富岡だとは思いたくない。今まで彼が取ってきた行動ですら、享にとってはすでに理解の範はん疇ちゆう外なのだ。


　高城は路ろ肩かたに車を寄せて、携けい帯たい電話を取り出した。そしてミラーを見ながら、誰だれかに現状を伝え、来るようにと指示を出した。


　話の内容からして達郎ではないだろう。高城は笹本家の中のことだけでなく、達郎の仕事を手伝うこともあるようだが、その際に人を動かすこともあるようだ。はっきり言われたわけではないが、なんとなく察したことだった。


「やはりついてきますね」


　再び車を走らせると、高城はやれやれと言わんばかりに呟つぶやいた。


「どこへ行くんですか？」


「笹本とはまったく関係ない場所です」


　具体的なことを口にしない男だと思う。もったいをつけているのか、無意識なのかは知らないが、さらに問いかけることも面倒になって享は黙だまっていた。どうせ行き先になど、さほど興味はなかった。


　窓の外を見れば、自分がどのあたりにいるかくらいはわかる。享があまり行ったことがない界かい隈わいだ。


　車は高層ビルに近づいていき、その地下駐ちゆう車しや場に入っていった。入り口に警備員がいて、誰もが入れる場所ではなさそうだった。


「ここは……？」


「どうぞ、降りてください」


　高城は車を止めると、すぐにエンジンを切って外へ出てしまった。だがすんなりと続くことは出来ず、享は自分たちが入って来た方向を見ていた。バイクが来る気配はなさそうだ。


　車外でこちらを見ていた高城は、フロントを回り込んで助手席のドアを開けた。


「大丈夫ですよ。ここは契けい約やく者しやでないと入れませんから」


「契約……？」


「向こうが諦あきらめるまで車の中で待っているのも退たい屈くつでしょう？　お茶でも飲みながら待ちましょうか」


　言いながら伸のばされてきた手がシートベルトを外し、軽く享の肩に触ふれてきた。


　大げさに反応してしまった享を、高城はひどく楽しそうに見つめている。目がわずかに細められた程度だったが、面おも白しろそうにしている気配は伝わってきた。


「失礼。怯おびえていらっしゃるとは気づきませんでした」


「怯えてなんていません」


　享は車の外へ出て、自らドアを閉めた。そして先を歩いていく高城の背中を見ながら、黙ってあとをついていった。


　商業ビルかと思ったが、それにしては止まっている車がそれらしくないと気がついた。


　エレベーターで上じよう昇しようする感覚に身を任せていると、高城のほうから口を開いた。


「マンションですよ。部屋は三十八階になります。戸数が多いですから部屋を限定することは出来ないでしょうし、仮に出来たとしても契約者からこちらに辿たどりつくことは出来ません」


「あの……」


「私のものではありませんが、管理は任されていますから。これからは使うこともほとんどないでしょうしね」


「もしかして、長谷部さんの？」


「そうです」


　よく出来たと言わんばかりの視線に、自分は試されているのだろうかと思った。試される理由など何もないのだが、ついそんな気分になる。


　通された部屋は広めの二ＬＤＫで、生活感というものはまったくなかった。週末だけ使われていたのだろうし、生活の拠きよ点てんとなる場所ではないからそれも当然だ。達郎と和希は、ここで恋人として過ごしていたわけだ。もしかすると去年和希がいなくなったときも、ここへ連れ込まれていたのかもしれない。


「どうぞ座ってください。念のために照明はつけませんが、かまいませんか？」


「はい」


　まだ外は明るいし、困ることは何もない。


　リビングにはソファを始め、テレビもＤＶＤレコーダーもあったが、やはりモデルルームのような印象は拭ぬぐえなかった。


　言われたように座って待っていると、間もなくして高城がコーヒーを淹いれて持ってきた。彼はテーブルにカップを置き、自分は座ることのないまま口を開いた。


「もう少ししたら不ふ審しん者しやとして通報させますから、すぐにいなくなると思いますよ」


「そんなことするんですか？」


「気が咎とがめますか？」


「……多少」


「ずいぶんなお人ひと好よしだ。さんざん付きまとわれて、あんなことを言われて、まだそんな甘いことが言えるとは感心します」


　高城は呆あきれ果てているのか、溜め息でもつきかねない口調で言った。


　おそらく高城と享とでは、いろいろな感覚が違ちがうのだ。最初からわかっていたことだったが、改めて突つきつけられると嬉うれしくはなかった。


　甘いと言われればそれまでだが、出来る限り穏おん便びんに済ませたいと思うのは当然だろう。


「優やさしいのと甘いのは違いますよ」


「……高城さんは、どっちでもないですよね」


「ええ、たぶん」


　気にした様子もなく頷うなずく高城に、享の中で苦いものだけが残った。


　どうして自分はこんなに子供じみているのだろう。あんなことを言う必要はなかったのに、涼すずしげな高城の顔を見ていたら、黙っていられなかった。


　自分が大人だなんて、とんでもない。和希の目にそう映るのだとしたら、それは擬ぎ態たいに騙だまされているだけだった。


「享さんは、きっと両方ですよ」


「違う……」


「あの富岡くんとは、もともと仲がよかったそうですね。だから現在はどうあれ、冷たくなりきれないんじゃないですか？」


　淡たん々たんと告げられたことに、享は大きく目を瞠みはる。


　彼は何をどこまで知っているのだろうか。調べれば多少のことは出てくるだろうが、享の心情までどうしてわかるのか。


　まさか、あのことまで知っているのではないかと、享は顔を青ざめさせた。


「お兄さんがどうとか言っていましたが……恋こい人びとだったんですか？」


「違います」


「あれはそう聞こえましたよ」


「富岡さんは、そう思っているみたいですね」


　吐き捨てるように言って享は視線を逸そらした。


　何がどうなっていたのか、享にもよくわからないのだ。疑念は胸の中にあるが、確信に至るほどではなく、誰かに話したこともない。


　だが誤解されたままではいたくなかった。


　富岡にどう思われても、今までずっと口を噤つぐんできたというのに。


「確か、秀しゆう一いちさんとおっしゃる方ですね」


「そこまで知ってるんですか……」


「家族構成と、ご家族の職業だけですよ」


「……そうですか」


　享は溜ため息いきをついて、ソファに凭もたれた。


　富岡の兄――秀一は享よりも五歳上で、当時すでに銀行に勤めていた。先せん輩ぱいである富岡のアパートへ遊びに行ったとき、同居していた秀一と話すようになり、やがて二人だけでも会うようになった。五歳上の社会人は当時の享にとっては「大人」であり、優しく甘やかしてくれる相手に無防備に懐なついてしまった。


「遊びに行ったら先輩はいなくて、お兄さんのほうと部屋で少し飲んだんです。そうしたら急に気分が悪くなって、あとは覚えてなくて……目が覚めたら、あの人の部屋で組み敷しかれてました」


　なるべく平へい坦たんな声音で話し、表情も変えないように心がけた。


　好きだと言いながら秀一は享を押さえつけてきて、いくら嫌いやだと言っても聞き入れてくれなかった。抵てい抗こうしようとした身体からだには思うように力が入らず、おそらく感覚さえ鈍にぶかったように思う。快感どころか痛みすら、よくわからなかった。


　夢の中のようにはっきりしない記き憶おくだった。断だん片ぺん的に、やけにはっきり覚えていることもあれば、ひどく漠ばく然ぜんとしていることもある。


「そんなに飲んだつもりはなかったんですけど」


「おそらく一服盛られたんじゃないですか」


「……そうかもしれない」


　ずっと胸に抱いだいてきた疑念だった。あのとき以来、嫌になってアルコールはあまり口にしなくなったが、それ以前はけっして弱くもなかった。あのとき、それほど強い酒を口にしたわけじゃなかったのに、享は意識をなくし、目を覚ましたあとも身体を思うように動かせなかったのだ。


　普ふ通つうじゃないことはわかっていた。ただ秀一がそこまでしたとは信じたくなかっただけだ。それもまた高城に言わせたら、甘いと言われるかもしれないが。


「その相手のことは、どう思っていたんですか？」


「好意は抱いてましたよ。でも、そんな意味じゃなかった。向こうだって、僕に恋れん愛あい感情があったとか、そういうわけでもなかったみたいだし」


「そうなんですか？」


「本人がそう言ったんだから、そうなんじゃないですか」


　熱に浮うかされたように好きだと言っていたのは、享をおとなしくさせるための呪じゆ文もんのようなものだった。あとから享はそう思い知らされた。


　信しん頼らいしていた相手になすすべもなく犯おかされて失神し、数時間後に目を覚ますと、言い訳じみた告白を聞かされた。


「僕が無防備だからいけないって言われましたよ」


「薬を使っておいて、それは通用しないと思いますがね。まぁ、和希さんのような方は確かに無防備すぎて酷こくだと思いますけど」


「そうですね」


　思わず笑ってしまい、その事実に誰だれよりも享自身が驚おどろいてしまう。こんな話の途と中ちゆうで笑えるなんて思ってもいなかった。


「話せるようなら大だい丈じよう夫ぶですね。本当に嫌なことは口に出来ないものですよ」


「あ……」


「どうしました？」


「いえ、たぶん今まではそうだったんです。話すことがなかったんじゃなくて、話せなかったんだ……」


　もちろん話せと迫せまってきたのが富岡では逃にげ腰ごしになっても仕方ないし、誰だれ彼かれなく話せることでもないから単に相手がいなかっただけかもしれないが、口にしたことで心の一部が軽くなったことは事実だった。


　半ば独ひとり言ごちるように呟つぶやく享を、高城は黙だまって見つめている。積極的に問いを重ねてこないのも、無理に喋しやべらせようとしないのも、享にとっては心ここ地ちよかった。


「結局、秀一さんとはそれっきりでした。帰ってこないはずの先輩が帰ってきたんです」


「荒あれたわけですか」


「本当にそういうのが嫌みたいで、もの凄すごい剣けん幕まくでしたよ。あの人も僕も罵ののしられて……そのとき秀一さんは言い訳してました。酔よった勢いで、自分には記憶がない。何かの間違いだって。それ以来、一度も会ってないんです」


　どうやらあの直後に兄弟は同居をやめ、おかげで富岡のアパートとは偶ぐう然ぜんにも至近になってしまったわけだ。


「なるほど。それで弟のほうは付きまとってくるわけですね」


「あのときのことを説明して欲ほしいみたいです。自分のお兄さんがあんなことしたのを認めたくないんじゃないかな」


「まったく……君はバカですか。もう少し聡さとい子かと思っていましたが……ああ、自分のことになると鈍いのかな」


　いきなりバカ呼ばわりされたことに面食らい、享は啞あ然ぜんとしながら高城を見つめる。腹が立つとか気分が悪いとか、そんな感情も起きないくらい驚いてしまった。


　問い掛かける目をしていると、高城は心底呆れたというように、それでいてどこか面おも白しろがっているように笑った。


「その弟くんは、君が好きなんですよ」


「な……に、言って……」


　今度もまた啞然とさせられる。同じようなことを、将吾に入れ知ぢ恵えされた和希から言われたが、まさか高城にまで言われるとは。


　富岡に会ったこともない将吾の見解はともかくとして、実際に会った高城にまで言われてしまうと自信は揺ゆらいでくる。だからといって簡単に納なつ得とくも出来なかった。


「でもそんな素そ振ぶりは見せないし……」


「いつも何を言ってくるんですか？」


「あのときのことを説明しろとか、就職のときのこととか……。とにかく嫌いや味みと皮肉ばかりなんです」


　そんな相手に好かれていると言われたところで信じられるはずもない。好きな子をいじめるタイプもいるだろうが、あれはそんな可愛かわいらしいものではなかった。


「彼が自覚してるかどうかは、わかりませんが、君には特別な感情を抱いていると思いますよ。男同士に嫌けん悪お感かんを抱いていると君は言っていますが、執しつ拗ように否定するのは本当の意識の裏返しかもしれません」


「でも……」


「だいたいあそこまで君に拘こだわる理由は他ほかにないでしょう。もし本当に嫌悪感があるのに付きまとっているんだとしたら、それこそおかしいですよ」


「それは、あのときのことを知りたいからだと思います」


　高城の言葉をさえぎるように、享は強い口調で言い切った。だが高城は当然のように返してきた。


「何故なぜ知りたがるのかは考えないんですか？　彼のお兄さんがその後どう説明したか知りませんが、納得していないのは確かですよね。信用していないか、信じたくないだけか……とにかく彼は君の口から真実を聞きたいんですよ」


「どうして……」


「何度言わせれば気が済むんですか？」


　聞き分けのない子供を窘たしなめるような口調に、高城が呆あきれ果てているらしいことがわかる。すでに大人に対する接し方ではなかった。


　享は黙り込み、自分の手元を見つめた。


　あれが好意だとは今でも思っていなかった。だが執しゆう着ちやくを感じていたのは確かだ。そして富岡という男が、根本的なところで歪ゆがんでいないこともよく知っているつもりだった。


「和希さんが君のことを、人の感情の機き微びに聡い人だと言っていましたが、とんでもないですね。自分の気持ちすらわかっていないのに」


「僕の気持ち……？」


　眉まゆをひそめる享に、高城はひっそりと笑った。


「以前から私のことを意識していたでしょう」


　思わず息を呑のんでしまったのは、心がまえというものがまったく出来ていなかったせいだ。挑ちよう発はつするように見下ろしてくる高城の目から、視線を逸そらせない。まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように。


　だが恐きよう怖ふを覚えると同時に、それを甘かん美びに感じる自分もいる。


　この男に取り込まれてしまうのは心地いいだろうか。もし支配してくれるほど自分に意識を向けてくれるのなら、その事実は享を満たしてくれるだろうか。


　色素の薄うすい、作りものみたいな瞳ひとみを見つめながら、享は自分の鼓こ動どうが速まっていくのを感じていた。


「君はね、私が好きなんですよ」


「な……」


　自信に満ちた、優位に立つ者が浮かべる笑えみを見せながら、高城は身を屈かがめるようにしてソファの背に手を突ついた。


「違ちがいますか？」


「当たり前じゃないですか……！」


「本当に？」


　酷こく薄はくそうな印象を強めている唇くちびるがほんのわずかに上がり、そのままゆっくりと享に近づいてくる。


　ひどく至近で視線がかち合う。


　そのまま無機質な瞳の中に吸い込まれ、抜ぬけ出せなくなってしまいそうな、予感めいた確信が全身を支配していた。




４







　冷たい唇の感かん触しよくがして、自然と享は目を閉じる。


　逃にげようとすれば、いくらでも出来るはずだった。それどころか享が顔を背そむけるだけで、きっと高城は離はなれていっただろう。少しの未練も残すことなく、次の瞬しゆん間かんにはキスしようとしたことなど忘れて。


　触ふれるだけのキスは、高城自身の印象と同じく素っ気ないものだった。人ではなく、もっと無機質なものに触れられている気さえする。


「……どうして、こんなことするんですか」


「あんなに意識されたら気になるのは当然でしょう。私と話すのを嫌いやがっていらしたので、余計にかまいたくなったんです」


「意地が悪いですね」


「そうですよ。おかげで一つ、いい発見をしました。話すのは嫌でも、キスは嫌じゃないんですね」


　くすりと笑われて、ひどくいたたまれない気分になる。それが好きだという証しよう拠こだ、とでも言われている気がした。


　好きだと言われたことには頷うなずけないが、高城をずっと意識していたのは確かだった。きっかけは秀一を思い出させる雰ふん囲い気きだが、それだけではなかった。


　知れば知るほど、似ていないところのほうが多い。顔はさして似ていないし、喋しやべり方もしぐさも違う。一つ一つ相そう違い点を見つけて安心し、そのたびに享の中で高城の存在が強くなっていったのだ。


「大したことじゃないですから。それに高城さんのことは好きでもなんでもありませんけど」


「ではそういうことにしておきましょう。震ふるえていらしたのは、エアコンの効きすぎですかね。それとも、男に触れられるのが怖こわいんですか？」


「別に。壊こわれて困るような関係がなければ、どうでも」


　否定は強がりでもなんでもなく本心だった。おそらく身体からだよりも、気持ちのほうが記き憶おくに縛しばられている。


　慕したっていた相手からあんなことをされた上に、詫わびの言葉一つもらえず、聞いたのは保身のための言い訳ばかりだった。あれが本気の末の行動だったとしても、享が恋れん愛あい感情を抱いだき返すことはなかったろうが、ここまで虚むなしい気分にはならなかっただろう。


　たった一晩の出来事で、享は親しい人を二人も失ったのだ。


　あれ以来、享は人と深く関かかわることをしなくなっていた。


「困る相手……そうですね、旦だん那な様とも和希さんとも、そういった心配はないでしょうね」


「あるわけないじゃないですか」


　片や実の父親で、片やあの和希である。血の繫つながりはなくても弟として大事に思っているし、向けられる信しん頼らいに心ここ地ちよさを感じている。思えば最初から、和希には身がまえずにいられたものだった。


「でも将吾さんは、少し違う」


「え？」


　意外なことを言われ、享はわずかに目を瞠みはった。


「私から見て、君は将吾さんにも身がまえたところはないですよ。今の関係を壊したくない相手でもある」


　高城の断言に対して否定の言葉は浮うかんでこなかった。将吾には気楽そうに接していると、以前和希にも言われたことがあった。


　仲がいいとは思っていない。口を開けば憎にくまれ口ばかりだし、互たがいに兄弟だという意識もないだろう。だが無意識の部分では、互いの存在を認め合っていたような気がするのは、享の勝手な思いこみだろうか。


「壊れて困る関係は、少なくとも私との間にはないですね」


「……そうですね」


「私を見ると、以前のことを思い出して嫌ですか？」


「嫌なんじゃなくて、苦手なだけです。何を話したらいいかわからないし……。それに、あまり似てないですよ。もうあの人の顔もはっきりとは思い出せないんです。高城さんの印象のほうが強くなってる」


「だったら嫌な記憶は全部、塗ぬりつぶしてしまいましょうか」


　伸のばされてきた手に顎あごを掬すくい上げられ、覆おおい被かぶされるようにして高城が顔を寄せてきた。


　二度目のキスは触れるだけではなかった。舌先が唇を舐なめるようにしてから、そっと入り込んでくる。


　消極的ともいえる享に焦じれることもなく、舌を絡からめ、先を吸った。


　歯列の根本を舐められると、ぞくぞくとした甘い痺しびれが背筋を駆かけ上がってきて、享は思わず高城にしがみついてしまう。


　こんなキスをする男だとは思ってもいなかった。


「は……ぁ……」


　キスの合間についた息が思いがけず甘い響ひびきを帯びたのも仕方ないことだった。


　高城は口こう腔こうを優やさしく支配し、服の上から享の身体に触れてきた。撫なでるようにして大きな手のひらが動き回り、次し第だいに呼吸が乱れていく。


　どうして高城とこんなことをしているのか、享自身にもよくわからなかった。高城が言うように、彼のことが好きなのだとしても、気まぐれで触れてくる男を受け入れる理由にはならないだろう。


　まるで催さい眠みん術じゆつか何かにかかってしまったようだ。


　あるいは知らないうちに、和希たちに当てられでもしていたのかもしれない。ここは彼らが濃のう密みつな時間を過ごした場所なのだ。


　気が遠くなりそうなほど長く口腔を貪むさぼられ、身体が熱く疼うずいていた。


　こんな感覚は初めてだった。もともと性的な興味が強いほうではなかったし、あれ以降は避さけるようになっていたからだ。


「どうしますか？」


　静かに離れていった唇は、息が掛かるほどの近さでそう囁ささやいた。


　ぼんやりとした頭でそれを理解するまでには少し時間が要いった。潤うるみきった目を開けると、目の前に享の携けい帯たい電話があった。


「続きをするのでしたら、家の者に連れん絡らくをしておかないと」


　しれっと告げる高城は冷静そのもので、とても寸前まであんなキスをしていた男だとは思えない。


　享が揶や揄ゆされていると感じたのも当然だ。自然と表情はきつくなった。


「僕をからかって楽しいんですか」


「からかったつもりはありませんよ。どうするのか選んで欲ほしいだけです。流されて抱だかれて、あとで私のせいにされては困りますからね。大人は自分の行動に責任を持つものです」


　突つき放した誘さそいは、ある意味で気が楽だった。


　都合一つで意味をなくす告白も口先だけの優しさも欲しくはない。遊びならば最初からそう言ってくれたほうが、余計な期待をしなくて済む。


　享は自分を見下ろす高城を睨にらむように見つめた。


　冷たく無機質なこの男は、肌はだを合わせるときも同じなのか。あるいは享の想像もつかないような熱を帯びるのか。


　答えを知りたいと思った。


「どうしました？　ああ、怖いのでしたら無理をすることはありませんよ」


「怖くなんかありません」


　差し出された携帯電話を受け取り、享は登録してある番号を呼び出してボタンを押した。相手は和希だった。


『あれ、どうしたの？　今どこ？』


「まだアパート。片づけに手間取っちゃって、まだ時間が掛かりそうなんだ。今日はこっちに泊とまるよ」


『そうなんだ。あれ、高城さんは？』


「もう帰ってもらったよ。何か別の用事があるって言ってたけど……」


　小声で高城に言われたことを、ほとんどそのまま和希に伝えていく。高城は普ふ段だんから家を空けることが多いので、不自然さはないだろう。


　泊まることまでは考えていなかったが、言われてみればそのほうがいい。セックスをしてすぐに戻もどり、普段と同じように振ふる舞まえるという自信はない。和希あたりはごまかせそうだが、将吾に対して隠かくしきれるとは思えない。


　通話を切ってふっと息をつくと、高城は携帯電話を取り上げて電源を落とした。


「ここではなんですから、寝しん室しつを使いましょうか」


　高城は電話をテーブルに置くと、そのまま寝室に入って行ってしまった。振り返ることもしなかった。


　大した意味はないと、その背中が告げているようだった。


　享は続いて寝室に入り、後ろ手にドアを閉めた。


　寝室には大きなベッドが一つあり、綺き麗れいにメイクがされていた。モデルルームのように生活感がなく殺風景なはずなのに、妙みようにこの寝室だけが淫いん蕩とうな気配を漂ただよわせているように感じるのは、先入観のせいだろうか。


　目の前で高城が上着を脱ぬぎ、ネクタイを外してシャツのボタンを上のほうだけ外した。眼め鏡がねを取って、サイドテーブルに置くとき、小さな音が聞こえてきた。


　この男の着き崩くずした姿を見るのは初めてだった。


「高城さん……？」


「なんです？」


「あ……いえ、眼鏡を外したところを見るの初めてだったから……。やっぱり似てないなと思って」


　眼鏡と服装の違ちがいで普段とはがらりとイメージが変わってしまっている。ギャップが大きいせいか、やたらと官能的に見えるのだが、そこまでは言わなかった。これから肌を合わせるのだという意識のせいもあるに違いなかった。


　のろのろとベッドに近づいて、シャツのボタンに手を掛ける。


　抱かれるために自ら服を脱ぐなんて、ほんの少し前まで考えもしなかった。高城が手を止めてじっと見つめてくるからなおさらだ。


「どうして見てるんですか」


「どうしてと言われましてもね。これからセックスしようという相手を見ていてはいけませんか？」


「それは……そうですけど……」


　享は目を合わせないようにしながらシャツを脱ぎ捨てた。普通だったら男同士で恥はずかしがることもないのだが、これから抱かれるとなると話は変わってくる。


　完全に止まってしまった享に、高城は黙だまって近づいてきた。距きよ離りが縮まるにつれて緊きん張ちよう感かんが高まるのは仕方がないことだ。


「もういいですよ。あとは私がしますから」


　指先にまた顎を掬い上げられ、視線を合わせることになった。こんな角度で高城を見たのは初めてだった。


「さっき何を話したらいいか、わからないと言っていましたが、言葉がなくても過ごせることを教えて差し上げますよ」


　ベッドへと促うながされ、背中に腕うでを回されたまま丁てい寧ねいに身体からだを倒たおされる。そのときになって初めて、まだ外は明るく、夏の日差しが沈しずむにはまだ時間があることに気がついた。おまけに窓にはカーテンも引いていない。


　気になってそちらを見ていると、高城がその意味に気がついた。


「外からは見えませんよ。他ほかに高い建物はありませんからね。明るいのも、すぐに気にならなくなりますよ」


「……こういうこと、慣れてるんですか？」


「何がです？　セックスが？　それとも、明るい時間にすることが？」


　相変わらず揶揄するような口調ながら、残った服を脱がそうという手つきはむしろ壊こわれものを扱あつかうかのようだった。もし享が会話に気を取られていなかったら、すぐそれに気づいたことだろう。


「成り行きでセックスすることが、です」


「それほど暇ひまではないですよ」


　漠ばく然ぜんとしたその答えは、どうやら否定だったらしい。では今こうしているのは、珍めずらしい気まぐれというものなのか、それとも高城を動かす何かが自分にあったということなのか。


　後者であればいいと思った。


「さて、訊ききたいことがもうないなら、続きをしましょうか。怖こわがることはありませんよ。私は寝ねる相手には、とりあえず優やさしいですし」


「とりあえず……？」


「礼れい儀ぎとしてね。楽しみたいですから」


　言葉の最後のほうは首筋に直接当たっていた。唇くちびるが触ふれてきて、くすぐったいと思ったのもつかの間、濡ぬれた感かん触しよくに身体が固くなった。


　舌だということはすぐにわかった。


　他人にこんなふうに触れられるのは二度目だ。あのとき、意識を取り戻して最初に理解したのは、裸はだかの自分に秀一がむしゃぶりついているということだった。だが最中は不自然なほど感覚はなくて、あとからいくつもの傷や鬱うつ血けつに気がついた。だからなのか、あの出来事自体はあまり現実感を伴ともなわないのだ。


　だが今は違う。神経のすべてが、高城の触れるところに集まってしまったようだった。


　さんざん首や肩かたにキスをしてから、口での愛あい撫ぶは胸むな元もとに集中した。それと同時に、手は身体を撫なで回し、享が反応する箇か所しよを探している。


　ときおりわけもわからず、身体がびくっと小さく跳はねた。


「は……」


　息が少しずつ乱れてくる。いつの間にか熱を帯びた息を吐はき出すとき、それが半ば声になっていることにも気がついていた。


　記き憶おくにはっきりとした形で残っているのは、何をされたかではなく、濡れた音と相手の息づかいだった。


　今も同じような音が聞こえていた。ただし息づかいは享自身のものだ。


　胸の小さな粒つぶを口に含ふくまれて舌先が転がされると、じんわりとした痺しびれが這はい上がってくる。強こわばっていたはずの身体からは、とっくに力が抜ぬけてしまっていた。その代わりに、甘い疼うずきが身体を支配しているようだった。


　今すぐにでも逃にげ出したいような、それでいてもっとして欲ほしいと望んでしまうような、もてあますほどの感覚だ。


　服の上から下か肢しをまさぐられ、否いや応おうなしにそこが反応した。


　尖とがった胸の突とつ起きに歯を立てられ、下着の上から手でやんわりと揉もまれて、抗あらがいようもない快感が全身に広がる。


「ぁんっ……」


　思わず声を上げてから、その響ひびきの甘ったるさに驚おどろいてしまった。とても自分の声だとは思えなかった。


　かつて一方的に奪うばわれたときに出した声は、もっと息に近いものだったように思う。


　戸と惑まどう享にはおかまいなしに刺し激げきは与あたえ続けられ、熱がどんどん高められていく。勝手に出る声も止められない。


「や……あ、ぁ……っ」


　身を捩よって喘あえいでいるうちに、下肢に身に着けていたものがすべて取り払はらわれてしまった。


　窓から日が差し込む中で全ぜん裸らにされているのに、恥ずかしいとかみっともないとか思う余よ裕ゆうもなかった。高城が言った、気にならなくなるというのは正しかったのだ。


　手の中で弄もてあそばれて、そこはもうすっかり形を変えていた。他人の手によって導かれるのは、自らの稚ち拙せつな慰なぐさめとは比べものにならないほどの快楽だ。がくがくと身体が震ふるえ、力の入らない指先でシーツを搔かくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　触れたとしても何も感じなかったはずの乳ち首くびは、さんざん弄いじられてぷっくりと尖り、唾だ液えきに濡れてひどくいやらしい風ふ情ぜいだ。反対側を愛撫するために高城の唇が離はなれていくと、外気に晒さらされたそこが享に眉まゆをひそめさせる。


「んっ……ぁ、う……」


　声を出すことにためらいをなくすのは早く、巧たくみな愛撫に官能が高まっていくのもまた早かった。


　なのに、いくことは出来ない。こんなことをされながらも、他人の手によって絶頂を迎むかえることへの抵てい抗こうが捨てきれないからだ。


「我が慢まんすることはないんですよ」


　シーツに爪つめを立てながら耐たえる享に気づいて、高城は柔やわらかな口調でそう囁ささやいた。抱だく相手には優しいと言ったのも、あながち噓うそではないらしい。


　高城は享の耳に唇を寄せ、耳みみ朶たぶを軽く嚙かんだ。


「ぅ、ん……」


　思いがけない感覚に、ぞくりと肌はだが粟あわ立だつ。こんなところでも感じる自分に、困こん惑わくすら覚えてしまう。


「理性なんて邪じや魔まなものは捨ててしまいなさい」


「高、城……さ……」


「出来ないなら、私が奪ってさしあげますよ」


　ぞっとするほど優しく囁いて、高城は身体をずらしていく。そうして享の両りよう膝ひざに手を掛かけて、左右に大きく割り開いた。


「やっ……」


　とっさに閉じようとしたものの、力で阻そ止しされる。


　そのまま高城は下腹部に顔を埋うずめ、享の高ぶったものを口に含んだ。


「ぁあ……っ、ん……んん……！」


　背中からシーツから浮うき上がり、指先は無意識に高城を引きはがそうとしていたが、なけなしの抵抗は相手の髪かみに指を絡からめただけの媚び態たいに変わる。口こう腔こうの粘ねん膜まくで扱しごかれながら根本を指先でくすぐられると、そこから身体が溶とけ出していくような快感が享の中で渦うずを巻いた。


　絡みつく舌に、めまいさえ起こしそうだった。


　すでに高まっていた快感が弾はじけるのは簡単で、先を舌で強く突つかれるままに喉のどの奥でひゅっと息が音になった。


　身体が望んでいた解放は享の思考を真っ白に塗ぬりつぶす。


　びくびくと震えながら達し、ぐったりとベッドの上に手足を投げ出した享は、最も奥まった場所に異物が入り込もうとしていることに気づけなかった。


　閉とざされたそこに塗りつけられたものは、たった今放ったばかりの白はく濁だくしたものだ。そのぬめりを借りて、高城の指は弛し緩かんした身体の中にゆっくりと入り込んできた。


「は……っぁ……」


　ぼんやりと宙に浮いていたような意識を、異物感が現実へと引き戻もどす。反射的に指を締しめ付けてしまうと、かすかに高城が笑えみをこぼした。


「息を吐いて……」


　言われるままに息を吐き出すと、指が奥まで入ってきた。


　中で蠢うごめき、出し入れされる感触に、享はせつなげに眉まゆ根ねを寄せる。ぎりぎりまで引き出されていく指は、次の瞬しゆん間かんには深くまで突き入れられ、それが幾いく度どとなく繰くり返された。


　慣れてくるとみると高城は指を増やし、同じことを飽あくことなく続け、ときおり中で二本の指をバラバラに動かした。


　湿しめったいやらしい音と、享の喘ぐような声だけが、静かな室内に響いている。


　目を開くと、まぶしいくらいに空が青かった。


　確かに今となっては些さ細さいなことだ。もとより身体からだだけの関係なのだから、場所も時間も、恥はじらいさえも意味はないのだろう。


　事実、高城は涼すずしい顔を崩くずしていない。冷ややかとも言えるいつもの顔をしながら、いやらしく享の身体を弄っているのだ。


　欲情しているようには見えなかった。これで本当に自分を抱けるのだろうか。


「どうしました？」


　声音だって、普ふ段だんとまったく一いつ緒しよだ。


　享は小さくかぶりを振ふって目を閉じた。


　やがて三本の指を呑のみ込んでも平気だとわかると、ようやく高城は指を引き抜いていき、享を俯うつぶせにさせた。


　腰こしを突き出すような恰かつ好こうに、享は小さく身体を震わせた。


「このほうが楽ですから」


　声と一緒にベルトを外す音がして、それからすぐ最さい奥おうには硬かたい異物が押し当てられた。


「あ……」


　高城のイメージとはまったく逆の熱さに、享の中の熱はさらに高まった。


　自らの手で煽あおったわけではなさそうだから、それなりに自分に欲望を抱いてくれたということだ。そう思うと、少しだけ安心した。


「力を抜かないと、痛い思いをしますよ」


　頷うなずいて、享は先ほどと同じように息を吐き出していく。


　高城はゆっくり享の中に入り込んできた。


「あっ、あ……！」


　身体を開かされる感覚が、享に悲鳴を上げさせた。痛みよりも異物感が激しく、内側から自分が壊こわされるんじゃないかと思えるほどだった。


　男に抱かれたことがあるといっても、二年以上前に一晩きりのことだ。だから高城は初めての相手を抱くように、丁てい寧ねいに享を扱あつかっているのだろう。


　かつて触ふれてきた相手は、もっと暴力的な行こう為いで享を奪った。卑ひ怯きような手段と力でねじ伏ふせ、自分本位に貪むさぼって、好きだから仕方ないという態度でこの身体を傷つけた。相手が自分に対して一いつ片ぺんの好意もなかったとは思っていない。ただそれは欲望の前で消えてしまう程度の、小さなものだったのだろう。


　妙みようなものだと思う。優やさしいと思っていた秀一からは暴力で屈くつせられ、冷たいと思っていた高城からは優しく扱われているなんて。


「ふ……ぅ……」


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　肩けん胛こう骨こつのあたりにキスをされながら尋たずねられ、享は目を開けることはせずに小さく頷いた。高城がどんな顔をしているのかを振り返って見る勇気はなかった。


　しぐさと声だけならこの上なく優しいから、今はそれだけ感じていたかった。


　高城はそれからしばらく背中やうなじにキスをして、緩ゆるやかに享を突き始めた。


　熱くて仕方がなくて、享は声を上げる。気持ちがいいわけでも痛いわけでもなく、高城自身によって擦こすられる場所が熱くてたまらなかった。


「あぁっ……あ……」


　濡ぬれた声でないことはわかったのか、高城はあやすように指で享の前を刺激し始めた。


　別々の感覚が同時に襲おそいかかってきて、弱い身体は迷うこともせずに快楽を選び取り、そちらばかりを追いかけた。


　やがて火傷やけどをしそうな熱さすら快感へと変わった。あるいは最初から、同じ種類のものだったのかもしれない。


　聞こえてくるのは、甘いばかりの自分の声だ。


　あのときもこんなふうだったのだろうか。思い出そうとしても、ベールが掛かったような記き憶おくの中にある自分の声はおぼろげだ。


「ふ……ぅ、んあ……っ！」


　腰が勝手に揺ゆれてしまうのは、記憶のせいだろうか、あるいは本能なのだろうか。どちらにしても、この身体が快楽を求めていることは確かだった。


　身体を支えていた腕うでが急に力を失って、上体が崩れ落ちた。それでも高城は後ろから享を穿うがっていたが、やがてずるりと彼自身を引き抜ぬいていった。


　身体を反転させられて、今度は前から貫つらぬかれる。


「あっ……んん……」


　痛みはもうなかった。あるのは中をかき回されることへの喜びばかりだ。ざわざわと、奥底から快美感が這はい上がってくる。


　知らず知らずのうちに涙なみだを流していたらしく、高城の指先にそれを拭ぬぐわれた。


　うっすらと目を開けたとき、見下ろしてくる高城の顔が目に入って、享はかすかに微ほほ笑えんでいた。


　そう変化があったわけではないけれども、色素の薄うすい冷たい目の中に、確かに欲望の色が浮かんでいると思った。


「なんですか？」


　声だって少し掠かすれていて、普段よりもずっと官能的だった。


「なん……でも……」


　かぶりを振って目を閉じ、感じるに任せてまた声を上げた。いや、上げさせられたといったほうが正しいだろう。


　激しく突き上げられ、享はがくんと喉を反らせた。


　自分からはほとんど動くことも出来ないまま、深く穿たれて揺さぶられる。それだけで自分が感じているのか、あるいは別の場所を愛あい撫ぶされているせいなのか、嬌きよう声せいを上げている享にもよくわからなかった。


　抉えぐるような動きのリズムが速まるにつれて、享の声も悲鳴に近くなっていく。


「あ……ん、あっ、あぁ……！」


　考える力などもうない。理性は高城によって奪うばわれた。


　どろどろに溶け出し、自分というものが跡あと形かたもなくなってしまいそうだった。それは恐おそれでもあったし、甘かん美びな誘ゆう惑わくでもあった。


　投げ出した腕を拾い上げられ、導かれるまま高城の首にしがみつく。


　あとのことはもうよく覚えていない。享は快楽の虜とりこになり果て、腰を振りながら喘あえぐことしか出来なくなっていた。


　荒あれ狂くるう波に翻ほん弄ろうされ、なすすべもなく呑まれていくだけだ。


　深々と奥まで抉られて、身体がびくんと大きく震ふるえた。


「は、ぁ……あぁっ！」


　二度目の絶頂は、最初のときよりも大きなうねりだった。半ば意識が飛んでしまい、どこか遠くで自分の身体の感覚を受け止めていた。


　汗あせで張り付いた髪かみを高城の指先がかき上げるのがわかる。


　額に落ちたキスに、胸が甘く痛んだ。











　遠くで物音がして享は目を覚ました。


　いつの間にか眠ねむってしまっていたらしい。終わったすぐあとに、高城がシャワーを浴びると言ってベッドを出ていったところまでは記憶しているのだが、それすらも薄ぼんやりとしたものでしかない。


　窓の外は暗いから、そこそこ時間は経過しているのだろう。


　余よ韻いんはまだ色いろ濃こく、とろりとした心ここ地ちよさを身体からだに残している。享は焦しよう点てんの合わない目で、何も見えない窓の外をぼんやりと眺ながめていた。


　カチャリとドアが開いて、外からまぶしい光が入ってきた。


「ああ、お目覚めですか。メモを残そうと思っていたんですが」


　現れた高城はすっかり身み支じ度たくを整え、いつもとなんら変わらない様子になっていた。彼を見ていると、あのセックスは夢だったんじゃないかと思えてくるが、この身に残る感覚が現実であることを教えてくる。


　まっすぐに目を見ることは出来ず、享は黙だまって上体を起こした。甘さを帯びた気け怠だるさは、普ふ段だんよりもずっと身体を重くさせていた。


　高城はパジャマの上を享の肩かたに着せ掛かけながら言った。


「富岡賢次は七時の段階で引き取らせました。とりあえず今回は警告だけにしましたよ。私は帰りますが、明日の昼ひる頃ごろにまた参ります。ああ、冷蔵庫に食事を入れておきましたので、温めてどうぞ」


「あ……は、はい……」


　落らく胆たんしているのを気づかれないように、享は伏し目がちに頷いた。顔の表情はあまり変わらないのに、瞳ひとみが感情を示してよく動くと言われたことがあったからだ。


「今日のことは、口外しないということでよろしいですか？」


「そうですね。高城さんだって、まずいだろうし……」


「私はかまいませんよ」


　予想外の返事に、思わず顔を上げてしまう。だが今の享は、疑問以外をその瞳に浮うかべてはいなかった。


　はったりではなく本気らしいとはわかるが、雇こ用よう主ぬしの息むす子こに手を出しておいて、どうして平然としているかがわからない。気が咎とがめるような神経を持っていないのは見ればわかるが、高城という男は、仕事に対してはきっちりしているはずなのだ。


「私を雇やとっているのは旦だん那な様ではありませんので」


「え……？」


「契けい約やく相手は長谷部なんですよ。和希さんに問題が起きないように目を配りながら、長谷部の仕事をサポートするのが本業です。家のことを取り仕切っているのは、ついでですね」


「そうなんですか……？」


　だから態度がなおざりだったのかと、ようやく合が点てんがいった。とはいえ、雇用主である達郎に対しても遠えん慮りよがないのも確かなのだが。


「あの男は、和希さんのこと以外はどうでもいいという人間ですからね。旦那様と将吾さんは騒さわぐでしょうが、私は気にしませんし」


「……知られたくないのは僕だけってことですか」


「ええ」


　ベッドサイドから見下ろしてくるそのままの位置に彼はいるのだ。上から享を見て、「黙っていてやる」と言っているのだった。


　享は嘆たん息そくだけして、目を伏ふせた。それだけで答えとしては充じゆう分ぶんだろう。


「では、明日」


　一分の隙すきもない態度で、高城は享の視界から姿を消した。


　ぱたん、と小さな音を立ててドアが閉まったあと、享は溜ためていた息を吐はき出すように肩から力を抜いた。


　シャワーを浴びようとしてベッドから下りたとき、身体の汚よごれがすっかり拭われていることに気がついた。どうやら眠っている間に高城がやってくれたらしい。


　なるほど、アフターケアもしっかりしているわけか。


　怠い身体を再びベッドの上に投げ出し、享は自じ嘲ちようして口の端を歪ゆがめた。


　ひどく虚むなしかった。あれだけ快感に喘ぎ、身体は満たされているはずなのに、心は余計に飢うえてしまった気がする。


　好きなのだろうと、高城は言った。


　今となっては否定のしようもない。肌はだを合わせてしまってから気づくなんて、確かに自分は鈍にぶいらしい。


　わかっていたら、抱だかれたりなんかしなかったのに。


　あんな男、想おもうだけ虚しいのに。


（これっきりだ）


　たまたま二人で行動していて、たまたま富岡がつけてきて、だからこそ流れでこうなっただけのことだ。二度はない。


　そう言い聞かせながら、享はきつく目を閉じた。




５







　開かない窓からの景色は、どこか現実味の薄うすいものだった。


　景色だけじゃない。この部屋そのものにも強くそれを感じた。それは享のいる場所が、自然から完全に切り離はなされているせいかもしれない。


　七月のよく晴れた日の真昼。強化ガラスの向こうは溶とけるほど暑いだろうに、エアコンが効いた室内は暑さとは無む縁えんだ。ガラスに触ふれれば温かさも感じるが、汗をかくにはほど遠い。


　同じように涼すずしい部屋でも、笹本の家とは違ちがっていた。それは二階と三十八階という高さの違いが生み出しているのか、建物の造りのせいなのか、あるいは人が住んでいない秘密めいた場所だからなのか。


　地上に降りれば、少しは気持ちも落ち着くだろうか。


　すでにこの身体とシーツ以外に昨日の名残なごりはなく、ここを出ればもうなかったことになる。あるいはもう高城の中ではそうなっているのかもしれない。


　ぼんやりと考えごとをしていた享の耳に、突とつ然ぜんノックの音が聞こえてきた。


　もうそんな時間かと振ふり返ると、すでにドアは開いていて、高城がこちらを見ていた。どうやら享が気づかなかったので、声を掛けずにノックをしてみたらしい。


「どうかしましたか？」


「いえ……。それより、わざわざ迎むかえに来ていただいてすみません」


「とんでもない」


　素っ気ない会話は、以前とまったく変わりがない。意識しているのは享だけで、高城は少しも気にしていないように思える。


　そう考えていた矢先に、高城は近づいてきて享の顔を覗のぞき込んだ。


「顔色がよくありませんね。何も召めし上がらなかったようですし」


　言いながら大きな手が享の首から顎あごに掛けて触れてきた。思わず大きく震ふるえてしまったが、そこには昨日のような性的な意味はなく、熱を確かめているだけだとわかった。


　そう気がついて恥はずかしくなる。


　享はかぶりを振って、少し後ろに下がった。


　熱などはない。自分の身体のことは、わかっていた。


「眠ねむれなかったんですか？　それとも、身体がきつかったのかな。手加減はしたつもりなんですがね」


　その声が笑えみを含ふくんで聞こえたのは気のせいではないが、享は何も答えずに窓辺を離れ、寝しん室しつを出ていく。


「ああ、シーツを剝はがしてくださったんですか。いいんですよ、あとでハウスキーパーにさせますから。ところで何か召し上がりますか？」


「いえ」


「では帰りましょうか」


　高城はすでに必要のない電源は落としていたらしく、エアコンのスイッチを切るだけで用を済ませた。


　享は目を合わせないようにしながら駐ちゆう車しや場へ下り、昨日と同じ助手席に乗り込んだ。


「あのあと、富岡から連れん絡らくはありましたか？」


「着信履り歴れきはありましたけど、メッセージは何も」


「そうですか」


「高城さんが直接話したわけじゃないんですよね？」


「ええ。私はずっと部屋にいましたからね。住人を装よそおって、通報するぞと脅おどさせだけです。享さんも今度はその手を使えばいい。警察に相談するとでも言ってやれば引き下がりますよ」


　生返事をしながら、享は窓の外に目をやった。


　結局それ以降、家に着くまでこれといった会話はなかった。心の中を見み透すかされまいと意識するあまり、享はいつにも増して無口で、それは端はたから見たら不ふ機き嫌げんと思われるような頑かたくなさだったし、高城は高城で、そんな相手のご機嫌取りをするような男ではないからだ。


　幸いと言うべきなのか、出で迎むかえたのはメイドだけで、家の者たちは誰だれもいなかった。


「荷物、ありがとうございました」


「部屋まで運びますよ」


「いえ、自分で」


　高城からバッグを受け取り、そそくさと自室に戻もどると、自然と溜ため息いきがこぼれた。ほっとしたのかそうじゃないのか、自分のことなのに判断出来ない。


　昨日と同じ服を脱ぬぎ、ワードローブから出した服を身に着けた。襟えりの高いものを選んだ自分に苦く笑しようした。


　窓からは離れの一部が見えている。おそらく和希はあちらにいるのだろう。


　ノックの音に、享は身がまえて振り返った。ドアのところへ行き、緊きん張ちようしながら開けると、立っていたのはメイドだった。


「お食事をお持ちしました」


「え……ああ、ありがとう」


「失礼いたします」


　メイドが入ってきてミニテーブルにトレイを置くのを、享は黙だまって眺ながめていた。


　これは間違いなく高城の指示によるものだろう。


　再び一人になると、享は運ばれてきたスープとサンドイッチに仕方なく口をつけた。食欲はなかったが、食べないと申し訳ない気がするし、高城にもあとで何を言われるかわからない。この家にいる以上、彼は享の健康管理にも気を配ろうとするからだ。


「もう終わったことだ」


　そして、なかったことだ。


　言い聞かせるようにして呟つぶやいて、享は無理に食べ物を胃に入れていった。











　享にとって初めての、そう長くない夏の休みは、あっという間に終わりを迎えてしまった。


　どこかへ行ったわけでも何をしたわけでもなく、毎日ぼんやりと家の中や庭で過ごし、一度だけ和希に誘さそわれて離れで数時間を過ごしたくらいで、本当に何もしなかった。将吾などは呆あきれていたが、夏が苦手なのだと言ったら納なつ得とくしたのか、あまり多くを言ってこなくなった。


　夜の仕事へ行くことが多い将吾だが、ここ数日も例に漏もれず夕方から出かけて夜中に帰ってくるという生活を送っている。


　だがどうやらそれも昨日までだったらしい。


　庭の北側にある木の下でぼんやりと座っていた享は、視界の隅すみに人ひと影かげを捉とらえて、はっと息を呑のんだ。


　視線を向けた先に近づいてくる将吾を見つけ、自然と息が漏れる。


　目が合うと、すぐさま将吾は口を開いた。


「暑くねぇのかよ」


「別に」


　日は沈しずんだようだがまだ明るさは充じゆう分ぶんに残っていて、外気温はまだまだ高い。それでも木こ陰かげはアスファルトの上などと違って過ごしやすいものだった。


　将吾は鼻を鳴らして享の傍かたわらに立った。


「へぇ、結構涼しいじゃん」


「今日は湿しつ度どがそんなに高くないからな。ここは木も多いし」


「それはそうと、早いじゃん。仕事、暇ひまなのか？」


「出来ることがなくなったから早めに切り上げたんだ」


「ふーん」


　何をしに来たのか、将吾は戻る気配も見せずにそこに突つっ立っている。そういえば話をしたのは数日ぶりだなと思った。


　休みが明けて仕事が始まって、元の生活リズムを取り戻す前に週末がやってくる。明日の仕事が終われば、また二日間の休みがあるのだ。


　あれ以来、高城とは最低限の会話しか交かわしていない。二人だけになる機会さえなかったし、あったとしても享からは何も言わなかっただろう。


「……なぁ、聞いてんのか？　おーい、享くーん？　もしもーし？」


「え？」


　我に返って慌あわてて視線を向けると、将吾は呆れたように、そしてこれ見よがしに大きな溜め息をついた。


「え、じゃなくて。いや別に大したことじゃねぇんだけどさ、ただ休み明けの仕事はきついよな、って言っただけ」


「あ……ああ……」


　とりあえず頷うなずいてから、言葉の意味を咀そ嚼しやくして呑み込んだ。確かに今週の仕事は少しきつかった。身体からだと気持ちのリズムが休みの間に狂くるってしまったらしい。


　いや、あの日以来と言ったほうが正しいのかもしれない。


「お前さ……なんかあった？」


「何か、って……？」


　内心動どう揺ようしながらも、何食わぬ顔をすることに成功した。少なくとも今の表情や態度に不自然さはないはずだった。


　なのに将吾は大きな溜め息をついた。


「高城に何か言われたのか？」


「どうしてそこで高城さんが出てくるんだ……？」


「自覚ねぇのかよ。お前、こないだからやたらと高城のこと見てるぞ」


「え……」


「おいおい……ほんとにわかってなかったのかよ」


　目を瞠みはる享に、将吾はまたも嘆たん息そくしながら呟いた。その様子からすると噓うそを言ったわけではないようだ。


　どうやってごまかそうかと、享は頭の中で素す早ばやく考えを巡めぐらせる。何もない、では通らないのはわかっている。


「……高城さんに、嫌いやなところを見られたからかな」


「嫌なことって？」


「アパートに知り合いが来て、それでちょっと……」


　まったくの噓ではごまかせまい。だから享は事実の一部だけを口にすることにした。そして将吾という人間は、こういう言い方をすればしつこく追つい及きゆうしないのだ。けっして長くない付き合いの中でも確信出来ることだった。


　将吾はふーんと鼻を鳴らし、同じ木に凭もたれて座った。


「てっきり、あの野や郎ろうに何かされたんだと思ったぜ」


「くだらないな」


「まったく心配してやってんのに可愛かわいくねぇ」


「可愛くなくて結構」


　享は言い返しながら立ち上がり、そのまま家の中へと入っていく。何か言われるかと思ったのに将吾からの言葉はなく、いささか拍ひよう子し抜ぬけしながら自室に戻った。


　やはり何か気づいているのだろうか。いつもだったらあそこで引かず、さらに悪態をついてくるというのに。


（心配してるっていうのは、本当なんだろうな……）


　あそこで礼の一つでも言えればよかったのに、動揺を悟さとられたくないばかりに逃にげるようにして来てしまった。もう少しやりようがあったはずだろうと、今さらのように後こう悔かいした。


「確かに可愛くないか」


　愛あい想そがないとか、つまらないとか、今までもさんざん言われてきたし、その通りだと享も思っている。口数が少ないのは、柔やわらかい言い方というのが自分でもよくわからないからで、相手を不快にさせて場を悪くしないためにしゃべらなくなったことも何度かあった。だがそうなればなったで、今度はお高くとまっていると言われた。


　当然だろうと思った。口にも態度にも出していないことを相手に理解出来るはずもない。わかってくれないと世を拗すねるほどの身勝手さもなく、享は人と関かかわることを諦あきらめるほうを選んでしまったのだ。


　職場では我ながら上手うまくやっているほうだと思う。口数は相変わらず少ないままだが、相手の話をちゃんと聞いたり、表情を和やわらげたりするだけで、人間関係を悪くしないで済むことも知った。


　あるいはこの家で、和希や将吾と接していたことが、プラスに働いたのかもしれない。


　窓から見える離はなれの窓には、いつの間にか明かりがついていた。外はようやく暗くなってきて、さっきまで凭れていた木も、ここからはシルエットしか見えなかった。


　ノックの音がしたのは、時間通りのことだった。


　食事は部屋に運んでもらうように頼たのんでおいたのだ。


「あ……」


　ドアを開けた享は、ワゴンを押して入ってくるのがメイドでなかったことに目を瞠った。


　どうして高城なのだろう。手が足りなかったのだろうか。


　享はそう思いながら、彼がセッティングをするの緊きん張ちようしながら見ていた。


「どうぞ」


　高城は椅い子すを引いたまま、享が座るのを待っている。こんな真似まねをするのは初めてで、何か意図があるのではないかと身がまえてしまう。


　ワゴンから形を変えたテーブルに向かうと、高城は白いクロスの上に手を置いた。


　すっと手が引いていったあとには、キーとメモが残っていた。


　享は思わず高城を見上げる。


「マンションのスペアキーです。エントランスの暗証番号は、こちらに書いておきました」


「意味が……わかりません」


「それほど鈍にぶくはないはずでしょう」


　見つめ下ろしてくる瞳ひとみはいつも通りの冷ややかさなのに、すっと伸のびて唇くちびるに触ふれてくる指先はやけに優やさしげだった。


　あれは一度きりのことではなかったのか。高城はもう、忘れてしまったのではなかったのか。


　半ば茫ぼう然ぜんとしながら高城を見つめていると、ゆっくりと彼は身を屈かがめ、唇に掠かすめるようにキスをした。


　余よ韻いんも何もなく、高城はすぐに背筋を伸ばす。


「では明日、仕事帰りにいらしてください」


「勝手に決めないでください……！」


「黙だまっていて欲ほしいんでしょう？」


「な……」


「それとも、この部屋がよろしいですか？　私は一向にかまいませんよ。お返事は結構です。そのキーを使うか使わないかで判断しますから」


　言うだけ言って、高城は振ふり向きもせずに退室していった。


　享はしばらくドアを見つめ、身動き一つ出来ずにいた。何度も頭の中で高城の言葉を繰くり返してみても、意味は一つしか考えられない。


　要するに、脅おどされたのだ。いや、そんな大層なものではないのかもしれないし、従わなくても誰だれにも言わないんじゃないかとも思ったが、確信というほど強いものではない。いずれにしても、呼び出された理由は明白だ。


　気まぐれが続いているのか、それなりに気に入られたということか。


　享はキーを取り、手の中にぎゅっと握にぎりしめた。











　エントランスの前に立ち、教えられた番号を打ち込むと、ロックが外れたことを知らせる表示が出てきた。


　息を詰つめて中へ入り、エレベーターで地上を離れた。


　不法侵しん入にゆうをしているわけでもないのに、後ろめたい気分が拭ぬぐえない。これからすることを考えたら、当然なのかもしれないが。


　キーを差し込んで、ドアを開けた。中にはすでに明かりが灯ともっていて、高城が先に来ていることを教えてきた。


「いらっしゃると思っていましたよ」


　リビングで享を出で迎むかえた高城は、したり顔でそう言った。


「あんな言い方されたら、仕方ないじゃないですか」


「理由を差し上げたんですよ。ずいぶんとせつなそうな目で私のことをご覧になっていましたからね」


「いい加減なこと言わないでください」


「事実ですよ」


「……だから、高城さんは親切で僕を抱だいてくださるってわけですか」


　横を向いて吐はき捨てるように言うと、ふっと笑う気配がして高城が立ち上がった。近づいてきた彼は、享の腰こしに腕うでを回して身体からだを密着させるように引き寄せた。


「そう可愛らしく拗ねないでください」


「別に拗ねてなんかいませんし、可愛くもないです」


「そんなことはありませんよ」


　顎あごを掬すくい上げられて正面を向かされ、そのまま唇を塞ふさがれる。どうしてこの男はキスばかりが優しいのかと思ったら、笑いたくなった。普ふ段だんの言動は言わずもがなだし、セックスのときだって、素直に優しいと言っていいものかは迷うところだ。もちろん乱暴なことはしないし、享を傷つけることもしない。だが容よう赦しやというものもないのだ。


　高城は口こう腔こうを好きにしながら、享の身体を服の上からまさぐっていたが、やがて胸むな元もとに留とどまって集中的にそこを弄いじり始めた。


　キスは唇から耳へと場所を移し、濡ぬれた音を響ひびかせる。


　布越ごしにでもわかるように胸の突とつ起きを尖とがらせておいて、指先は痛みを感じる寸前の強さでそこを摘つまんだ。


　びくっ、と小さく身体が跳はねてしまった。


「私はそんなに親切ではありませんしね」


「っ……」


　淡たん々たんとした口調に反して、指先は執しつ拗ように同じところを愛あい撫ぶした。意識がそちらにばかり向かってしまい、高城の言葉に注意が向けられない。


「ボランティアでセックスするほど暇ひまではないですよ」


「だったら……」


「気に入ったから、で充じゆう分ぶんでしょう？　若くて綺き麗れいで、ある程度思い通りになるのに服従しない相手とは、そうそうお目にかかれるものじゃない」


　つまりはもの珍めずらしいということか。まぁそんなところだろうなと享は納なつ得とくした。別に驚おどろきも傷つきもしなかった。


　自分のことが好きなのだろうと揶や揄ゆしながら、相手を抱くことが出来る男だ。気に入った相手を弄もてあそぶくらいは平気でするだろう。


　好きだと認めてやったら、高城はどんな顔をするのか。少し考えてみて、無む駄だなことだと自じ嘲ちようした。


　そんな言葉一つでこの男が動かされるものか。聡さといのか自うぬ惚ぼれなのかは知らないが、自覚する前からこちらの気持ちを確信していたくらいなのだから。


「僕はあなたのオモチャですか」


「オモチャを喜ばせる趣しゆ味みはありませんよ」


　気持ちを返さない代わりに、快楽を与あたえてくれるというわけだ。あくまで対等な関係だとでも言いたいのだろうか。


　享は目を逸そらし、ゆっくりと息を吐き出した。


「もの好きですね」


「君ほどではないと思いますよ」


　笑えみを含ふくんだ言葉の意味が、よくわからなかった。


　享が高城の身体を軽く押し返すと、あっさり腕の拘こう束そくは解かれた。


「その前に、シャワー浴びてきます」


「どうぞ」


　向けた背中に高城の視線を意識しながら、享は脱だつ衣い所じよに入って大きく息を吐き出した。


　鏡を見ると、目元が少し赤らんでいた。どちらかというと色が白いほうだから、こういうのが目立って仕方ない。


　欲望がこの顔に浮うかんでいるのは確かだった。自分が高城に抱かれたがっていることも否定しようがない。


　ここを出たら、刹せつ那な的な行こう為いが待っている。


　一度寝ねてしまったら、二度も三度も同じなのかもしれない。そういう意味で、享はもう虚むなしい関係に踏ふみ込んでしまっているのだ。


　シャワーを浴びて、用意されたバスローブを身に着けてからリビングに戻もどると、入れ違ちがうようにして高城がバスルームに入っていった。


　テーブルには軽く摘める食べものが用意してあったが、享は冷蔵庫からミネラルウォーターを出してそれだけ口にした。


　今日は泊とまらず、帰ることにしよう。もちろん高城とは別々だ。あらかじめ、今日は職場の人と飲むと言っておいたので遅おそくなっても問題はない。厄やつ介かいな将吾は仕事だと言っていたし、明日の早朝から釣つりへ行く武志は、今日は早はや寝ねだろう。そして離はなれへと移った和希と達郎のことは気にしなくてもいい。


（出来すぎてる……）


　おそらく高城のことだから、家人の予定をすべて掌しよう握あくした上で、今日という日に誘さそってきたに違いない。


　こんなことを知ったら、武志はどう思うのだろうか。和希と達郎のことは認めているが、それは「仕方なく」受け入れたものらしい。達郎から和希を奪うばうのは、彼らにとっても、そして武志やササモトにとっても、よい結果にはならないことを知っているからだ。


　だから身体だけのこんな関係は、武志にとって不快なものでしかないはずだった。ようやく得た父親を失望させたくないし、されたくもない。


　何より将吾には、知られたくないと思った。


　どうせ高城が飽あきるまでの関係だ。


　享は夜景を映し出す窓にカーテンを引き、背後でバスルームのドアが開いた音を聞いた。




６







「おはよ、享さん」


　屈くつ託たくなく話し掛かけてくる和希の声に、享は自然と表情を和やわらげた。


　和希は週末の朝にしては元気で、まるで何時間も前から起きて活動していたような快活さだった。これはとても珍しいことだ。そもそも休日の朝と呼べる時間に動き回っていることが希け有うなことなのだ。


　それは達郎から、かなり激しく求められることが多いせいだ。その達郎も後ろから現れて、テーブルに着いた。


「出かけるの？」


「今日は買い物。それから映画見て、中ちゆう華か食べるんだ」


「デートだね」


「うん」


　へらっと和希の顔が笑み崩くずれ、自然と目を達郎に向ける。見つめ返す目の優やさしさは、他ほかの誰だれにも向けられることはないものだ。和希がその事実をちゃんと知っているのかどうかは疑わしい。よほど刷り込みが強きよう烈れつなのか、単に好意で目が曇くもっているのか、和希はとかく達郎のことをよく思いがちなのだ。


「享さんも出かけるの？」


「高校のときの友達に会うんだ。向こうで泊まってくる」


「最近よく出かけるよね。将吾さんも、引きこもりが直ったって言ってたよ」


「引きこもりか……」


　多分に揶揄を含んでいることは間違いない。確かに今までの享は、大学や仕事以外の外出は滅めつ多たになかったが、家から出ないというほどではなかったはずだ。


　問題は将吾が享の行動を気に掛けているということだった。意外に鋭するどい将吾だけに、直接何も言われないことで余計に懸け念ねんを抱いだいてしまう。


「将吾さんてさ、実は享さんのこと弟って認めてるよね。いいお兄ちゃんて感じする」


「そう……かな」


「うん。こないだ達郎さんとも話してたとこ。ね？」


　同意を求める和希に、達郎は軽く顎あごを引いてみせる。だがさほど興味がないらしいことは、その態度からわかった。


　達郎という男は、和希に関かかわることでもなければ、享や将吾が何をしようと関心を示さない。ましてこちらの感情などは知ったことではないのだろう。


「おはようございます」


　いきなり聞こえてきた声に、享は危あやうく顔を強こわばらせてしまう。すぐに取り繕つくろってはみたものの、達郎がこちらを見ていたことに気づいてとっさに目を逸らした。


　視線が何かを訴うつたえてきたわけではないし、何を言われたわけでもない。だが達郎は気づいているのではないかと思えて仕方なかった。


　高城はダイニングに入ってくると、和希に向かって一目で作りものとわかる笑みを向けた。


「休日の朝にしては珍めずらしく早起きじゃないですか」


「出かけるの知ってるだろ」


「普ふ段だんもそれくらい張り切って起きてくださるとありがたいんですがね」


「朝から嫌いや味み言うなっ」


　ムスッとした顔をしながらも、律りち儀ぎに相手をしているのが和希らしい。何かとからかわれるので高城には警けい戒かいしているようだが、そもそも無視出来ないあたりが面おも白しろがられる要因なのではないだろうか。


　今度、さりげなく忠告してみよう。そう思いながら、享は椅い子すから立ち上がった。


「あれ、もうごちそうさま？」


　まだ残っている皿を見た和希が、心配そうな顔をした。安心させるように笑いかけながら享は言った。


「のんびりしてたら間に合わなくなりそうだから」


「行ってらっしゃい」


「和希も楽しんでおいで」


「ありがと」


　和希はひらひらと手を振ふりながら、その隣となりで達郎は何も言わずに見送ってくれている。そして素知らぬ顔を決め込むとばかり思っていた高城は、いきなり予想外のことを言い出した。


「駅まで送って差し上げますよ」


「え、あ……いえ、結構です」


「時間がないんでしょう？　どうせ私もこれから出かけるところでしたからね、ついでです。遠えん慮りよなさらずに」


　空々しい、と思わずにはいられない。


　時間なんてたっぷりあることも、約束の相手が高校の友人ではないことも、高城はよく知っているのだから。


　それでも和希の手前、露ろ骨こつな態度は取りたくない。執しつ拗ように辞退するのも不自然かと、享は小さく嘆たん息そくした。


「……お願いします」


「では急ぎましょうか」


　和希たちの視線から逃のがれるようにダイニングルームを出ると、人目がないことを確かめて享は高城を睨にらみ据すえた。


「何考えてるんですか」


「外で落ち合うより、最初から一いつ緒しよに出たほうが面めん倒どうがないですからね。幸い、享さんが理由を作ってくれましたし」


　小声の会話は、たとえ誰かが聞き耳を立てていたとしても聞き取れないだろうほどだった。家人に知られたくないという享の意向を、高城はとりあえず酌くんでくれていた。


　これから夜までの時間を、またこの男と過ごすのだ。


　密会の機会は、それほどないだろうと思ったのに、高城は隙すきを見つけて何度も享を呼び出した。それは週末に限らず、平日の夜だったり休日の昼間だったりと、とにかくランダムだった。外で落ち合い、別々に帰宅する。それが自分たちの関係だ。


　だが完全に隠かくし通せている、という自信はなかった。


「長谷部さん、知ってるんですか？」


「さぁ……特に何も言ってきませんからね。気づいていたとしても、彼は気づかない振りをするでしょうし」


　確かめる気は毛頭ない。確証がないのならば、素知らぬ顔を決め込むのが得策だ。高城はそう言った。


　確かに和希は何も気づいていないようだし、達郎もしゃべったりはしないだろう。わざわざ自分から享の話を持ち出す男ではない。


　もう何度か乗った高城の車で笹本邸ていをあとにした。使用人の目を意識するように今日は後部シートに乗り込んだが、高城は何も言わなかった。


　いつものマンションへ向かうと思ったのに、車はまったく別の場所へと向かっているようだった。


「どこに行くんですか？」


「少し遠出をしようかと思いましてね」


「遠出？」


「このあたりはまだ暑いですから」


　具体的な場所を尋たずねなくても、口くち振ぶりからして涼すずしい場所へ行くつもりらしいとわかるし、あえて知る意味もないと思った。場所が違ちがったところで、どうせすることは一緒だ。


　やがて車は関かん越えつ道に入った。特に会話はなかったが珍しいことでもなく、享は見慣れない景色を黙だまって見つめていた。


　大たい抵ていの学生たちの夏休みは終わり、それでも連日暑い日が続いていたが、窓から見える景色には、確実に季節の移り変わりを感じた。日差しや、植物の様子が確実に違うのだ。


　途と中ちゆうのサービスエリアで一度休み、そのあと享は助手席に乗った。


　そうして車は昼過ぎに高速を降りた。


　道の両側の景色は、テニスコートとゴルフ場がほとんどを占しめている。実際に来たのは初めての場所だ。


「……窓、開けてみてもいいですか？」


「どうぞ」


　パワーウィンドウを少しだけ下げると、ひやりとした風が入り込んできた。さすがは避ひ暑しよ地ちだ。この時季だというのに寒いくらいに感じる。


　窓から出した手の先をすぐに引っ込め、元のようにウィンドウを上げた享に、隣の男はくすりと笑った。


「意外なことをするんですね」


「え……？」


「子供のようですよ。和希さんあたりなら、いかにもやりそうですけどね」


　返事のしようがなくて享は自分の手元を見つめた。だが揶や揄ゆされているという感じはしなかった。


　車はやがて大きな通りから、細い道に入っていく。舗ほ装そうはされているがセンターラインはなく、交通量は極きよく端たんに少ない。ぽつぽつと別べつ荘そうがあり、レストランやカフェもあるが、不思議なほどの静けさが漂ただよっていた。


　高城はさらに細い道に入っていくと、勾こう配ばいのきつい坂を上がって駐ちゆう車しやスペースに車を止めた。他ほかに止まっているのは二台だけだった。


　明らかに高城はここを目指して来たようだ。目立たない看板しか案内はなかったようだし、知らない者がたまたま立ち寄れるような場所ではない。


「行きましょうか」


「あ……はい」


　言われるまま外に出た途と端たん、享はぶるっと身み震ぶるいをした。都内はまだ三十度を超こえる日が続いているから、服装もそれにあわせている。秋へと移り変わろうとしている避暑地では寒くて当然だ。


「こちらをどうぞ」


　高城は後部シートのペーパーバッグからジャケットを取り出して、返事も聞かずにそれを享の肩かたに掛かけた。少し丈たけの長い、カジュアルなものだ。


「どうも……ありがとうございます」


　とっさに礼を言ってから、ふと疑問を抱いだいた。


　このジャケットは、高城が着るにはサイズが小さくはないだろうか。彼はすらりとしているが、肩かた幅はばがあってそれなりに厚みもあるから、享が着てちょうどいいこれではあわないだろう。それにプライスカードこそついていないが、ジャケットは新しいものだ。少なくとも着用感はまったくなかった。


「高城さん、この服は……？」


「よくお似合いですよ。ぜひ、そのままお持ちください。私には無理ですし、他に引取先もありませんし」


「あとでお返しします。いただく理由はありませんから」


「つれない方ですね」


　微かすかな笑えみは、苦く笑しようにとても近い気がした。


　ここは素す直なおに礼を言うべきだったのだろうか。だがもらう理由がないのは事実だ。身体からだの繫つながりだけで、自分たちの間には何もない。彼が笹本家に、あるいは武志に雇やとわれているならばまだしも、そうですらないのだ。


　思えば高城とは食事をしたこともなかった。会えばいつも肌はだを合わせるだけで、大した話もしない。食べるものを用意してくれているのだが、手をつけたこともなかった。


　階段を上がっていく高城の背中を見つめながら、享はあとをついていく。


　石いし畳だたみの駐車場から曲線を描えがいて伸のびる階段は二本あり、上でまた一つになっているようだ。登り切るとウッドデッキになっていて、奥にレストランらしいものがある。階段の中腹にも建物があったが、用よう途とはよくわからない。


　中に入ると客は一組だけいた。天てん井じようは高く、リビングのようなスペースの向こうにテーブルがある。


「いらっしゃいませ。お久しぶりですね」


「二年ぶりになりますかね。ところで、下は空いてませんよね？」


「申し訳ありません。生あい憎にくと予約が入っておりまして」


　愛あい想そよく迎むかえてくれた店のスタッフは、ロフトのようになっている高い席に通してくれた。常連なのか、単なる顔見知りなのか、とにかく互たがいに知っているらしいが、意外ではなかった。迷わずここに来た時点で、わかっていたことだ。


「よく来るんですか？」


「たまにね。私はもともと、このあたりの出身なものですから」


「……そうなんですか……」


　享はほうけた声しか出せなかった。高城が自分の話をするのが意外で、思わずじっと彼を見つめてしまう。


　オーダーを取りに来たスタッフのおかげで、それは長くはなかったが。


「こちらのコースでよろしいですか？」


　頷うなずくのを確かめてからオーダーを告げると、また二人きりになる。もう一組の客とは離はなれているので、小声での会話ならば互いに聞こえることはないし、そもそもあちらは話に夢中で周囲に気を配る余よ裕ゆうはなさそうだ。


「ご実家がこちらに？」


「実家……まぁ、私にとってはそうですね。妾しよう宅たくですが」


　さらりと告げられた言葉に享は大きく目を瞠みはった。


　だが高城には特別なことを言ったという様子はない。享の反応を窺うかがうようにこちらを見ているだけだ。


　問いかけたいことはいくつもあったが、何をどう尋ねたらいいのかはわからない。沈ちん黙もくを破ったのは高城だった。


「意外でしたか？」


「少し」


「もっとも父には会ったことがないんですよ。母が父と会うときは別の場所を使っていたようですから。ずっと父親は死んだと聞かされていたんです。戸こ籍せき上でもまったく関かかわりはないですし」


「あの、お母さんはどちらに？」


「亡なくなりました。もう十年も前のことです」


「……お父さんは？」


「生きているようですね。死んだという話は聞きませんから」


　高城の口振りは、事実を淡たん々たんと口にしているだけで、なんの感情も含ふくまれていないように思える。本当かどうかは、享にはわからなかった。


　彼は自分たちのことを――武志の隠かくし子として現れた享と将吾を、どんな思いで見ていたのだろうか。


「おそらく父は、私が父の名前を知っているとは思っていないはずです」


「それは、どういう……」


「母には偽ぎ名めいを告げていたんですよ。そこまで保身に走りたいなら、外で子供など作らなければいいと思うんですがね」


　オードブルが運ばれてきて、会話は中断した。


　保身に走ったり、家を持たせたり出来ることから考えて、高城の父親はそれなりの資産を持っている人物なのだろう。


「どうしてお父さんのことがわかったんですか？」


「十年前に長谷部が教えてくれました」


「長谷部さんが？」


「ええ、子供の頃ころからの知り合いなんですよ。彼の父親が、私の家の近くに別荘を持っていたものですからね。ああ、どうぞ召めし上がってください」


　生返事をしながら、享はフォークを手に取った。


　達郎の話ならば、和希から聞いて少しは知っている。達郎の父親は事業に失敗し、すべてを失ったという。そして身寄りを亡くした達郎は、父親の友人であった武志に引き取られ、後こう継けい者しやとなったのだ。高城と知り合ったのは、まだ達郎が家族と暮らしていた頃なのだろう。だがそれがどう現在に繫がっているのかまではわからないし、あえて尋たずねるつもりもなかった。


　バラの花のように形作られたスモークサーモンを口に運ぶ。味を意識出来なかったのは、頭の中が今の話で占しめられてしまっているからだ。


「享さん？」


「あっ、はい？」


「心ここにあらず、ですね。余計な話をしてしまったかな」


「いいえ……」


　否定は享の本心だった。単なる気まぐれにしても、意味などなくても、話してくれたことは嬉うれしかった。


　もっと高城のことが知りたい。知ったら、今よりもこの距きよ離りは近くなるかもしれない。


　願ってしまうのは当然のことだろう。


「そういえば、享さんと食事をするのは初めてですね」


「ええ」


「いつも召し上がってくれませんからね」


「……どうして今日はここに来たんですか？」


　話を逸そらすようにして享は尋ねた。知りたいことではあったが、要は食事の話を延々としたくなかったせいだった。


　朝から出かけるように指示したり、あらかじめジャケットを用意したり、最初からここまで来ることを計画していたに違ちがいないのだ。


　少し沈黙を落としてから、高城は言った。


「たまには外をぶらつくのも悪くないでしょう？　都内よりは、知り合いに会う確率も少ないでしょうし」


「だから、どうして外に出ようなんて……」


「部屋に籠こもってセックスだけしていたほうがよかったですか？　それは申し訳なかったですね。今度から、そうしましょう」


　さすがに声を潜ひそめて高城は言った。だが口くち振ぶりとは裏腹に、そこに揶や揄ゆの色合いは感じられなかった。


　享は返事のしようもなく、サーモンとクリームチーズを口に運んだ。


「階段の途と中ちゆうに建物があったでしょう」


「え、あ……はい。あれはなんですか？」


「コテージです。以前、何度か泊とまったことがありましてね。実はこちらのレストランで食事をするのは初めてなんですよ。今日はすべて埋うまっているようですが、今度予約を入れて来ましょうか。なかなか快適ですよ」


「はぁ……」


　本当に今日は予想外のことばかりだ。高城がこんなふうに、普ふ通つうに誘さそいかけてくることは初めてだった。


　いつもとは違い、まるで親しい相手と約束をするみたいだ。秘密めいた響ひびきも、後ろめたい雰ふん囲い気きもまったくない。


　あるいはそう感じていたのは享だけだったのだろうか。


　ちらりと高城を盗ぬすみ見て、享は小さく嘆たん息そくをもらした。











「せっかく来たんですから」


　高城はそう言って、享をつれて歩いた。


　観光名所はそれほどないようだが、それでも古い建物を見たり滝たきを見たりしたあと、アウトレットのショッピングモールを覗のぞいた。大きな駐ちゆう車しや場には驚おどろくほど多く車が止まっていて、人も多かった。どこからこれだけの人が集まるのかと、不思議に思うほどだった。


　いくつか店を見て、享は結局靴くつを一足買った。


　それから町営のパーキングに車を止めて、一番のにぎわいを見せる通りを何するでもなく歩いた。


　飲食店やブティック、地元の名産品を売る店がずらりと並ぶ一方で、いかにも地元客向けの個人商店があったりもする。


　享はジャムを売る店の前で足を止め、和希に買って帰ろうかと足を向けかけた。いつも和希がトーストに蜂はち蜜みつだのジャムだのを塗ぬりたくっていることを思い出したのだ。


「あ……でも、買って帰るわけにはいかないか……」


「お忍しのびですからね。私がここへ来ることは言ってあるんですが、今まで買ったこともないですから不自然でしょうし」


「よく来るんですか？」


「このあたりには滅めつ多たに来ませんよ。一人で来るようなところじゃないでしょう？」


　なるほど周囲を見回しても、見かけるのはカップルや女性同士、それと少しの家族連ればかりだ。男の二人連れはいなかったが、それはここに限ったことではないだろう。


　周囲が自分たちをどう見ているのか気にはなったが、人目に晒さらされたくないというわけではなかった。不思議とそういう気持ちが起こらなかったのは、ここがまったく知らない土地だからかもしれない。


　だが高城にとっては違うはずだった。


「知り合いに会わなくてもいいんですか？」


「そういう相手はいませんよ。だから来ているんです。幸い私は表おもて舞ぶ台たいに立たない人間ですから、このあたりに別べつ荘そうを持っている名士の方々と顔を合わせたところで、先方は気づきませんしね」


「子供の頃の、知り合いは？」


「もう付き合いはありませんから。私は中学から親元を離はなれていましたし、母も極きよく端たんに人付き合いの悪い人でしたので」


「そうなんですか……」


「もう少し駅に近いほうに家があったんですが、きっと当時の知り合いが私に会っても、わからないんじゃないですか。大人になってから顔を出すようになった店の人間はともかくね」


　まったくこだわりというものを感じさせず、高城はゆっくりと歩いていく。


　こんな場所では、足早に歩いていくことがひどく無ぶ粋すいなことに思えた。


　郷きよう愁しゆうに駆かられてここを訪おとずれているわけではないのだろうか。それとも人に対する思いはなくとも、場所にはあるということなのだろうか。


　一人で何度もやって来るくらいには――。


　ふいに確かめたくなって享は尋ねた。


「あの、そういえば……来るときってお一人なんですか？」


「そうですよ」


「もしかして一人であのコテージに？」


「いけませんか？」


「いや、そういうわけじゃ……」


　ひどく意外なようでいて、当然のようにも思える話だった。一人で避ひ暑しよ地ちに来るというのも変わっていると思うが、高城が誰だれかと休きゆう暇かを過ごすことも想像がつかないのだ。


　今まで一人で訪れていたのに、どうして今日は享を連れてきたのだろう。そこに意味はあるのか、ないのか。


　口を開こうとした享より先に、高城は道の両りよう脇わきに並ぶ店を眺ながめながら言った。


「ずいぶんと変わりましたよ。私が子供の頃ころは、こんなに店はなかったですしね。まぁ一時はタレントショップが立ち並んでいましたから、その当時に比べたらマシかもしれませんがね」


　観光地はどこも一いつ緒しよらしいと、享はほうけた返事をした。


「充じゆう分ぶんにぎやかだと思いますけど」


「夏の盛りは、もっと人が多いんですよ。車を止めるのも大変ですし、さっき通ってきた道も渋じゆう滞たいします。もう少し経たつと、噓うそのように人はいなくなりますがね」


「それはそれで、いいですよね」


「いずれお見せしますよ」


　またそんなことを言う高城を、享は不思議そうに見つめた。


　さらりと口にする約束は、果たしてどの程度の実現性があるのだろうか。


　こんなふうに一緒に歩いて、買い物をして食事をする。和希たちが当然のようにしているだろうことは、享たちにとっては不自然なことだ。


　何故なぜならば自分たちは恋こい人びと同士なんかではない。もちろん友人でもない。極きわめて拘こう束そく力の弱い理由で、身体からだを重ね続けているにすぎないのだ。


　会話が途と切ぎれたのをいいことに、享は自分の考えの中にどっぷりと浸つかってしまった。だから外に意識を向けていられなかったのだ。


「享さん」


　いきなり腕うでを摑つかまれて、引き寄せられ、享ははっと息を呑のむ。目の前には軽トラックがいて、ほとんど止まりそうなスピードで動いていた。歩行者専用になっているのかと思っていたがそうではないらしい。


「危ないですよ」


　高城の声が、頭の上から振ふってくるように感じた。


「あ……すみません……」


　摑まれた腕が熱くて、その熱が頭のほうにまで上がってきてしまいそうだった。早く離れたほうがいいと思うが、まさか振り払はらうわけにもいかなくて、享は高城が手を放してくれるのをじっと待っていた。


「少し休みましょうか」


　そう言うと同時に手を放し、高城は賑にぎやかな通りから離れて、静かな場所にひっそりとあるカフェに享を誘った。オープンカフェと言おうか、店の前庭にいくつも席があり、半分ほどが埋うまっていた。


「意外と享さんは、ぼんやりなさいますよね」


　オーダーを済ませると、高城はかすかに笑いながら言った。


「そんなこと言われたのは初めてですけど」


「でも、実際にそうでしょう」


　指し摘てきされて初めて考え、確かに最近は多いかもしれないと気がついた。もの思いに耽ふける理由ならば今までもあったはずだが、常に享は気を張っていて、少なくとも人前でぼんやりするようなことはなかった。


「危なっかしくて目が離せませんね。私のいないときは、隙すきを見せないでくださいよ。甘いことを言って近づいてくる男には、特に注意していただかないと」


「は……？」


　まじまじと見つめる享に、高城は眼め鏡がねの奥の目を細めた。


「優やさしくしてくれる男に弱そうですからね」


「な……」


「違ちがうんですか？」


「勝手に決めつけないでください。秀一さんのことを言っているのかもしれませんけど、あのときはあのときですから」


「なるほど、懲こりましたか。それで、私のような男に引っかかったわけですかね」


「そんなんじゃありません」


「それは、何に対する否定なんですか？」


　高城は薄うすく笑えみを浮うかべながら、じっと享の目を見つめる。


　ゆったりと椅い子すに掛かけ、長い足を組む様に、言いようのない威い圧あつ感かんを覚えて、思わず目を逸そらした。


　何もかも見み透すかされていると感じるのはこんなときだ。


　享は息さえ詰つめて、さらさらと風に鳴る木の葉の音を聞いていた。




７







　遠くから名前を呼ばれ、享の意識は急速に浮ふ上じようしてきた。


　徐じよ々じよに声が大きく近くなってきて、自分の名前以外に掛けられた言葉の意味も理解出来るようになる。


　そして声が誰のものなのかも。


「着きましたよ」


　高城の声が、心ここ地ちよく享の内部にまで染しみてきて、このまま眠ねむってしまいたいという強い欲求に駆られた。


　シートベルトが外される音と共に、身体に掛かっていた圧あつ迫ぱく感かんが消える。


　軽く肩かたを揺ゆすられた。


「いくらなんでも無防備すぎますよ」


　呆あきれたような口調には、仕方なさそうな笑みも含ふくまれていた。


　目を開けようとした矢先に口を塞ふさがれて、思わず大きく目を瞠みはる。遠くでタイヤが軋きしむ音がしていた。


　うっすらと微ほほ笑えんで、高城は何ごともなかったように離れていったが、視線はどこか面おも白しろそうに享を見つめたままだった。


「やはりお姫ひめ様さまはキスでお目覚めになるようですね」


　すぐに起きなかったことへの皮肉なのか、容姿に対する揶や揄ゆなのか、いずれにしても享はむっつりと黙だまり込むしかなかった。


　促うながされるまま車を降りると、ボンネットには享の荷物が置いてあった。泊とまりがけということで家から持ってきたものだ。朝以来、持つ必要もなく、今の今まで忘れていた。


　朝からずっと、享は財布を開いてもいない。レストランでもカフェでも、当然のように高城が支し払はらったのだ。もう社会人なのだし、そもそも払ってもらう理由はないと言ったのだが、よくわからない理由で受け取ってもらえなかった。


　曰いわく、割わり勘かんは嫌きらいだそうだ。


　自分のバッグを持って高城のあとに続いて歩いていると、ふと視界に防犯カメラが飛び込んできた。


「あ、あの……っ、ここカメラが……」


「ええ、何カ所もありますよ。死角がないようにね」


「死角がないって……」


　享は顔色をなくして高城を見つめた。今こうして見つめ合っていることも、もちろん先ほどのキスも、すべて記録されているということだ。


「何もなければ、わざわざ映像をチェックしたりはしませんよ。見られたところで、住人のプライバシーには見て見ぬ振りです」


　平然と答える高城とは、きっと精神の構造そのものが違うのだろうと享は思った。


　高層階の部屋へ向かうエレベーターの中で、こうして一いつ緒しよに部屋へ行くのは二度目だなと考えた。いつもは別々に部屋に入り、別々に出て行っている。


　思えばこんなにずっと一緒にいたのは初めてだ。今日ほどたくさん話をしたのも、高城の過去に触ふれたような気持ちになったことも。


　カフェで少し気まずい雰ふん囲い気きになったのはつかの間だった。気まずいと思ったのは享だけで、高城にはなんでもないことだったのだ。だからすぐに話題はまったく別の方向へと流れ、戸と惑まどいながらも享はそれに従った。


　日が暮れるまであの街にいて、夕食はサービスエリアのレストランで軽く摂とった。


　感情さえ伴ともなっていたならば、今日の行動は立派なデートだ。あるいは自分たちを見た人間のうちの何人かは、そう思ったかもしれない。


　高城が開けてくれた玄げん関かんドアをくぐると、享は着たままになっていたジャケットを脱ぬいだ。時計を見ると、十時近くになっていた。


「なかなかいいところだったでしょう」


「ええ」


「休みが取れたら、二泊はくくらいでまた行きましょうか。人のいない、寂さびしいあの通りを見にね」


「そうですね」


　曖あい昧まいに頷うなずきながら、曖昧な返事をする。果たしてこれが約束なのか、ただの会話なのかは、よくわからなかった。


「今日は早めにシャワーを浴びて寝ねるといいですよ」


「え……？」


　廊ろう下かから振ふり返った享は、高城が靴くつを脱ごうともしないことに気がついて眉まゆ根ねを寄せた。彼はこのまま帰るつもりなのだ。


「何してるんですか？」


「今日は帰りますよ」


「急用ですか？」


「そういうわけではないんですが、享さんもお疲つかれでしょうからね」


「だから別に疲れてません」


　強い口調で返しながら、どうして自分はこんなにムキになっているのかと不思議に思った。これではまるで、高城に抱だかれたがっているようではないか。


　おそらく実際にそうなのだろう。肉親に知られたくないというのは言い訳にすぎず、本当はこのときを待っていたのかもしれない。好きな男から丁てい寧ねいに扱あつかわれ、快楽を与あたえられて、せつないほどの熱に浮かされるひとときを知ってしまったから、飢うえたようにまたあれが欲ほしいと身体からだが切望している。


　高城にとっては都合のいい玩具おもちやでしかなくても、本能が理性の下で騒さわぐのを止められはしなかった。


　沈ちん黙もくに耐たえかねて、享は視線を高城から外した。


「君は誘さそい方までぎごちないんですね」


　苦く笑しようまじりの口調でそう言って、高城は部屋に上がってくる。近づいてくる姿を目の端はしで捉とらえながら、もしかしたら、これは引き返すチャンスだったのかもしれないと、今さらのように気がついた。


　あのまま何も言わずに高城を送り出していたならば、自分たちの関係も多少は変わったのかもしれない。


　高城が意図してそうしたのか否いなかは、確かめる気もなかった。


「わかってますか？　今日は、時間がたっぷりあるんですよ」


　耳元で囁ささやく声に、ぞくりと背中が震ふるえた。


　そう、朝まで時間がある。享が外がい泊はくしたのは最初の夜だけだし、それだって高城は帰ってしまったのだ。


　頭の中では、常にこの関係を終わりにしろと訴うつたえている部分があるのに、今は片かた隅すみに追いやられ、届く声も限りなく小さい。


　頰ほおに触れてくる手を感じながら、享は感情を隠かくすようにして目を閉じた。











　寝しん室しつの窓からは、今日は何も見えない。


　ずっと閉じていた目を開け、一いつ瞬しゆんだけ外を見た享は、そう思ってすぐにまた目を閉じた。


　雨が降り出したのはベッドに入ってずいぶんと経たってからで、一時は叩たたきつけるように降っていたものだったが、今ではガラスについた水すい滴てきすらも乾かわいてしまっている。


　もう長い時間、狂くるおしい熱が享の身体を支配していた。


「は……ぁっ、あ……んん……」


　喘あえぐばかりの唇くちびるは、相変わらず甘い声がまじった息を吐はき続け、静まりかえった室内の音の一つになっている。


　享を穿うがち、翻ほん弄ろうしている男の息づかいは、かすかに聞こえる程度だ。行こう為いそのものが噓うそみたいに、高城という男は自らを乱すということがない。こんなに執しつ拗ように求めてくるのに、それはいつも変わらなかった。


　何度も享を抱き、淫いん蕩とうな空気を共に作り出しているとは思えないほどだ。あるいは執拗に求められているというのは享の思い違ちがいで、高城はただ享の中の欲望を敏びん感かんに察して、満足させようとしているだけなのかもしれない。


「ぁあっ……！」


　深く抉えぐられて、享は悲鳴じみた声を上げた。


　身体はとっくに溶とけてしまっている。本能に支配され、ただ揺ゆさぶられるままに腰こしを振るばかりだ。どこもかしこも過か敏びんになり、たとえば肌はだに髪かみの先が触れただけでも、びくっと震えてしまうほどだった。


　奥まで挿そう入にゆうされたまま中をかき回され、どうにかなってしまいそうになる。


　ふいに高城の指先が目元に触れ、拭ぬぐうように動いたとき、享は初めて自分が泣いていたことを知った。


　感情が流しているわけではない。快感が流させる涙なみだもあるのだ。


「や……ぁ、あ……ん……」


「泣くほど、いいですか？」


　弱々しくかぶりを振ることに意味はなかった。とっさにそうしてしまったが、高城にはわかっているだろう。


　中をぐちゃぐちゃに乱されながら、指先で尖とがった胸の粒つぶを強く摘つままれ、享は仰のけ反ぞってまたかぶりを振った。


「あ、い……いや……っ」


「もう少し、素す直なおになったほうがいい」


　耳の中に直接吹ふき込まれるような声が、享の官能を新たに刺し激げきする。今の享には、高城のどんな行動すらも愛あい撫ぶになってしまう。


　この身体を溶かすばかりの甘いものではなく、切りつける刃やいばのようなきつい快感もある。それを高城は教えているのだ。


　緩ゆるやかに腰を押しつけながら、ぞろりとした舌先で耳を愛撫し、指先で胸を弄いじる。


　いくつもの刺激を同時に与えられ、享は泣きながら高城にしがみついた。


「ほら……気持ちいいでしょう？」


「う……ぁっ……」


　耳元で響ひびく言葉が誘ゆう導どうだとわかっていても、逆らうことが出来ない。考える力はいくらか残っていても、抗あらがう気力はもう薄うすれている。


　指の腹で尖った粒をこりこりと擦こすられ、後ろは軽く突つき上げられて、享は敢あえなく落ちてしまった。


「んっ……あ、い……いっ……」


　一度口をついて出ると、あとはもう際限がなかった。享は感じるままに「いい」と繰くり返し、高城に縋すがった。


　まるでそれ以外の言葉を忘れたみたいに。


　一番言いたい言葉はガラスケースの中にしまい込まれたままだ。自分からも高城からも見えているのに、相手に渡わたされることはない。


　こうして抱かれれば抱かれるだけ、高城のことを好きになっていく。ガラスの中で想おもいが育っていくのも、高城には見えているに違いなかった。


「そう……それでいい……」


　背中を抱かれ、そのままぐっと上体を引き起こされた。


　息を詰つめたのもつかの間、今度は高城が後ろに身体を倒たおして背をクッションに預ける形になり、享は彼の身体を跨またぐことになった。


　自ら動かなくては快楽は得られない。普ふ通つうだったら主導権を握にぎれる体位なのかもしれないが、自分たちの間ではそうじゃなかった。


　視線に命じられるように、享はゆっくりと腰を浮うかせ、そして落としていく。自分でリズムを作ってしまうと、あとはもう身体が勝手に動いた。


「ぁあ……う、んっ……あん……！」


「上手ですよ」


　優やさしげな声を出す男が、言いながらどんな顔をしているのか、目を閉じている享には知りようもない。確かめるのは怖こわかった。冷ややかに、観察する目をしていたらと思うと、とても目は開けられなかった。


　すすり泣くような声は、まるで自分のものではないみたいだ。だがそれを恥はじ入る余よ裕ゆうなど今はない。


　腰に高城の手が掛かかり、引き寄せるように下へ力を加えられる。


「ああぁっ……」


　奥深くまで高城に楔くさびを打ち込まれ、享は弓なりに背中を反らせた。全身を駆かけ抜ぬけていく鋭するどくも甘い痺しびれが、享の中を白く塗ぬりつぶしていた。


　もう何度達したのか覚えてもいなかった。わかっているのは、高城よりも享のほうが、ずっと多く絶頂を迎むかえているということだ。


　薄くなった意識の中で、享は自分がそっとベッドに横たえられているのを感じた。


　高城が離はなれていき、無意識にほうっと息が漏もれる。宥なだめるようにキスがまぶたやこめかみに降るのはいつものことで、とりたてて大きな意味などあるはずもなかった。


　キスされたまぶたは重くて持ち上がらず、もちろん指先も唇も、動かすのがおっくうだった。


「享さん？」


　労いたわりを多く含ふくんだ声音にも、返事はしなかった。いや、出来なかったと言ったほうがいい。享は夢と現実の狭はざ間まにいて、外からのあらゆる刺激もどこか実感を伴ともなわないのだ。


　汗あせが引き始めたら、きっと寒くなるだろう。エアコンはドライになっているが、肌から熱を奪うばうには充じゆう分ぶんだ。わかっていても、今はこのまま眠ねむってしまいたかった。


　素す肌はだに感じていた高城の気配が遠ざかり、代わりにシーツが首まで掛けられた。


　それを寂さびしいと思うなんて、どうかしている。もともとこの男がくれるぬくもりなんて、まがいものでしかないのに、何を勘かん違ちがいしていたのだろう。


「起きられますか？　このままでは風か邪ぜをひきますよ」


　どのくらい経ったのか、髪に触ふれられる感かん触しよくと同時に声を掛けられた。いつの間にか享はシーツに潜もぐり込んでいて、頭しか出ていない状態だった。自分で思っていたよりも、ずっと寒かったらしい。


「享さん」


　わかっている。だが動きたくないのだから仕方ないではないか。


　口に出すことなく思い、享は小さくかぶりを振ふった。相変わらず意識は半分、眠りに捕つかまったままだった。


　小さく嘆たん息そくが聞こえ、享の身体からだからシーツが剝はぎ取られた。


　身を縮めようとするのを許さず、高城は享を抱だき起こした。そうまでされたら、さすがに目を開けないわけにいかなくなる。


「まったく子供みたいな人ですね」


　見つめ上げた先では、仕方なさそうに笑う高城の顔があった。その予想外の表情に、享は口にするはずの言葉を奪われる。


　戸と惑まどっているうちに高城は享の背中と膝ひざ裏うらを腕うでに掬すくい上げた。


「なっ……」


　高城が身に着けたバスローブ越ごしにも、彼の体温が伝わってくる。冷たいと思っていたのに、今はひどく温かく感じた。


「先ほどお姫ひめ様さまだと言ったのは私ですからね。こう扱あつかうのが妥だ当とうかと思いまして」


「下ろしてください……！」


　叫さけんだつもりだったのに、声は無様に掠かすれてしまっていた。ざらりとした喉のどの感触に、享は顔をしかめた。


「一応、摑つかまっていてください」


「高城さんっ……」


「はいはい、着いたら下ろしますよ」


　高城は重そうな様子も窺うかがわせず、しっかりとした足取りで享をバスルームまで運んでいく。享はそう長身というわけではないし、細身の身体つきをしてはいるが、女性のように軽いはずもないのに。


　あらかじめ途と中ちゆうのドアはすべて開けてあったことから察するに、高城は最初からこうするつもりだったのだろう。


　結局、下ろされたのはバスタブの中だった。すでに湯が半分くらい溜たまっていた。


「お手伝いすることは？」


「ありません」


「何かありましたら、遠えん慮りよなさらずにどうぞ」


　そう言い置いて高城はバスルームを出ていく。磨すりガラス越しのシルエットは、すぐに見えなくなった。


　ふっと息をつき、壁かべに埋うめられた液えき晶しようパネルを見たら、もうとっくに一時を回っていた。そんなに経たっていたのかと思うと同時に、真反対のことも思った。永遠にも感じるほど快楽の中にいたと思ったのに、たったそれだけのことだったのかと。


　やがて自動的に湯は止まり、享はバスタブの縁ふちに頭を預けてゆっくりと息を吐はき出した。


　冷えた肌はだから、じわじわと温かさが染しみこんできて、それと入れ替かわるように、疲ひ労ろう感かんが湯の中に流れ出していく。


（和希の気持ちが少しわかったな……）


　ときどき和希が逃にげ腰ごしだったのは、つまりこういうことなのだろう。抱かれるのは嫌いやじゃないはずだが、達郎はかなり激しいらしいから、同時につらくもあるわけだ。


　ただし理解出来たのは、その部分だけだ。想い合う相手に抱かれる気持ちなど、享にわかるはずもない。


　自分を愛してくれる人に抱かれたら、何かが違うのだろうか。


　愚おろかな考えだと、自じ嘲ちようが漏れた。


「同じだろ……」


　今だってどうしていいかわからないほど感じているのに、これ以上の快感があるなんて思えない。だったら気持ちがあろうとなかろうと、肉体の喜びに差はないのではないか。


　あんなふうに我を忘れたことなど、今までなかった気がする。高城には何度も抱かれてきたけれど、頭の中には常に冷めた部分が残っていて、快感に溺おぼれる自分を突つき放したように見ていた。なのにさっきは、そんな冷静さなど欠片かけらも残っていなかった。


　痴ち態たいを晒さらしてしまった。そもそも今日は享から、ねだったようなものだったのだ。


　高城がどう思っているのか気になって仕方ないが、確かめる勇気もない。


　何度目かの溜ため息いきをつこうとしたとき、磨りガラスの向こうでドアが開く音がして、高城のシルエットが映った。


　掛ける声もノックもなく、いきなりドアが開いた。


「ああ……ちゃんと起きていらしたんですね。失礼。また眠ってしまわれたのかと」


「起きてます」


「まったく水音がしなかったものですから。どうしたんです？　動けないなら、私がお連れしましょうか」


「結構です」


　いいと言っているのに高城は入ってきて、享に向かって手を差し出してきた。


「こんなところで転ばれては大変ですからね。おそらくご自分で思っているより、上手うまく立てないと思いますよ」


「い、いいです……！」


「今さらでしょう。何を恥じらうことがあるんです？　あれだけ私の前で乱れて、何もかも見せてくれたくせに」


「あ、あれは……」


「喜んでくださって嬉うれしいですよ。人形を抱いても虚むなしいですからね。ま、人形は腰こしを抜かしませんけど」


　高城にとって享をやり込めるくらいは容易なことで、その気になれば、この感情すらもコントロール出来るんじゃないかと思える。


　そして彼は大たい概がいにおいて悠ゆう長ちようだが、ときおり驚おどろくほど気が短い。


　今は後者だった。


「くずくずしない」


　いきなり腕を摑み、抱きかかえるようにして享をバスタブから引っ張り上げた。もちろん享自身も不安定さを補うように自分の足で立ちはしたが、強ごう引いんに外へ出されてしまったことに変わりはなかった。


　バスローブが濡ぬれたことなど気にもしないで、高城は享の腰を抱き寄せる。


　支えられながら歩き出そうとして、足に力が入らないことに愕がく然ぜんとした。まるで自分の身体ではないみたいだった。


　高城は口では何も言わなかったが、ちらりと見た横顔が薄うすく笑えみを浮うかべていた。それみたことかと言わんばかりに。


　身体を拭ふくのまで手伝ってもらってから、半ば抱きかかえるようにして戻もどされたベッドには、新しいシーツが掛かかっていた。


　あまりベッドメイクは上手くないなと思った。彼の仕事ではないので当然だが、彼は何もかもを完かん璧ぺきにこなすイメージがあったから、少しだけ安心してしまった。


　清潔で乾かわいたシーツの冷たい感触が心ここ地ちよくて、享は目を閉じる。


「無理をさせてしまいましたね」


　夏用の羽毛布ぶ団とんは軽やかに享の身体を覆おおい、大きな手のひらはまぶたを閉じさせるようにして目の上を覆った。


　視界を覆ってしまうと、すうっと吸い込まれるように意識が薄れていく。


「私は歯止めが利きかないと、こうなるんですよ」


　生なま乾がわきの髪かみを撫なでる手が気持ちよくて、享はひどく甘ったるい気分になる。こんなことをされたのは、小さな子供の頃ころ以来だが、母親のそれと高城のそれが、同じ意味あいであるはずもない。


　音も感かん触しよくも何もかもが遠かった。


「水を飲みますか？」


　言われてようやく喉が渇かわいていたことに気がついたが、今は眠ねむ気けのほうが強くて、わずかな反応しか出来ない。


　それでも高城は自らの口で、享に水を運んでくれた。


　ほっと息をつくと、再び水を与あたえられる。それは少しずつだったが、享の渇きを癒いやすには充じゆう分ぶんだった。


　少なくとも、喉の渇きは――。


　何度目かに触ふれてきたとき、高城は水を飲ませ終わったあとも離はなれてはいかず、角度を変えるように幾いく度ども唇くちびるを重ね合わせて、長い間キスをしてきた。


　いつ離れていったのか、享はまったく覚えていない。おそらく途中で意識がなくなってしまったのだろう。


　深い眠ねむりについて、次に目を覚ましたとき、享は自分が高城の腕の中にいることを知った。


　カーテンの隙すき間まからは、白くなった空が見えている。


　ベッドは一つしかないのだから、高城がここで眠るのは当然だ。だが充分な広さがあるのだから、わざわざこんな眠りにくいことをする必要はないはずだ。


　これもまた、高城のルールなのだろうか。抱だいた相手と朝を迎むかえるときは、誰だれでもこうして腕うでに抱いて眠るのだろうか。


　享だから、と考えるのは、期待しすぎだろうか。


　心臓の鼓こ動どうが速くて、高城にまで聞こえてしまうのではないかと不安になる。


　疲つかれているはずなのに眠ることは出来ず、ただ高城を起こすまいと、享は息を詰つめて腕の中でじっとしていた。




８







　目を覚ましたとき、ベッドに高城の姿はなかった。


　すっかりシーツは冷えていて、ずいぶん前に彼が出ていったことがわかって、がっかりしている自分がいた。


　そのあとで現れた高城の態度には、特に変わったところもなく、昨晩のことは夢だったのではないかと思えるほどだった。


　だからといって、昨晩自分を抱いて眠っていたかなんて、尋たずねられるはずもない。


　何をするでもなく過ごした日曜日は、享にとってさほど長いものではなかった。何しろ目を覚ましたのが昼前だったのだ。とっくに起きて活動していた高城がブランチを出してくれて、他た愛わいもない会話を交かわしながら食べたあとは、それぞれ寝しん室しつとリビングで過ごしていた。享は全身を包むような怠だるさに負けて、ずっとベッドにいた。


　高城の車に乗り込み、適当な駅まで送ってもらうことになったのは、日が暮れて暗くなってからだった。


「なんですか？」


　盗ぬすみ見も何度目かになれば、相手に気づかれてしまっても仕方ないだろう。まして相手は高城なのだ。


「いえ」


「おっしゃりたいことがあれば、どうぞ」


「なんでもないです」


「では私から。金曜はいかがです？」


「……はい」


　いつものように、次の約束が交わされる。いや、これは約束などではなく、高城からの命令だったはずだが、最初の頃の意味合いはもう薄くなっているような気がする。


　脅おどされている、という意識は、もう享の中になかった。おそらく、享が拒きよ否ひしたとしても、高城は何も行動を起こさないだろう。


「あの、このあたりでいいですから」


　駅の近くではないが、空車のタクシーが何台も走っているのが見える。ここからならば、さほど遠くもないだろう。


　高城は黙だまって車を路ろ肩かたに寄せた。


「お気をつけて。私はもう少し遅おそくなりますから」


　頷うなずくだけの返事をして享はバッグを手に車外へと出た。同じ家に住んでいるというのも、ときとして不便なものだと思う。


　高城の車が走り去ると、すぐに享はタクシーを拾って行き先を告げた。


　十五分ほどで、門の前に着くことが出来た。


「こちらの家の方なんですか？」


　支し払はらいのときに運転手から何気なく問われ、とっさに享は答えていた。


「いえ……あの、ここで働いているんです」


「ああ、そうなの。いいねぇ、でっかいお屋や敷しきで。あ、どうもありがとうございました」


「どうも」


　逃にげるようにしてタクシーを降りて、人だけが出入りするための門を小さなキーを使って開けた。


　和希だったら、ああいうときでも自然に肯こう定ていするのだろう。何も卑ひ屈くつになっているわけではなく、享はただ笹本家の人間であるということに、まだ慣れていないのだ。


　出来れば部屋に入るまで誰にも会いたくなかったが、そうはいかなかった。享が玄げん関かんへ辿たどり着く前に、中からドアが開けられてしまった。門が開いたことに誰かが気づいたらしい。


「お帰りー」


「あ……ただいま」


　てっきりメイドだろうと思っていたのに、それは和希だった。


「楽しかった？」


「え？」


「友達と会ってきたんだよね？」


「あ……ああ、うん。そう……楽しかったよ」


　高城と過ごした避ひ暑しよ地ちの休日は、多少気持ちの上での起き伏ふくはあったが、全体としてはとても楽しかったのだと思う。


　こんな形でならば、素す直なおにそう言うことが出来た。


「和希のデートは？」


「うん。すっげー楽しかった。映画がさ……」


　楽しそうに話し始める和希を振ふりきることはとても難しく、その場で少し話をすることになったが、やがて和希がはっと息を呑のみ、慌あわてた様子を見せた。


「ごめん、帰ってきたばっかなのに。あとで部屋に行っていい？」


「ああ。じゃ、五分くらいしたら」


「うん」


　嬉うれしそうに頷いて、和希はリビングルームに入っていく。子犬か子こ猫ねこか、とにかく小動物のようだと思わず目を細めた。


　階段を上がりかけた享は、上がりきった二階の廊ろう下かから見下ろしてくる将吾の存在に気がついた。いつも陽気で口数が多い男が、探さぐるように享をじっと見つめている。


「ただいま」


「おう」


「何か用か？」


　黙って見つめられる不快さに、返す視線と言葉尻じりはついきつくなる。自分の中の両極きよく端たんな部分は、それぞれ将吾と和希に対してストレートに出てくるらしい。


「あのさ、お前……いいや、和希が来るんだろ」


「ああ……」


「あとでな」


　行け、と言うように手を振って、将吾は階段を下りてきて、享と擦すれ違ちがう。


　それを目で追っていた享だったが、いつまでも階段の途と中ちゆうにいても仕方ないと、すぐに自室に戻もどった。将吾が何を言わんとしたのか、気にならないといえば噓うそになったが、ぼやぼやしていたら和希が来てしまう。


　クローゼットにバッグをしまい、二人分の飲み物を頼たのんでいると、ドアが控ひかえめにノックされた。


　開けてやったドアから入ってきた和希は、何故なぜか手にジャケットを持っていた。広げていないから確かではないが、色合いが昨日高城から借りたものによく似ていた。


「お邪じや魔ましまーす」


「和希、それ……」


「うん、高城さんから預かった」


　やはり、と思った。これは間違いなく、あのジャケットなのだ。


「……そうか」


「っていっても、直接じゃないんだけどさ。昨日、送っていったときに車の中に忘れちゃったんだろ。享さんにしては珍めずらしいよね。はい」


　明るく告げる和希は、何の疑いも抱いだいてはいないように見える。昨日の朝、出かけるときに享がジャケットを持っていなかったことは、まったく記き憶おくしていないのだろう。達郎あたりはわかっていても口を噤つぐんでくれるに違いなかった。


　享は笑え顔がおを見せたが、さすがにこの状じよう況きようでは無理をしなくてはならなかった。


「ありがとう。その、乗りものの中は寒いかなと思って持っていったんだけど、うっかりしてて……」


「珍しいね」


「そうかな。あの、それで直接じゃないって言ったけど、誰だれから預かったんだ？」


「吉よし井いさん」


　メイドの名前を出されて、享は溜ため息いきをつきたくなる。第三者を使えば、確かに享は受け取らざるを得なくなるわけだ。


　こんな方法を取ってまで、高城はこれを享に押しつけたかったらしい。返すのは得策ではないだろう。もし高城がこれ見よがしに自分のクローゼットにでも入れておいたなら、メイドが掃そう除じするときに、疑問を抱いてしまいかねない。


　高城なら、そこまで考えたとしても不思議じゃなかった。


　おそらく今朝、和希がまだ眠ねむっている間に、高城はここに戻ったのだろう。それ以外には考えられない。


「どうかした？」


「いや、しまってくるよ」


　享は和希に背を向けて、聞こえないように小さく溜め息をついた。











　ノックの音がしたのは、和希が離はなれに戻っていってまもなくのことだった、


　予告つきだったから、相手はわかっていた。ドアを開けると、予想を裏切らず将吾がいて、そのまま勝手に入ってきた。


　今さら文句を言う気も起きなかった。


「高校んときのダチと会ってたんだって？」


　前置きも何もなく、いきなり将吾はそんなことを言い出した。


「ああ」


「珍しいな。お前が、友達と会うなんてさ」


「僕に友達がいたらおかしいか？」


「今まで話にも出なかったのに、急に昔の友達と仲良くするあたりが、おかしいっていやおかしいかな」


　含ふくみのある言い方をしながら、将吾は強い視線を享に当てる。まるで観察しているようだと思った。


　やはり彼は何かに気づいているのだ。


　ごまかすための言葉を口にしようとしたら、突とつ然ぜんの雷らい鳴めいに遮さえぎられた。それほど近くはなさそうだが、音はかなり大きかった。


　将吾の視線は窓へと向かったが、カーテンが閉まっていて外は見えなかった。


「雨が降んのかね」


　将吾の意識が逸それたことに安あん堵どしながら、享は何気なく言葉を返した。


「二日続けて夜の雨だな」


「まぁ……ちょっとは降ってくれないとさ」


　水不足がどうのこうのと呟つぶやいたあと、将吾はいきなり黙だまり込んでしまった。話があると言って人の部屋に来たくせに、何を考え込んでいるのだろうか。


　嘆たん息そくして享は先を促うながした。


「で？　話がないなら……」


「お前、昨日はどこにいたんだ？　実家があったほうじゃねぇよな。あのへんは、昨日は雨なんて降らなかったはずだ」


「それは……」


「ああ、もう場所なんてどうでもいいや。要するに誰と一いつ緒しよにいたか、だよ。あのさ、高城が持ってきたお前のジャケット……あの服、ほんとにお前のか？」


　問いかけは唐とう突とつすぎて、享は反応を示さないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。


「どういう意味？」


「だってあんなの持ってなかったじゃん」


「買ったんだ。つい、この間」


　とっさに噓をついたが、不自然さはないはずだった。この程度の噓ならば完かん璧ぺきにつけるという自信がある。


　だが将吾は疑いの目を逸らさなかった。


「お前、噓が上手うまいな」


　溜め息まじりの言葉に、享は内心動どう揺ようしながらも、表面上はあくまで不快そうな顔をして見せた。


　頭から噓だと断言しているが、その根こん拠きよはなんだろうか。実際にそうなのだが、気取られるような態度は取らなかったはずだ。現に将吾は、噓が上手いと言ったのだ。


「どこで買ったんだよ」


「そんなこと、あんたに関係ない」


「言えねぇだけだろ。あんな高そうなジャケット、お前が買うとは思えねぇもんな。言っとくけど、俺はああいうの見る目は確かだぜ」


「勝手に決めつけるな」


「事実だろ。お前はさ、俺と違って遊びにはまず金掛かけないやつじゃん。質実ってのかな。服だって必要なもんを必要なだけ買ってるよな。なのにいきなり、あんなタイプのジャケット買うか？」


「たまたま……気が向いたんだ」


　言いながら、これはさすがに苦しいなと思った。


　意外によく見ている男だということは知っていたが、ここまでとは思わなかった。享のことも、考えていたよりずっと理解してくれているのだ。こんなときでなかったら、素す直なおに喜んだかもしれなかった。


　将吾は享を見み据すえたまま、静かに言った。


「高城だろ？」


「話にならないな」


「聞けよ。俺は真面まじ目めに話してんだ」


　いきなり腕うでを摑つかまれて、享は将吾を睨にらみ付けた。


「放せよ」


「高城と寝ねてんのか？　昨日、泊とまったのはあいつとか？」


「バカなこと言うな！」


　振ふり払はらってしまおうと思うのに、将吾は強く腕を摑んだままだ。彼の真しん剣けんさそのままの力だった。


　すっと伸のばされた指先が、享のシャツの襟えりを引っ張ったとき、将吾が息を呑のむのがはっきりとわかった。


「お前……ちょっと見せてみろ！」


　ベッドに押し倒たおされ、腰こしのあたりに馬乗りにされた享は、ありったけの力で暴れてみたが、将吾をはねのけることは出来なかった。


「やめろ！」


「レイプするわけじゃねぇんだから、おとなしくしろよっ！」


　将吾はそう怒ど鳴なったかと思うと、両の手を頭上で一つに纏まとめて押さえ込み、空いた手でシャツのボタンを外した。下のほうまで外すには少し時間が掛かり、その間ずっと享はもがき続けていた。


　さすがに息が上がる。もともと体力があるほうではないのだ。


　ボタンを外したシャツを広げた将吾は、肌はだに残っているキスの痕あとを見て、しばらく言葉をなくしていた。


　やがてふっと息をついて、今度は静かに問うてきた。


「高城なんだな？」


「誰だれだっていいだろ」


「そうなんだろ？　いつの間にこういうことになってたんだよ。あいつと真剣に付き合ってんのか？」


　まるで保護者のようなことを言う将吾は、今の互たがいの恰かつ好こうが噓うそのように大真面目な顔をしている。


　この男がまぎれもなく兄弟だったことを享は思い出した。


　まっすぐな視線が痛くて、享は瞳ひとみに動揺を表してしまう。その時点で負けを認めてしまったも同然だった。


　大きな溜ため息いきが上から降ってきて、摑まれた手に力が籠こもる。


「もっと賢かしこいやつだと思ってたぜ。あんなやつに引っかかるなんて、バカじゃねぇのか。相手選べよ」


　ここまで来たら否定をしても無む駄だだと思った。だが将吾の言葉すべてに納なつ得とくすることも出来なかった。


「別に引っかかったわけじゃない。お互いに割り切って、セックスしてるだけだ」


「性欲処理ってやつかよ」


「……ああ」


　吐はき捨てるようにして肯こう定ていすると、再び大きな溜め息が聞こえた。見つめてくる将吾の目には、呆あきれと憤いきどおり、そして哀あわれみが入り交じっていた。


　見つめ返していられるほどの自信は享の中になかった。


「高城もそう思ってるのか？」


「当たり前だろ。いい加減にどいてくれ」


「結局お前はあいつのこと、どう思ってるんだよ」


　ようやく手が自由になると、じわっと一気に血が流れ始めた。その感かん触しよくに顔をしかめる振りをして、享はゆっくり身体からだを起こす。


「別に……なんとも」


「なんとも……ね。お前、そういうやつだったのか」


「何……」


　今度はいきなり腕を引っ張られ、享は前のめりになってベッドに倒れ込む羽目になった。文句を言おうとするより先に腕を後ろ手に取られて、何をどうしたものか、あっけに取られるほどの手て際ぎわの良さで、両腕はシャツで縛しばり上げられてしまう。


「セックスしたいだけなんだろ？　だったら抱だいてやるよ。俺も溜まってたしさ」


「な、何をバカなこと……」


　最後まで言い終わらないうちに、将吾は享のうなじにキスをしてきた。


　舌の感触に、思わず首を竦すくめる。何度となく高城にされてきたことだが、触ふれ方だけでなく、受け止める気持ちもまったく違ちがっていた。


「将吾……！」


「高城でないと嫌いや？」


「そ……そんなんじゃない。でも、あんたと僕は……」


「ああ、まぁ一応異母兄弟ってやつだよな。けどさ、別に子供出来るわけじゃないし、いいんじゃねぇの？」


　暴れる身体を仰あお向むけに返されて、すぐさま胸に顔を埋うずめられる。強く吸い上げられ、歯で軽く挟はさまれると、意思に反して身体は刺し激げきを受け入れた。


　感じているかどうかは別にして、そこがぷっくりと尖とがってきたのは事実だった。


「い、や……嫌だっ……！」


「なんでだよ。優やさしくしてやるって。気持ちいいのが好きなんだろ？」


　宥なだめるような言葉にも、享は駄だ々だっ子のようにかぶりを振った。


　こんなにも嫌だと思う理由は、おそらく二つある。


　一つは相手が高城ではないこと。そしてもう一つは、肉親として気を許し始めていた将吾であるということ。


　身体をまさぐる手が下か肢しに触れた瞬しゆん間かん、享はびくっと大きく身体を震ふるわせた。


「やっ……高……」


　無意識にあの男の名を口にしようとして、享ははっと息を呑む。それを見て、将吾が舌打ちするのが聞こえた。


「あーっ、もう！　認めろよっ」


　怒鳴り声がしたかと思ったら、将吾は享の上から退いた。そして肩かたを摑んで引き起こし、腕に絡からまるシャツを解き始めた。


「将吾……」


「高城に惚ほれてんだろ？　バレバレだっつーの」


「違う」


「頑がん固こもそこまでいくと、可愛かわいいぞ」


　やれやれと溜め息をついて、将吾は享の頭を抱き寄せた。一瞬だけ身体は強こわばったが、将吾がそれ以上のことを何もしないとわかって、少しずつ力を抜ぬいていった。頭を撫なでるように叩たたかれて、なんとなく振り解くことも出来なくなった。


「さすがに兄弟ってのは俺もきっついわ」


「さっきのは噓か……」


「そう。俺にもモラルってあったんだなぁ」


　しみじみと呟つぶやきながら将吾は立ち上がる。


　何を言ったらいいのかわからなくて黙だまっていると、将吾は大きくのびをして、苦く笑しようまじりの顔を向けてきた。


「おやすみ」


「ああ……」


　肩かた越ごしに手を振りながら出ていく将吾の背中を、享は黙って見つめていた。











　ノックの音で、高城には訪問者が誰かはわかった。


　拳こぶしで叩くような、せっかちさを感じさせるノックの主は将吾以外にあり得ない。


　ドアを開けに行くと、予想に違たがわない人物が立っていた。


「ちょっといいか？」


「どうぞ」


　招き入れても、将吾は中まで来ようとはしなかった。閉めたドアの横の壁かべに凭もたれ、もの言いたげな目を向けてくるばかりだ。


　睨にらむようなそれに、好意のなさがよく表れていた。


「どういったご用件ですか？」


「とぼけるなよ。わかってんだろ？」


「なんのことです？」


「あー、だから嫌なんだよ、この男。享だ、享。決まってんだろ。あんた、あいつのこと、どうする気なんだよ。あんたのことだから、享の気持ちもわかってんだろ？」


　直球だな、と思った。将吾は腹芸も出来る男だが、ここはストレートの勝負に出たようだ。相手によって出方を考えるのだろう。


「享さんが、何かおっしゃったんですか？」


「割り切った関係、だとさ。全然割り切れてねぇくせに、突つっ張る突っ張る」


　呆れたような口調を作っているものの、それは優しい響ひびきを含ふくんでいた。愛情と言ってもいいだろう。打算も利害も関係なく、彼は享のことを案じている。


　もともと情が厚い男なのだ。目の前に、いくらか危なっかしい弟が現れたのだから、心を砕くだくのは当然に思えた。


「おい、聞いてんのか？」


「聞いてますよ」


「享を弄もてあそぶのはよせよ」


「人聞きの悪いことをおっしゃる。それは誤解ですよ」


「でもあんたは本気じゃねぇだろ？　だいたい、ご主人サマのご子息に手ぇ出すなんて、何考えてんだよ……！」


「その説明も飽あきたんですけどね……」


　いちいちこの家の人間に、その都度説明していくのも面めん倒どうなものだった。しかし言わないと納得しないだろうから、かつて和希や享にしたのと同じことを、将吾にも言ってやる。


　三人の中では、将吾が一番不満そうな態度だった。


「つまり、義理立てする必要はねぇってことか？」


「あくまでビジネスですからね。そして享さんとの関係は、まったくのプライベートです。お互たがいに大人ですし、君が口を挟むことではありませんよ」


　やんわりとしていながら強い口調で言い捨てると、将吾はますます不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめた。もともと高城に対して好意的ではない男だから、ことさら一言一言が気に障さわるのだ。


「あいつは、そんなに大人じゃねぇよ」


「だから君が守ってあげようというわけですか」


「あんたみたいな男に弄ばれるのを、兄貴としちゃ黙って見てられねぇだろ」


「兄……ね」


　思わず口の端はを上げ、高城は探さぐるように将吾を眺ながめた。


　おそらく噓うそではない。だがそれが自然なものかどうかは怪あやしいものだ。そうあろうと努めている可能性は否定出来ない。


「まぁ、さっきはちょっと悪ふざけしすぎたけどさ。俺の弟は、頑固で意地っ張りで、素す直なおじゃねぇんだよ」


「知ってますよ。とても可愛らしい一面もおありですがね」


「……さっき、あいつの身体からだ見たんだよ」


　将吾は一方的に話を切り替かえ、じっと高城の顔を見つめている。彼の性格から鑑かんがみるに、これは高城を試しているか挑ちよう発はつしているか、だろう。わかっているから、高城は平へい坦たんな声で相づちを打った。


「そうですか」


「やりまくりって感じだったな。あのキスマークの付き方は和希並じゃん。そんなにあいつの身体、気に入ってんのか？」


「答える義務はないと思いますよ」


「どうして俺があいつの身体のこと知ってるか、気にならねぇのか？」


「わかりきってますからね。君が無理に脱ぬがしたんでしょう。あの方が、ご自分で見せるとは思えません」


　途と端たんに将吾は舌打ちをした。高城が見せる余よ裕ゆうの態度が癇かんに障ったのだ。こちらの顔色を変えさせようとしていたのだからそれも当然だ。


「やっぱムカツク……」


「私もそれなりに、享さんのことは理解しているつもりですよ」


「だったら、あいつを弄ぶような真似まねすんな。気持ちわかってて、よくそんなことが出来るな」


「将吾さんは、根が善良に出来ていらっしゃいますからね。私とは違ちがって」


　嫌いや味みでも何でもなく、そう思っていた。なのに当の本人は、言葉通りには受け取ってくれなかったようで、ますます不ふ機き嫌げんさを深くして高城を睨み付けてきた。


「まったく……享のやつ、趣しゆ味み悪いぜ」


「それについては同感ですよ。ですが、これはあくまで私と享さんの問題です」


「わかってるよ。恋れん愛あいだったら口出すような野暮な真似はしねぇって。興味本位で手を出す相手じゃねぇって言ってんだよ」


「どちらにしても、野暮ですよ。確かに享さんは見た目ほど大人ではないかもしれませんが、子供でもありません。自分のことは、自分で決めるでしょう」


　そう、これからのことも、享が自分で決めることだ。彼の出す結論はだいたい決まっているだろうが、高城の出方もすでに決まっている。


　高城は将吾を冷ややかに見つめ、降り出した雨の音に耳を傾かたむけていた。




９







　週末の街は、どこか浮うかれているように感じられて仕方ない。


　繁はん華か街がいでなくてもその空気は同じで、享が普ふ段だんから使っている地下鉄の駅周辺も例外ではなかった。


　浮かない顔をしているのは、きっと享くらいだ。


　改札をくぐってホームに立ち、享はもう何本か電車をやり過ごしている。


　今度入ってくる電車に乗れば、いつものあのマンションへ向かうことになり、背中にしているほうに乗れば、家へ帰ることになる。


　言われた通りにする理由は、もう半分以上がなくなった。武志に知られたくない、という気持ちはあるが、それは将吾に対するものほどではない。将吾がそうであったように、武志なら知っても自分に失望したり、軽けい蔑べつしたりしないのではないかと思えるからだ。それは将吾が知ったときに見せた態度によって、得た考えだった。


　何よりも、これ以上深みにはまるのが怖こわかった。


　いつから自分は男を誘さそう人間になってしまったのか。ましてあの夜は、我をなくすほど快感に酔よい、溺おぼれきっていた。


　これはいい機会なのかもしれない。


　自分を取り戻もどすには、今ここで踵きびすを返すべきではないだろうか。


　目の前で止まった電車からは、乗り換かえの乗客が一いつ斉せいに吐はき出されてきた。続いて乗り込んでいく人たちを見ながら、享は彼らに背中を向けた。


　乗るべき電車を待つ間に携けい帯たい電話を取りだし、断りのメールを短く打って送信した。高城とこういう関係になってから、電話やメールを使った連れん絡らくを取ったのは初めてだった。必要がなかったし、証しよう拠こが残ってはと敬遠していたせいもある。


　パチンと携帯電話を閉じたときに、電車が来て、享はそれで五つ先の駅まで行った。


　まっすぐ家に帰る気にはなれなかった。和希と達郎は離はなれから出てこないだろうし、将吾は仕事だと言っていた。そして武志は釣つりに行くため、今日あたりは早はや寝ねをしてしまう。


　高城と二人きりになる可能性があるのは困るのだ。


（確か……）


　少し前に話をしたときに、このあたりに店があると言っていたはずだ。


　享は看板を注意深く見ながら、ゆっくりと足を進めていく。裏通りで雑居ビルが多く、色とりどりの看板がひしめき合っているが、思っていたよりも雰ふん囲い気きは悪くない。バーやクラブだけでなく、ダイニングやカフェもあるようで、会社帰りらしい女性が一人で歩いている姿が見られた。


　目的の店は、そんなごちゃごちゃとした通りの一角にひっそりとあった。比ひ較かく的てき新しそうなビルの四階で、カフェバーと銘めい打うってあった。


　将吾が最近働いている店だ。彼は決まった店に長く勤めるのではなく、呼ばれて短期間入るという形を繰くり返しているそうだ。


　ドアを開けるときにはさすがに緊きん張ちようした。もともとこの手の店に一人で入ったことはないし、初めての店というのはそうでなくても身がまえてしまう。


　店内は薄うす暗ぐらく、ピアノ曲が流れていた。思っていたよりも広い店で、カウンター席はＬ字形で十人くらいは座れそうだし、テーブル席も二十くらいはある。もっと騒そう々ぞうしいところだと勝手に思っていたが、意外なことに静かないい雰囲気だった。大声で騒さわぐような客はおらず、それぞれに談笑を楽しんでいる。


　カウンターの中に二人いるバーテンダーのうち一人が将吾だった。彼はちょうど客と話をしていて、享には気づいていない。


　代わりに若いフロアスタッフが近づいてきた。


「いらっしゃいませ。お一人ですか？」


「あ、はい。あの……」


　ちらりと将吾に目をやると、まるで何かに気づいたように将吾がこちらを向いた。瞬しゆん間かん、彼はぎょっと目を剝むいた。


「お前、何やってんだよ!?」


　店の中に響ひびき渡わたるような素すっ頓とん狂きような声だった。


　おかげで店にいたすべての者が、将吾に注目した。そして当然、彼の視線を追って享にも目が向けられる。


　はっと我に返った将吾は慌あわてて謝って、若いスタッフに合図を送った。自分の前へ連れてこい、というのだ。


　空いていた席に座ると、将吾はまじまじと享の顔を見て大きな溜ため息いきをついた。


「あー……驚おどろいた」


「急に来たのは悪かったけど、あんな大声出すことないだろ」


「だからマジでびっくりしたんだって。ああ、ちょっと待ってな」


　将吾は仕事に戻り、オーダーされたものを手て際ぎわよく作っていく。


　人好きのする笑え顔がおと、見み栄ばえのする容姿。愛あい想そもいいし、見ている限りでは仕事振ぶりも流れるようで素す早ばやく、気持ちがいい。女性客が多いのは将吾目当てなのではないだろうかと、すんなり思わせるものがあった。


　こちらを窺うかがっていた視線は徐じよ々じよに離れていったが、近くにいる客は相変わらずこちらに注目している。ましてカウンターで将吾と話していた女性客は、興味津しん々しんといった顔だった。享とは、間に空いた椅い子すを一つ置いただけの近さだ。


　やがてアルコールが少な目のカクテルを作って、将吾は目の前に戻ってきた。


「いきなり、どうしたんだよ」


「ああ……うん、ちょっと時間を潰つぶそうかと思ったから」


「待ち合わせしてんのか？」


　問いかけてくる表情が少し険しいのは、相手が高城ではないかと考えているからだろう。


　苦く笑しようしながら、享はグラスを手にした。


「家に戻りたくないんだ。本当は約束があったんだけど、やめた」


「え……」


　はっきりと言わなくても、将吾には伝わるはずだった。


　信じられない、という顔をした彼は、それから探さぐるようにじっと享を見つめてきた。それは真意を問う視線でもあった。


「マジ？」


「ああ」


「今日だけか？」


「いや、もうずっと」


「そっか……まぁ、そう決心したんなら、もちろんいいことだと思うけどさ。へぇ……そうか、やめたのか」


　ぶつぶつ小さく口の中で呟つぶやいてから、将吾は感心したように何度も頷うなずいた。突とつ然ぜんのことに、ほうけているといった感じだ。


「で、向こうにはもう言ったのか？」


「メールで断りは入れておいた。もう行かないってことも、伝えてある」


「ちゃんと説明しろって言ってくるんじゃないのか？」


「どうかな……」


　あっさり受け入れそうな気もするし、気分を害しそうな気もする。思い通りになると考えていた相手――つまり享から拒きよ否ひされることは、高城にとってきっと不ふ愉ゆ快かいなことだろう。


　だから、帰りたくなかったのだ。


「返事は来ないのか？」


「今のところは」


　あれから携帯電話はぴくりとも動かない。享は常にマナーモードにしてあるので、連絡があればバッグの中で騒ぐはずだった。


「ふーん……なんだったら、俺が引けるまで待ってるか？　一いつ緒しよに帰ったほうが安心だろ」


「そう……だな。そうしようかな」


　一連の会話は、すぐ近くの女性客たちには筒つつ抜ぬけだった。彼女たちは口元をむずむずさせ、心持ち身を乗り出すようにして、今か今かと質問のタイミングを窺っていた。


　話が途と切ぎれた瞬間に、弾はずむような声が聞こえてきた。


「お友達？」


「え、いや、弟」


「ええっ？」


　四つの目が、じいっと享に向けられる。遠えん慮りよのない視線にたじろいで、享はほんの少し後ろに逃にげてしまった。


「槇に兄弟がいるって話は初めて聞いたぞ。それってさ、もしかしてアヤシイ意味の『弟』なんじゃないの？」


　同じカウンターに入っていたバーテンダーが、にやにやと笑いながら口を挟はさんできた。享にはよく意味がわからなかったが、女性客は大笑いしていたし、将吾もすぐさま反応した。


「違ちがうって。正真正しよう銘めい、血の繫つながった弟！」


「へえぇ」


「いや、ほんとに。なぁ？」


「一応」


「もっとしっかり肯こう定ていしろよ。俺たち、デキてるんじゃないかって疑われてんだぞ？」


「え……？」


　ぎょっとして女性客やもう一人のバーテンダーの顔を見ると、彼らは一様に意味ありげな笑みを浮うかべていた。


　一番近くに座っていた女性が、代表して享に尋たずねてきた。


「ほんとに弟さん？」


「はい」


「でも槇くん、前に『俺は天てん涯がい孤こ独どくだ』とか言ってなかった？　ほら、お母さんが亡なくなったとき」


「そうそう。常連さんの前で噓うそはイカンよ？」


　どうやら彼女たちは、店は関係なく将吾についている客らしい。おまけに同どう僚りようも、そこそこ親しい仲のようだ。


　将吾は嘆たん息そくし、観念したように言った。


「親おや父じと異母兄弟がいることが、去年発覚したわけよ」


　要いらないことまで言う、と思ったが、口にしてしまったものは仕方ない。興味を煽あおる発言ではあるだろうが、相手が本当のことだと思うかどうかはわからないのだ。信じたとしても、家庭の事情は微び妙みようなものでもあるので、やんわりと質問を拒否するにはかえって都合がいいのかもしれない。


「なんか噓くさいわ」


「本当だって。赤の他人だったら、とっくに美味おいしくいただいてますよ」


「ばっ……」


　ぶつけようとした悪態は、隣となりの彼女たちの楽しげな笑い声にかき消された。


「弟さんは、すごい嫌いやそうよ。槇くんの片思いなんでしょ」


「いやいや、享は素直じゃないから。本当は結構お兄ちゃん子でさ」


「いい加減なこと言うな」


「ほらほら、こうやっていつも睨にらむんだよなー。会った頃ころなんてひどくてさ、人として失格みたいな扱あつかいだったよな」


「別にそこまでは言ってない」


　とっさに断言してから、近いものはあったな、と思い直した。人として、というよりも二十代半ばの社会人としてどうか、と思っていたのは確かだ。だから言葉尻じりがいちいちきつかったりもしたし、やることなすこと気に入らなかったりもした。いや、前者に関しては、いまだにそうだった。


　将吾への認識はずいぶんと変わったと思う。以前ならば、いくら時間つぶしのためとはいえ、店に行こうなんて思わなかったはずだ。


「槇さん、ボトル入れて。なんか楽しくなってきちゃったから、みんなで飲もー」


「わーい」


「弟さんも……ええと、享くんだっけ」


「あ……はい」


「こっちおいで。真ん中、座って座って」


　ぽんぽんと椅い子すを叩たたかれて、享は激しく戸と惑まどった。初対面の彼女らに挟まれて飲むという展開は、あまりにも予想外だった。しかし拒否出来ない空気が出来上がっていて、結局はおとなしく席を移ることになった。将吾はにやにや笑いながら見ているだけで、助け船を出そうという気配もない。


「はい、ではあらためて、カンパーイ」


　ほとんど無理矢理乾かん杯ぱいに付き合わされたら、あとはもう完かん璧ぺきに彼女たちのペースだった。











「こら、しっかり歩けって」


　同じように声を掛かけられるのも、わかっていると頷くのも、もう何度目になるかわからない。


　店を出てタクシーに乗るまでの間にも、降りてからこうして玄げん関かんをくぐる間にも、少なくともそれぞれ二回くらいは言われた気がした。


　自分でも、足あし下もとがおぼつかないのはわかっている。肩かたを組むようにして支えてもらわなければ、とっくに転んでいたことだろう。


「律りち儀ぎに飲むなよ。あの連中はバケモノなんだからさ」


　時間が時間なので、将吾の声もずいぶんと小声だ。まるで囁ささやくようで、誰だれかがいたとしても享にしか聞こえなかったはずだ。


　結局、彼女たちは閉店までいて、その間ずっと享を付き合わせていた。二人とも享よりも遥はるかに酒に強く、テンションも高かった。


「止めなかったくせに……」


「平気そうな顔してるから、大だい丈じよう夫ぶなのかと思ってたんだよ。顔に出ないのは、感情だけじゃなかったんだな」


「……感情……出ないか？」


「顔にはな。けど、目には……っと、出てきやがったな」


　最初、将吾が何を言っているのかよくわからなかった。視線を足下に向けていたから、感情の話かと思っていたのだ。


「おかえりなさい。手をお貸ししましょうか？」


　静かな声に、享の身体からだは強こわばった。それは身体を支えている将吾には、はっきりと伝わったはずだ。


　だが将吾はなんでもないように、軽い口調で返した。


「いや、必要ねぇよ。ちゃんと歩けてるし」


「珍めずらしいですね。ご一いつ緒しよとは」


「ちょっとな」


「今日はお仕事でしたよね」


「さっきまで店にいたんだよ。こいつは客で……って、違うか。お前、一円も払はらってねぇじゃんよ」


　最初の一いつ杯ぱいは将吾のおごりで、あとはすべてあの女性客たちが払ってくれたのだった。自分の支払いはすると言い張ったのに、楽しいから、というよくわからない理由でもって、受け取ってくれなかった。


「あとでボトル代、払うから……あの人たちに……」


「はいはい。で、今度来たときに、お前のおごりって言っときゃいいんだな」


　会話を交かわしながら歩く間も、足は止めなかった。高城が見ていることはわかったし、意識してることも気づかれているのかもしれないが、これきり高城は何も言ってこなかった。


　結局、メールの返事は来なかった。それがどういう意味を持つのかは、高城にしかわからないことだ。


　将吾は享の部屋に入ると、ベッドのところで享の手を放した。


「ほらよ、到とう着ちやく」


「……ありがとう」


　ベッドに身を投げ出し、溜ため息いきをつくようにして享は言った。


「おお、享から素す直なおに礼がきたぞ。やっぱ酔よってんな」


「確かに酔ってるけど、頭はちゃんと動いてる」


「酔っぱらいは大たい抵ていそう言うんだよな。水、持って来ようか？」


「いい……」


　小さくかぶりを振ふり、目を開ける。それから、伸のばした手で将吾の派手なプリントシャツの裾すそを摑つかんだ。


　将吾が怪け訝げんそうな顔をするのは当然だった。


「しばらく、いてくれないか？」


「なんだ、その甘えんぼさんモードは。警けい戒かい心しんまでなくしてどうする。俺がうっかりケダモノになったらどーすんだよ」


「将吾はならないだろ」


「それは信しん頼らいしてんのか舐なめてんのか、どっちだ」


「一応、信頼……かな」


「だから一応とか、かなとかってのは……まぁ、いいけどさ……」


　溜め息をついてから、将吾は椅子を引いてベッドサイドに座った。とりあえず頼たのみは聞いてくれるつもりらしい。


　特に話すことはないのだ。ただ享は、高城の行動を恐おそれているにすぎない。


「高城、やっぱ出てきたな」


　前置きもなく、将吾はぽつりと言った。


「ああ……」


「なんかやたらと訊きかれたけど、あれって結構気にしてんじゃねぇのか？　すました顔してやがったけどさ」


「怒おこってるのかもしれない」


「まぁ、それはあるかもな。プライド高そうですし」


「やっぱりそう思うか」


「思う思う。けど、そのプライドがどっちに向くかはわかんねぇんだよな。意地でも思い通りにしようとするか、なかったことにするか……どっちもありそうじゃん。これが長谷部だったら、わかりやすいんだけどさ。ガンガン攻せめるよな」


　もちろん相手は和希に限定される。平然と受け止めている和希は、実は相当な大物なんじゃないかと、ふと思った。


　アルコールが回っているはずの身体は、ひどくふわふわとしているが、眠ねむろうという気にはなれなかった。不思議と目は冴さえていた。


「……自分で幕引きをするとは思ってなかった……」


「そうなのか？」


「終わるときは、高城さんが僕に飽あきるときだと思ってたんだ」


「ああ……けど、まだ幕が引き終わったわけじゃねぇよな。お前はリアクション起こしたけど、それだけだろ」


「どういう意味？」


「高城の出方がまだわかんねぇからさ。お前さ、もし……もしも、だぞ。高城にこのまま続けたいって言われたら、どうすんだ？」


　大真面まじ目めに問われたものの、享は思わず苦く笑しようしてしまう。そんなことは考えるだけ無む駄だだと思った。


　あの男が遊び相手に執しゆう着ちやくするとは思えない。それに身体だけの不毛な関係では、心が満たされることはないのだと享は思い知らされた。


「断るよ」


「惚ほれてんだろ？」


「だから、無理なんだ」


「とうとう認めやがったか。やっぱ相当酔ってるよ」


　口に出してしまったら、意外なほどすっきりとした。だからといって、吹ふっ切れたというわけでもない。


　気持ちは変わらなかった。最初の頃ころより――初めて高城と寝ねたときよりも、今のほうがずっと想おもいは強くなっていて、ちょっとやそっとじゃ消えてくれそうもない。


　ああなる前から高城のことが好きだったのか、それとも暗示に掛かかっただけなのか、享にもよくわからなくなっていたし、今となってはどうでもいいことだ。


　享は心配そうに自分を見つめる将吾に、ふと笑えみをこぼした。


「あんたって……意外にいいやつだったんだな」


「意外は余計だ」


　故意にムッとして見せるのが、さらに享の表情を和やわらげてくれて、少しは内側にある重たいものを軽くしてくれた気がした。











　昼過ぎになってから、享は一人で外出をした。


　朝から降っている雨のせいか暑くもなく、体調のほうも問題はないから、駅までの道を歩いてから電車で目的地へと向かった。


　昨日は頭が痛くて大変だったのだ。結局あのまま、将吾は享の部屋のソファで眠ってしまい、二人して昼近くなってから活動を始めた。部屋にブランチを運ばせて、なんとなく一緒に過ごすことになって、夜中になってからようやく将吾は戻もどっていった。


　何を話したわけでもなかった。将吾はテレビを見て、享は本を読んで、それぞれに好きなことをしていただけだ。


　久しぶりの駅で降りたのは、忘れていたものを取りに来るためだった。


　笹本家を訪おとずれる寸前のことだが、享は駅前の店にフィルムを出し、ついそれっきりになっていたのだ。環かん境きようが変わってそれどころではなかったというのもあるし、預かり書がどこかへいってしまったので、思い出せなかったというのもある。


　ところが今朝、暇ひまに任せてアパートから運んできた荷物を整理していたら、ひょっこりと預かり書が出てきたのだった。


　一年も放っておいて大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと思ったが、あっさりとその心配は払ふつ拭しよくされた。何を写したか享自身も忘れていたような写真は、そもそも現像前のフィルムを長く放置してあったために若じやつ干かん変色が見られるということだが、見る限りそれほど気にはならなかった。


　なんていうこともない写真だった。ゼミで旅行したときの景色を写したものだとか、大学祭の光景だとか。


　人はほとんど写っていなかった。景色の中に写り込んだ者がたまにいるが、すべて誰だれだかわからないようなものばかりなのだ。


　わざわざ取りに来るほどの意味はなかったように思えた。


　少し離はなれたところから、驚おどろいたような顔をしてこちらを見ている男に気づかなかったら、享は今日の行動をそう結論づけていたことだろう。


「富岡さん……」


　出くわしてしまうこと自体は、それほど不思議ではなかった。富岡が使っている駅はここしかないのだ。今日は雨だから、バイクを使うことは嫌きらったのかもしれない。


　すぐにでも近づいてくるかと思ったのに、富岡はその場から動かないでいる。もの言いたげな顔をして、ただ享を見ているだけだった。


　そういえば、ここのところずっと彼から連れん絡らくがなかったことに気がついた。あるときを境に、ぴたりと電話が入らなくなったのだ。もう興味を失ったのかと思ったが、富岡の顔を見る限りそうでもなさそうだ。


　確かめたいと思って、享は自分から富岡に近づいていった。そのときの彼の様子――どこか逃にげ腰ごしな態度に、違い和わ感かんを覚えた。


「お久しぶりです」


「あ、ああ……」


　明らかに挙動不ふ審しんだった。皮肉を口にするでもなく、事情説明を求めてくるわけでもない。視線もすぐに逸そらしてしまった。


　どうかしたのだろうか。先日、不審者として注意したことが、それほど効いたとも思えないのだが……。


「どうかしたんですか？」


　尋たずねると、富岡はまじまじと享を見つめ、やがてふと眉まゆ根ねを寄せた。


「知ってる……んだよな？」


「何を？」


「あの男が、兄貴連れて来たこと」


「え……」


　今度は享が眉まゆをひそめる番だった。


　あの男、というのは高城のことだろう。享が知らないところで、高城が何かしら動いていたということらしい。


　しかも、秀一まで引っ張り出して。


「どういうことですか？」


「知らないのか？」


「説明してください」


「……ちょっと端はし、寄ろう」


　富岡は嘆たん息そくし、享を促うながして道の端へ寄った。銀行のシャッター前は人の出入りもなく、雨も当たらない。どうやら店に入って話すつもりはないらしいが、そのほうが享としても気が楽だった。


　傘かさを閉じると、富岡はふっと息をついた。


「アパートで会った日があったろ、あれの次の週末だよ。いきなりあいつ……高城ってやつが、兄貴連れてアパートに来たんだ」


「秀一さんを……」


「なんかこうさ……首根っこ捕つかまえて、引っ張ってきた……って感じ。兄貴なんか顔真っ青で、泣くんじゃないかと思ったもんな」


　富岡はそのときの光景を思い出したのか、力のない苦笑を浮うかべた。やるせなさと、幾いくばくかの憤いきどおり、そして苦く渋じゆう。いろいろなものがないまぜになって、ひどく疲つかれ切ってしまったような顔をしていた。


　視線は享から外されて、通りを見ていた。あるいは雨を見ていたのかもしれない。


　やがて大きな溜ため息いきをついてから、富岡は言った。


「兄貴の口から、全部聞いた」


「……そうですか」


　驚きはなかった。高城が秀一を連れて行ったと聞いた時点で、このことは容易に推測出来たからだ。


　ただ高城がそこまでしたことが、ひたすら意外だった。


「どうしようもない兄弟だよな。高城ってやつに、どれだけお前のこと傷つけたか少し考えてみろって言われてさ。兄貴はもちろんだけど、俺もだって。ぐうの音も出なかったな。俺、ずっとお前は兄貴のこと好きなんだと思ってたし、身内があんなことするやつだとも思いたくなかったからさ。その……いろいろと悪かったよ」


「……いえ」


「あいつ、何も言ってなかったんだな。思い出させたくないって思ったのかもしれないけど」


　なんとも答えようがなくて、曖あい昧まいな反応を返すしかなかった。


　富岡はあくまで、享と高城が恋こい人びと同士であることを前提にものを見て、考えて、そして話している。だから高城の行動はすべて、享のためという解かい釈しやくになるのだ。


　確かにそんなことをしたところで高城に益はない。仕事の一いつ環かんというのも考えにくかった。何故なぜなら、高城の契けい約やく相手の達郎が享のために動くことは考えられないからだ。和希あたりが頼たのめば別だが、今回の件が和希の耳に入ったということはないだろう。


　疑問はたちまち享の中で大きく膨ふくらんでいった。目の前にいる富岡のことを、忘れてしまいそうになるほどに。


「二度と近づくなって言われてるんだ。まぁ、当然だけどさ。だから今日のはカウントしないでくれよ」


「あ……はい」


「見かけによらず、大事にしてくれそうな男だよな。もし今日のこと言うなら、よろしく言っといて。約束は守るからってさ。それじゃ、元気でな」


　それからすぐに富岡は傘を広げて、雨の中に飛び出していった。振ふり返ることのないその姿は、たちまち享の視界から消えてしまった。


　しばらくその場から動くことは出来なかった。











　母おも屋やのダイニングで和希たちと一いつ緒しよに夕食を摂とる頃ころには、雨はすっかりやんでいた。


　将吾は仕事があるとかで、先日とは違ちがう店へ行っているようだ。アルバイトの学生が休んだので、急きゆう遽きよ人手が足りなくなったらしい。


　テーブルを囲んでいるのは、武志を含ふくめて四人だ。高城は家にいるが、少なくともこの場には顔を見せていなかった。


「そういえば、将吾が働いてる店に行ったそうだな」


　問いかける武志の顔は、ひどく嬉うれしそうだった。彼は出会って――という以前に、その存在を互たがいに知って一年足らずの息むす子こたちが、早くうち解けないものかと、以前から心を砕くだいていたらしい。享が見る限りでは、あまりそうは感じさせなかったものだが。


「あ、はい。将吾から聞いたんですか？」


「和希からだよ」


「出かける前に、言ってたんだよ。いきなりふらっと来て、将吾さんの常連さんに捕つかまって、すっげー飲まされてたって。で、昨日は二日酔よいになって、ずっと頭痛で寝ねてたとか言ってたけど……ほんと？」


　和希の顔は興味津しん々しんといったもので、将吾の話を信じ切ってはいない様子が窺うかがえた。隣となりの達郎は、そんな和希の様子を楽しそうに見ながら言った。


「将吾くんの話だからな」


「うん、尾おひれとか背びれとか胸びれとか、いろいろついてそう」


　三人分の視線が、享の返事を待っている。不ふ名めい誉よな話だが、ほとんど事実だからここは頷うなずくしかなかった。


「……ずっと寝てたわけじゃないけど、あとは本当だよ」


「えーっ、そうなの？　なんか信じられない」


「成り行きというか……向こうのテンションが高くて、断れなかったというか」


　あれは醜しゆう態たいという以外のなんでもないだろう。自分一人で帰って来られなかったのも、気弱になって将吾を付き合わせたのも事実なのだ。


　そして今もまた、話を聞いて欲ほしくて将吾を待っている自分がいた。


　身内への甘えというものは、どうにも歯止めが利きかなくなるものらしい。少なくとも享にとってはそうだった。


「いきなり仲良くなったんだね」


「まぁ……なんとなくね」


「よかった。ね、お父さん」


　戸こ籍せき上の親子は、顔を見合わせてうんうんと頷きあっている。最愛の妻の忘れ形見を、武志はかなり溺でき愛あいしているのだ。


「でも、いいな。オレも行きたい……」


　言いながら和希はちらりと達郎の顔を見やった。お伺うかがいを立てるその様子は、普ふ段だんよりも甘えを多く滲にじませているが、おそらく故意だろう。この手のことに達郎が厳しいことを、和希はよく知っているからだ。


　未成年、ということ自体は、達郎にとって大きな問題ではない。彼が気にしているのは、和希が現時点で笹本家の一人息子であることと、一見して隙すきがありそうな可愛かわいらしい容姿をしていることだ。おそらく後者のほうが、気がかりに違いない。さらにもう一つ、アルコールを出す場所であるという点も、問題にしているはずだった。


　和希は一定量のアルコールを摂せつ取しゆすると眠ねむってしまい、生半可なことでは起きない上、記き憶おくまで残らないらしいのだ。


「俺と一緒ならいいぞ」


「やった。じゃ、今度いつ行くか将吾さんに聞いとこ。今日は早いって言ってたよね。八時には別のバイトが来るみたいだから、それまでだって」


「まっすぐ帰ってくればな」


「来るよ。そう言ってたもん。なんか知らないけど、直帰だって。代だい官かん山やまって言ってたから、もうすぐじゃないかな」


　和希の言葉は間違っておらず、それから十分もしないうちに、宣言通りまっすぐ帰ってきたらしい将吾が、手に何か持って現れた。


「なんだ、今日はお揃そろいじゃん」


「それ、何？」


「タルト・オ・フリュイってやつ。今日の店の、人気メニュー。今、食う？」


　フルーツがたっぷり載のったタルトのホールが取り出されると、和希は目を輝かがやかせた。甘いものを好んで食べるのは和希だけだから、独ひとり占じめ出来ることは確実だ。


「将吾さん、ご飯は？」


「サンドイッチ持たされたから、それ部屋で食うわ。もったいねぇしな。あ、部屋にコーヒー持ってきて。それとこれ、和希に切ってやって」


　近くにいたメイドにそう言って、将吾はさっさと部屋に行ってしまった。ずいぶんなじんできたとはいえ、やはり武志には身がまえがあるようだし、達郎のことはかなり苦手らしい。


「あ……予定訊ききそびれた」


「僕が訊いておくよ。それでいい？」


「うん、よろしく」


「じゃ、僕も部屋に戻もどるよ。ごちそうさま」


　享は一度、自分の部屋に戻り、少し待ってから将吾の部屋に向かった。コーヒーが届き、将吾が食事を終えるまで待とうと思ったからだった。


　リフォームした新しい部屋になっても、部屋は隣同士だった。広くなったし、客間だった以前とは違い、ずいぶんと使い勝手がよくなった。事前にリクエストを取ったことが、きちんと反映されているのだ。


「おう、どうした？」


「話があるんだけど、いいか？」


「あいつが、なんか言ってきたのか？」


　将吾が廊ろう下かに目を走らせたのは、高城の姿がないか確かめたのだろうが、人の気配はまったくなかった。階下から多少の音が聞こえてくる程度だ。


　部屋に通されると、将吾がまだサンドイッチを半分くらいしか食べていないことがわかった。


「あ……もう少し経たってから来ようか？」


「いいって。食いながらでも話くらい出来るだろ。適当に座りな」


　将吾はそう言いながら座って、食べかけのサンドイッチを手に取った。早く話せという、無言の意思表示に思えた。


「今日、用事があって、アパートがあったほうへ行ったんだ。そうしたら、ばったり大学のときの先せん輩ぱいに会って……」


「もしかしてあれか？　和希にまで何か言ってきたっていう……」


「そう。それで……」


　説明は少し長くなってしまった。今日のことを教えるには、まず以前のことまで知って貰もらう必要があったからだ。人に話したいことでもなかったが、将吾にならばいいと思った。


　富岡との以前の付き合いから、秀一とのこと。あの日のことも、高城に話したのと同じように説明したし、アパートで高城と一緒のときに富岡が現れ、それがきっかけで自分たちの関係が始まったこともすべて言った。そうして今日のことも、なるべく手短に、けれども必要なことはすべて織り交ぜて話していった。


　さすがに将吾の食事は中断してしまい、何も言わずに耳を傾かたむけてくれている。食べながらするような話ではなかったと気づいたが、今さらだった。


「うーん……」


　享が黙だまり込むと、ようやく将吾が声を発した。ただし言葉にもなっていない、唸うなり声でしかなかった。


「どうして高城さんは……そんなことまでしたんだと思う？」


「いや、まぁ普通に考えたら……お前のため、だよなぁ……。けど……」


「けど、何？」


「あの高城、だろ？　何か別に目的があっても驚おどろかない。っていうか、なかったら驚く」


　将吾の言うことは納なつ得とく出来た。そこまでは思わなかったが、同じような方向性で享も考えたからだ。


　黙っていると、さらに将吾は言った。


「たださ、考えても他ほかに目的ってのも出てこないんだよな。恩着せようってわけでもなさそうだし」


「それはないと思う。今日、先輩に会ったのも偶ぐう然ぜんだし」


「だよなぁ……。仕事に使える相手でもないんだろ？」


「ああ」


「親おや父じの指示ってこともないもんな。ああ、お前も知ってるんだよな？　高城を雇やとってんのが長谷部だってこと」


「知ってる。だからそれは僕も考えて、違ちがうって思ったんだ。和希が口くち添ぞえしたならともかく、あの子は何も知らないはずだし」


「知ってる態度じゃないよな。和希は、割となんでもわかりやすいからな」


　ぶつぶつ呟つぶやいてから、将吾はまた唸った。どうやら現時点で頭の中にあることは、すべて吐はき出してしまったようだ。


　それは享にしても同様だった。


　しばらく考え込んでいた将吾は、唐とう突とつに「よし」と言って立ち上がった。


「どうしたんだ？」


「いや、考えても仕方ないんで、直接訊こうかなって」


「ちょっ……」


　言い終わらないうちに歩き出していた将吾の行く手に、享は慌あわてて立ちはだかった。


「なんだよ、嫌いやなのか？」


「そんなことまで、将吾に頼たのむわけにはいかない。どうしても確かめたいと思ったら、自分で訊くよ」


「まぁ……そうだよな。あんまり俺が出しゃばるのも、みっともねぇか。お前も一応、大人なんだしな」


　独ひとり言ごちて、将吾はまた椅い子すに座った。


　一応、の部分が引っかかったが、文句の言葉は呑のみ込んだ。自信を持って言えるほど、自分が大人だとは思えなかった。


　将吾は思い出したように、残ったサンドイッチに齧かじり付く。


「それにさ、あれだよ。訊いたところで、まともに答えるとは限らないじゃん。のらりくらりと、はぐらかすからなぁ、あいつ」


「確かに……」


「どうしても知りたいのか？　もしさ、あいつがお前のためにやったんだとしたら、どうする気だよ」


「わからない」


「正直じゃん」


　ふっと笑って、将吾は最後の一ひと欠片かけらを口に放り込んだ。彼はコーヒーでそれを胃に流し込んでしまうと、部屋に置いてある小さな冷蔵庫からペットボトルを一本と缶かんを一本、取り出した。


「万が一ってこともあるけどな……。だとしたら、結構焦じらし作戦にはなってんのか……無意識だけど」


「え？　今、なんて……？」


「いや別に。単なる独り言」


「気持ち悪いな」


　冷蔵庫に向かって一人でぶつぶつ呟いている様は、どう好意的に見ても、不気味なものでしかなかった。


「お前、やっぱ口悪いぞ」


「あんたにだけだ」


「喜んでいいやら、悲しんでいいやら……」


　芝しば居いがかった調子でそう言って、将吾は缶を享に差し出してきた。享の好みを考こう慮りよした無糖コーヒーだった。


　享は小さく礼を言った。


「内ない緒しよな。ササモトの商品じゃねぇからさ」


　秘密を打ち明ける子供のような笑え顔がおに、つられて自然と笑っていた。
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　日付が変わるまで将吾の部屋にいて、享は静かに自室に戻もどった。


　この時間に眠ねむるのは武志くらいだろうが、もともと享は動くときにあまり音を立てないので、ドアのかすかな開閉音くらいしか響ひびかせなかった。


（明かりが……）


　自室のドアを開けたとき、照明がついていることに気づいて、享はあれ、と思う。消したつもりでいたのに、うっかりしていたのだろうか。


　部屋に入った瞬しゆん間かん、享は息を呑んでそのまま固まってしまった。


　長なが椅い子すに掛かけて足を組み、ゆったりと座っていたのは高城だった。


「遅おそかったですね」


「どうして……」


「マスターキーはお預かりしていますから。ああ、それとも、どうして私がここで君を待っていたか、という意味ですか？」


　おそらく最初から質問の意味などわかっていただろうに、この男は故意に回りくどい真似まねをする。


　どことなく機き嫌げんが悪そうだった。


「……そうです」


「いろいろと訊ききたいことがありましてね。ドアを閉めてください。開け放してする話ではないでしょう」


　確かにその通りだから、享はドアを閉めてそこに背を預けた。高城の近くまで行く気持ちにはなれなかった。


「どうしたんです？　どうぞ、君の部屋ですよ」


「このままでも話は出来ますから」


「何を警けい戒かいなさっているんですか？　ああ……そんなに怯おびえて。何か後ろめたいことでもあるのかと疑ってしまいそうですよ」


　柔やわらかな口調なのに、優やさしい響きは微み塵じんもなかった。それどころか背中がひやりとするような怖こわさがあった。


　高城が近づいてくるにつれて金かな縛しばりにあったように動けなくなる。逃にげたいという本能的な気持ちと同時に、このまま囚とらわれてしまいたい衝しよう動どうにも駆かられた。


　どうしようもないほど、この心は矛む盾じゆんを抱かかえている。


　それでも自らを奮い立たせて享は言った。


「僕も訊きたいことがあるんです」


「私が先です。今まで将吾さんの部屋で何をなさっていたんですか？」


　触ふれるほど近くでようやく足を止めた高城は、ほとんど真上から享を見つめてくる。


　顔は上げられなかった。


「何、って……話をしてたんですけど」


「ずいぶんと仲がよろしくなったんですね」


「それは、まぁ……」


「一いつ緒しよに帰宅されてから、昨日の夜までずっと将吾さんと過ごされたようですし。あのときもずっと話をされていたわけですか」


　まるで不ふ貞ていを責められているようだった。どうやら高城は、享と将吾の間に何かが――つまり身体からだの関係があったと疑っているらしい。


　邪じや推すいだと一いつ蹴しゆう出来ないのは、たとえ本気じゃなかったにしても、将吾が享を組み敷しいてきた事実があるからだが、さすがにそれを言う気にはなれなかった。


「兄弟で話をしてはいけませんか」


「身体で話し合うことも出来ますからね」


「そんなことしてません……！」


「では確かめさせていただきましょうか」


　カチリ、とドアが施せ錠じようされる音がした。意味がわからないほど鈍にぶくはなかった。


　とっさに逃げようとしてしまったのは、反射的なものだった。今の高城からは、享の身を竦すくませる気配が漂ただよっていた。


　だが有利なのは先に仕し掛かけたほうだ。高城は享の腕うでを摑つかみ、腰こしを抱だき寄せて逃とう走そうを阻はばむと、そのまま部屋の奥のほうへと引きずっていき、身体をベッドに放り出した。起きあがる間もなく、上からのし掛かられる。


「高城さん……っ」


　享の抵てい抗こうなど無視して、高城は服を剝はぎ取っていく。ボタンを外すなどという悠ゆう長ちようなことはせず、力任せにシャツを左右に引いた。


　ブツッと音がして、ボタンが弾はじけ飛ぶ。


　高城がこんな乱暴な真似をするなんて信じられなかった。たとえ実が伴ともなわなくても丁てい寧ねいな振ふる舞まいをするのが、高城という男だと思っていた。


「とりあえず、痕あとはないようですね」


「こんな……こと、される理由なんかない……！」


「私にはあるんですよ。ああ、そうそう、もう一つ質問がありました。私と会わないと決めたのは何故なぜです？　将吾さんに知られたからですか？」


　問いかけながらも、高城は手を止めようとはしない。シャツからは手を放し、今度はウエストのボタンに手を掛けてくる。


　質問に答えるどころではなかった。


　だが殴なぐったり蹴けったりという、激しい抵抗には至れない。その甘さを突ついて、高城は暴れる享から服という服をすべてむしり取っていく。ベッドの上をはいずって逃げようとする動きすら、利用された。


「ちゃんと全部見せないとだめでしょう」


「やっ……」


　足首を摑まれ、強ごう引いんに引き寄せられて、高城の目の前で脚あしを大きく左右に割られた。何度も見られてきたところだとはいえ、こんなふうに無理矢理暴かれて、観察する目で見られるのはたまらなかった。


　脚をばたつかせ、身を捩よじって逃のがれようとすると、高城は開いた脚の間に身体を置いて、上から体重をかけてきた。


　乾かわいた指が、最さい奥おうに触れる。


　びくりと享は身を竦め、きつく目を閉じた。


「少なくとも今日は、何もされていないようですね」


「将吾とは、そんなんじゃない……！」


「ひとまず信用しましょう。もし下手な真似をするようなら、将吾さんの処分を考えないといけませんしね」


　冷ややかに言って、高城はうっすらと笑う。


　背中にぞっと寒気が走った。処分、というのがどういう意味かはわからないが、間ま違ちがいなく将吾にとって歓かん迎げいすべきことではないはずだ。いざとなったら、この男はそれを躊ちゆう躇ちよもせずに実行するに違いない。


「以前から、彼のことは気に入らなかったんですよ」


「将吾が……？　どうし……」


　問いかけは途と中ちゆうで途切れてしまった。高城の手が、そっと頰ほおに触れてきたからだ。


　享は再び目を開けて、高城の顔を見つめた。


「彼は君にとって、最初から特別な存在だったでしょう。肉親というだけで……いや、それこそが大きな意味を持っていたんです。違う、と言いたそうな顔ですね」


「僕は将吾を信用していなかったし、嫌きらいだと思ってました」


「実の息むす子こが自分一人ではないと知ったからですよ。父親に向けるべき反発が、異母兄弟に向いただけのことです」


　淡たん々たんと告げられたことに、享は愕がく然ぜんとした。


　今までそんなことは考えもしなかった。だが否定するだけの根こん拠きよはなく、むしろ何もかもが腑ふに落ちてしまった。


　反はん抗こう期の子供だと、将吾をバカにしたことがある。だが自分も同じだったのだ。単に矛ほこ先さきが違うだけのことだった。


「きっかけ一つで、意識も関係も変わる。実際、そうだったでしょう？　今や、無条件の信しん頼らいを向ける相手だ。誰だれに対するものより強いはずですよ」


　頰に触れた手が優しく撫なでるように動いて、戸と惑まどいはさらに強くなる。服を脱ぬがしていたときのような荒あら々あらしさはどこにもなく、今までと同じようなしぐさになっていた。


　いつもと同じ――。いや、少し違うような気がした。


「今までさんざん長谷部のことを、狭きよう量りようだの嫉しつ妬と深いだのと笑ってきたんですがね、どうやら自分のことも笑わないといけないようです」


「……え？」


　まさかの考えが頭をよぎるが、それに囚われないようにしながら、享は高城からの次の言葉を待った。


「告白しようとした途と端たんにすっぽかされるとは思いませんでしたけどね」


「こ……告白……高城さんが、ですか……？」


「私が君に恋れん愛あい感情を持ったら、おかしいですか？」


「い、いえ……あの……」


　目が泳いで、高城をまっすぐ見つめることが出来ない。頭の中が真っ白になって、言葉など何一つ出てこなかった。


　おかしいと言うより、あり得ないと思っていた。だからいまだに高城の言葉をすんなりと受け取れないでいる。


「気配を察して逃にげたわけではないんですね」


　考えてもいないことだったから、享は慌あわててかぶりを振った。


「将吾さんに何か吹ふき込まれたんですか？」


「違います……！　将吾は関係ない。自分で……これ以上、はまるのが怖こわくて……高城さんは本気じゃないのに、って……」


「そんなことだったんですか」


　くすりと笑って、高城は顔を寄せてくる。


　高城にとっては「そんなこと」かもしれないが、享にとっては違う。高城の気持ちがどこにあるのか、それこそが大きな意味を持っている。


　本当なのだろうか。告白だとか恋愛感情だとか、にわかには信じがたい言葉ばかりだった。


「でしたら、もう問題はありませんね。ああ、それで私に訊ききたいことというのは？」


　高城のペースで話を進められ、享は振り回されてばかりだ。頭の中は高城の言葉に搔かき乱されたままで、即そく座ざには反応出来ない。


　それでもようやく言おうとしていたことを思い出し、享は口を開いた。


「今日、用事があってアパートの近くまで行ったら、富岡さんに会ったんです。それで、聞きました」


　具体的に何を、とまで言わなくても、高城には伝わるはずだった。現に彼は、ほんの少しだけ意外そうな顔をして、小さく頷うなずいた。


「そうですか。で、何が知りたいんです？」


「どうして、そんなことまでしてくれたんですか？」


「わかりませんか？」


「わからないから訊いてるんじゃないですか」


　またはぐらかされるのかと、享は少しきつい目を高城に向けた。だが相手は微風でも受け止めるように、涼すずしい顔をしたままだ。


　答えを口にする口調すらも、そうだった。


「享さんのため……と言ったらおこがましいですかね。つまりは自分のためですよ。ああいう男が君に付きまとっているのが不ふ愉ゆ快かいだったんです」


「どうして高城さんが……？」


　欲ほしい言葉を言わせようとしている自分は、ずるいのだろうと思う。だがおそらく高城のほうが、もっとずるいはずだ。


　すべてわかっていて、高城はひっそりと笑った。


「欲しいと思った相手のことなんですから、当然でしょう？　好きだとか愛しているだとか、言葉はいろいろあるんでしょうが、一番正しいのは、『欲しい』ですかね。自分のものにしたくて仕方ないんです」


　相変わらず淡々とした高城の口調は、熱ねつ烈れつな愛の告白とはほど遠かったが、それはひどく彼らしかった。


「つまり、私と君は相思相愛ということです。まだ信じられませんか？」


「……正直言って」


　不興を買うかもしれないと思いながらも、享は素す直なおな胸の内を明かした。


　高城がもらした嘆たん息そくは小さく、表情も苦く笑しよう気味ではあったが、怒おこっているとか呆あきれているといった態度ではないように思えた。もっともそれは享の主観であり、正しいという自信もなかった。


　高城は眼め鏡がねを外し、サイドテーブルに置きながら言った。


「興味本位で手を出したことも、遊びのつもりだったことも認めますよ。私の態度もわかりにくいんでしょうが、今までは一人の相手と何回も寝ねなかったんです」


「そんなこと、わかるわけ……」


　言い返そうと開いた唇くちびるは、いきなりのキスで塞ふさがれてしまった。


　深く結びあうキスは、もう何度交かわしたかわからない。こういうことに慣れているらしい高城は、経験の少ない享をたやすくペースに巻き込んでしまい、思い通りにしようとするのだ。


　ささやかな抵てい抗こうも次し第だいに薄うすらいでいく。こうして触ふれてしまうと、どうしてもこの男から離はなれたくないと思ってしまう。


　まして、高城なりの「告白」を聞いたばかりだ。


　自然と離れていった唇は、耳みみ朶たぶに軽く触れ、囁ささやくように言葉を吹き込んでくる。


「諦あきらめなさい。私からは逃げられませんよ」


「高城さん……」


　逃げられない、と高城は言った。では、捕つかまえていてくれるのだろうか。執しゆう着ちやくしてくれるということだろうか。


　ざわざわと奥底で官能が騒さわぎ出し、享は無意識に高城の背中にしがみついていた。とっくにこの男に捕まっていたのだと思い知らされた。


「私はどんな汚きたない手でも平気で使える男ですからね。運が悪かったとでも思うことです」


　キスは耳から顎あご、そして首へゆっくりと移動していく。


「ん……」


　やがて胸むな元もとで止まった愛あい撫ぶは、少し弄いじられただけで尖とがってしまうところを、ひとしきりしゃぶり、享の息を乱していく。


　そうして指先は唾だ液えきで濡ぬらされて、最さい奥おうをノックした。


「ぁ……ふっ……」


　軽く何度か撫でただけで、指は少しばかり強ごう引いんに入り込んでくる。いつもよりずっと性急な行こう為いだった。


　絡からみつく舌と、中で蠢うごめく指に、慣れた身体からだが溶とけていく。


　力は抜ぬけきっているのに、指の動きにあわせて腰こしが揺ゆれてしまい、その刺し激げきでさらに享は我をなくしていった。


「ん、んっ……く……」


　無意識に嚙かんでいた唇に、高城の指先が触れてくる。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、声を出してください。隣となりには聞こえませんからね」


　そっと唇を撫でられて、自然とそこが緩ゆるんでいった。高城に触れられるところは、どこもかしこも力をなくして緩んでいくようだ。


　胸の粒つぶに歯を立てられ、舌先で押し潰つぶすようにされていると、どうしようもない甘い痺しびれが走って、いろいろなところを麻ま痺ひさせる。理性や思考、そしてささやかなためらいといったものが、すべて機能しなくなっていく。


　一度指が引き抜かれていき、腰の下にクッションが押し込められた。腰を浮うかせるようにしてすべてを晒さらす恥はずかしい恰かつ好こうであるはずなのに、今はそう思う気持ちが湧わいてこなかった。ぼやけて見える高城の姿を、ぼんやりと見つめているばかりだ。


　その高城が、自分の脚あしの間に顔を寄せてくるのがわかる。何度か口で前を愛撫されたことならあるが、感じた刺激はそうじゃなかった。


「ぁ、あ……っ……」


　それは享を正気付かせるには充じゆう分ぶんだった。指で弄られるのはいつものことだったが、舌で舐なめられるのは初めてだ。


「だめっ……い、や……」


　身を捩よじって逃げようとしたが、上から押さえつけられていて思うように身体を動かせない。


「逃がさないと言ったでしょう」


　笑うような息が掛かかり、すぐにまた舌先が押しつけられた。繊せん細さいに、ときに大だい胆たんに動く舌は、かぶりを振ふりながら何度も許しを請こう意識とは裏腹に、蕩とろけるような気持ちよさで享を支配していく。


「や……あ、んっ……」


　ぴちゃぴちゃと濡れた音がして、鼻に掛かった甘い声がそれにまじっていた。


　抵抗しようという思いはあっという間に封ふうじられ、享は後ろをひくつかせながら延々と喘あえぎ続けた。


　指先が入り口を押し広げ、そこから舌先が入ってくる。


「あぁ……っ」


　見開いた目は潤うるみきって、あらゆるものを滲にじませてしまっていた。高城の姿も、よく見えなかった。


　軽く何度か出し入れをされたあと、高城は指を離して顔を上げ、腰の下のクッションを取り去った。


「少し早いですが……いいですか？」


　問われるままに頷いたが、意味などろくに理解していなかった。


　身体を深く折られる恰好のまま、高城を受け入れていく。多少苦しくはあったが、苦痛というほどではない。むしろこの身も心も、早く高城が欲しいと望み、それが果たされつつあることに喜びを示していた。


「は……っ、あぅ……」


　最後まで入ってしまうと、ご褒ほう美びだとでもいうように、額にキスされた。


　いつもならば少し間をおくというのに、高城はすぐに動き出し、激しく享を揺さぶりながら突つき上げてきた。


「あっ、ぁん……ン……！」


　焼け爛ただれたようにとろとろになった内部をかき回されて、享は狂くるったように悶もだえ、シーツを搔かきむしる。


　気持ちがあろうとなかろうと、感じることに変わりないと思っていた。今まで感じていた以上の快楽はないのだと。


　だが感情というものの差は、享が思っていたよりもずっと大きかった。


　身体が感じ取る刺激には、それほどの違ちがいはないのかもしれない。だからいつもより快感が強く思えるのは、心の喜びと充足感なのだ。


　想おもい合う相手に抱だかれるのは、こんなにも気持ちがいい。


「あんっ……い……いっ……高、城さ……ぁあ……！」


　反った喉のどに嚙みつくようなくちづけをされる。痕あとが残ってしまうだろうが、そんなことはどうでもよかった。


　腕うでを掬すくい取られて首に導かれ、享は高城にしがみつきながら、すんなりと伸のびた脚を高城の腰に巻き付かせた。


　絶頂まで登り詰つめていくのは、ひどく早かった。


　だが達しそうになったそのときに、高城の指が享を堰せき止めた。張りつめたものの根本を押さえつけたのだ。


「ひぁっ……！」


「もう少し……ね」


　優やさしい声なのに、残ざん酷こくな囁きだった。


　許しを請うても聞いてはくれず、高城は抉えぐるようにして奥深くまで突いてくる。上げる声はもう泣き声に近かった。


　高城の背中に爪つめを立てたのは無意識の行動だった。


「い、いや……ぁ……っ、もう……」


「このまま、いいですか……？」


　気が遠くなるほど長く感じた時間に、掠かすれた声が終わりの予感を告げた。


「んんっ……い、いい……からっ……」


　意味もわからずに頷うなずくと、同時に深く突き上げられて、指を離された。


　びくん、と大きく身体がわななき、享は悲鳴を上げて絶頂を迎むかえる。欲望の証あかしが二人の身体の間に飛び散り、享の中でも同じものが吐はき出されていた。


　ずるりと両りよう腕うでがシーツに落ちた。


　摑まれた手のひらに何かが触れるのを感じて、享はゆっくりと目を開けた。


　手のひらにキスをしながら、高城は享を見つめていた。そのキスは、やがて手首から腕、肩かたから首へと辿たどっていき、うっすらと赤みを差した耳で止まった。


「っぁ……」


　舌先を耳の中に差し込まれ、あるいは耳朶を嚙まれ、思わず後ろで高城を締しめ付けてしまう。すると萎なえたはずのそれが、再び享を穿うがつ力を取り戻もどしていくのがわかって、享はうろたえながらきつく目を閉じた。


　こんなふうに抱かれるのは初めてだった。


「そう、上手ですよ」


「あんっ……！」


　両手のそれぞれの親指が、尖とがって敏びん感かんになった乳首を転がし、爪つま先さきで引っかいていく。弱いところを同時に弄いじられ、その反応で高城は硬かたく大きくなっていくのだ。


　自分の中が、また高城でいっぱいになっていく――。


　息が整う間もなく声を上げさせられ、享は高城の下で嬌きよう態たいを演じさせられていった。











　遠くでドアが開く音がして、享の意識は急速に浮ふ上じようしていった。


　目を開けると、遮しや光こうカーテンのせいもあって朝なのか夜なのか、よくわからない。照明もベッドサイドに置いたシェードランプの淡あわいものだけだった。


「高城さん……」


「おはようございます」


　薄うす暗くらがりの中、近づいてきた高城はベッドサイドに腰こし掛かけ、享の頰ほおに手を伸ばしてきた。


　ひやりとした手が気持ちよかった。身体の中にくすぶっている熱が、そこから吸い取られていくようだ。それでいながら、触ふれる手を意識して、新たな熱を生み出そうとしている浅ましい自分もいた。


　昨晩、さんざん享を翻ほん弄ろうし、狂わせた手だ。その感かん触しよくは一つ一つ思い出せるし、事実だったと思えるのに、言われたこと――告白に対しては、現実のことだったのかと確信が持てない。


　あれは都合のいい夢だったんじゃないだろうか。


「昨日……」


「なんです？」


「僕に告白……してくれました？」


「しましたよ。まさか覚えていない、なんて言いませんよね？」


「覚えてはいますけど……」


「それはよかった。ここで覚えていないとなったら、あの和希さん並の愚ぐ挙きよですからね。素す直なおなところは是ぜ非ひとも真似まねていただきたいですが」


「はぁ……」


　相変わらず和希に対しては容よう赦しやのないもの言いだ。悪意ではないようなので、親愛の情を示す一つの形なのかもしれない、と思った。


　じっと享を見ていた眼め鏡がねの奥の目が、ふと細められた。


「初めて人を口説きましたよ」


「あれは……口説いてたんですか……？」


「ええ、それはもう必死に」


「必死だったんですか……？」


　とてもそうは思えなかったが、本人はそうだと主張した。享が思う必死と、高城の必死が違っているのは仕方ないことかもしれない。


「口説き落として、初めて恋こい人びとを抱かせていただきましたし、明け方までこちらにいましたよ。出来ればずっとベッドにいたかったんですが、仕事がありましたので」


「仕事……」


　ぽつりと呟つぶやいたあと、享は息を呑のんで時計に目をやった。


　慌あわてて飛び起きようとしたものの、高城の手に肩を押さえつけられ、起きあがることは敵かなわなかった。とっくに出で掛かけていなければいけない時間なのに――。


「行かないと……っ」


「お休みになられたほうがいいと思いますよ。行くのはつらいでしょうし、仕事にならないと思いますしね。風か邪ぜをひいたと言いなさい。それとも、私が掛かけましょうか？」


　携けい帯たい電話が差し出され、享は不承不承それを受け取った。社会人にもなって、自分で欠勤の電話も入れられないと思われたくはなかった。


　職場に電話して、言われた通り風邪だと言うと、労いたわりの言葉を返されてしまった。良心が痛んだが、気取られないようにやりとりをして回線を切る。ずる休みなんて、生まれて初めてだ。


　溜ため息いきをついていると、高城がくすりと笑った。


「今度から、無理をさせるのは週末だけにしますよ。普ふ段だんの日は、ほどほどにね。将吾さんがうるさいでしょうから、デートは内ない緒しよで、あの場所ですかね」


　目を瞠みはる享の口に、触れるだけのキスが落ちる。


　高城の口からデートという言葉が出てくるとは思わなかった、というのが正直な感想だった。


「うるさいのが入ってくると困るので、使用人たちには箝かん口こう令れいを敷しいてあります。君は普段通り出勤したことになっていますよ。夜には解きますがね。旦だん那な様も、ちょうど今日は会食でお出掛けですし」


　隣となりの部屋の「うるさいの」を思うと、享は複雑な気持ちになる。昨晩のことを、そして今のこの状じよう況きようを、彼にどう言ったらいいものか。


　知ったときの渋しぶい顔が目に浮うかぶようだった。


「私といるときに、他ほかの男のことなど考えてはだめですよ」


「男って……あ、兄……じゃないですか」


　一応、と続けようとして、その言葉は呑み込んだ。一応などではなく、将吾はまぎれもなく享の兄なのだ。


　すんなりとそう思えた。


　高城は器用に眉まゆを上げて、平然と言った。


「ああ、言い方を間ま違ちがえました。他の人間、ですね。誰だれだろうと、許しませんから。まぁ、どうしても考えたいなら、無理にでも考えられなくしますから、そのおつもりで」


　首を撫なでる手が、その方法を顕けん著ちよに示してくる。


　ざわっと震ふるえるような感覚をやり過ごし、享は小さく顎あごを縦に動かした。











「ただいま！　享さん、風か邪ぜひいて休んだんだって？」


　高城が内側からドアを開けるなり、和希は大声でそう叫さけんだ。一いつ緒しよにいる達郎は、ちらりと享を見たあとで高城に視線を移し、ほんの少しだけ口の端はを上げていた。


　彼らは待ち合わせて外で食事をしてきたという。高城によると、朝のうちから達郎には話を通しておいたそうだ。


　部屋に入ってきた和希は、心配そうに享の顔を覗のぞき込んだ。


「大だい丈じよう夫ぶ？　熱は？」


「大したことはないんだ。大事を取って休んだだけだから、明日は行くよ」


「そっか……」


　あからさまにほっとして見せた和希は、それから横目で高城を見やった。何やらもの問いたそうだと思った途と端たん、ぽつりと言った。


「なんで高城さんがいるの？」


「見張っていないと、おとなしく寝ねていてくださらないものですから」


「そうなんだ？　意外……」


　和希は目を丸くしながらも、どこか嬉うれしそうに見えた。そういえば和希も、よほど具合が悪くない限りおとなしく寝ていない質たちだから、自分と同じだと思っているのだろう。


　黙だまって療りよう養ようも出来ない人間だと思われるのは本意ではないのだが、高城にああ言われてしまった以上は仕方なかった。反論してごちゃごちゃしてしまったら、いくら和希でも疑問を抱いだいてしまうかもしれない。


「和希、あまり長くいてはだめだろう？　享くんが疲つかれてしまうよ」


「あ、うん。じゃあ、またね」


「ああ、おやすみ」


　和希は達郎によって上手うまい具合に連れ出されていったが、ドアを閉める寸前に、廊ろう下かのほうから声が聞こえてきた。


「お揃そろいで何やってんだよ」


　享は思わず高城の顔を見たが、少なくとも高城は動じた様子もなかった。


「知らないの？　享さん、風邪だって。会社も休んだんだって」


「マジかよ？」


　飛び込んできた将吾は、中に高城がいることを知って大きく目を瞠った。何か言おうと開き掛けた口は、しかしながら声を発することなく、代わりに後ろ手にドアが閉められた。意外なほど静かな音だった。


　遮しや音おん性が高いドアがしっかりと閉まったことを確かめてから、将吾は言った。


「なんで、てめぇがここにいんだよ！」


「看病です」


「噓うそつけ！」


　将吾はずかずかとベッドに近づいてきて、横になっている享に手を伸のばそうとした。だがその手は、享に届く遥はるか前で高城に摑つかまれた。


「何しやがる……！」


「無む闇やみに触さわらないでいただきましょうか」


「なんだと？」


「私のものですから」


「……は……？」


　間の抜ぬけた顔を晒さらし、将吾はまじまじと高城の顔を見つめた。やがて眉がひそめられ、異様なものを見るような顔になっていく。


　視線は唐とう突とつに享に向けられた。


「享、今の……」


「あ……」


　とっさに泳いだ享の目を見て、将吾は眉をつり上げた。そうして再び高城に向き直り、摑まれたままだった腕うでを振ふり払はらった。


　真っ正面から高城を睨にらみつける様は、犬か何かが相手を威い嚇かくしているようだった。


「こいつに何しやがった？　ほんとは風邪じゃなくて、やりすぎで起きられなかったとかじゃねぇのか？」


「起きられますよ。仕事に行くのは、つらそうだというだけで」


　しれっと答える高城に、将吾はますます目をつり上げた。


「やっぱそうじゃねぇか！　なんかムカツク。壁かべ一枚挟はさんで、俺の弟が鉄面皮のオモチャにされてたのかよ！」


「オモチャにした覚えはありませんよ。極きわめて普通のセックスです。恋人同士の愛を確かめ合う行こう為いじゃないですか」


「恋人だとっ？」


「ええ。昨日、めでたく想おもいを伝えまして」


「あんたが、享に？　じゃあ何か？　享のことは遊びじゃなくて本気だって言うのか？　説得力ねぇぞ。いつの間にそんなことになったんだよ」


　ストレートに疑問――というより不ふ審しんをぶつける将吾だが、彼の問いかけは享が抱いたものでもあった。だから享も固かた唾ずを呑のんで高城の答えを待った。


「境界線はありますが、見えるわけじゃありませんからねぇ」


「あ、愛してる……とか、そういうことなのかよ？」


「そうですよ」


「う……噓くせぇ……」


　将吾はそう吐はき捨て、横を向きながら大きな溜め息をついた。自然と目は享に向かうことになり、どんな言葉と視線が投げられてくるかと、享は身がまえる。


　じっと享を見て、将吾は言った。


「お前は信じたのかよ」


「信じるも何も、事実ですから」


「あんたには訊きいてねぇよ。どうなんだ、享」


「……いろいろ、心配掛かけて悪かった。その……僕も驚おどろいたんだけど、こういうことになったから」


「なったから、じゃなくて！　冷静になれ、享」


　将吾はあれやこれやと言葉を尽つくして、説得を試みた。それが享の心を揺ゆらすことはなかったが、将吾にやめろときつく言うことも憚はばかられた。何しろ昨晩までは、自分だって思っていたことばかりなのだ。まして将吾は、享のためを思って言ってくれている。


　説得はいつしか、高城への悪態になっていて、さすがにそれは止めようとしたのだが、享が口を挟めば挟むだけ将吾はムキになって、ますますエスカレートしていった。


　どこまでも続くかと思われたそれに終しゆう止し符ふを打ったのは、一方的に言われ続けていた高城だった。


　パンパン、とゆっくり拍はく手しゆをすると、さすがに将吾も喋しやべるのをやめて、胡う乱ろんな目で高城を見やった。


「本人を目の前にして、よくそこまで言えるものですね。まぁ、気にくわないのはお互たがい様ですがね」


「ああ？」


「いくらご兄弟だからといって、恋れん愛あい関係に口出しするのは野暮ですよね？　確か、ご自分でそうおっしゃったはずだ」


「それは……」


「ずいぶんと弟思いでいらっしゃるようですね。すばらしいことです。ですから、ただの兄弟である限りは、ある程度目を瞑つぶって差し上げますよ。寛かん大だいでしょう？」


　どこか高いところから言っているような口くち振ぶりに、将吾はまだガッと牙きばを剝むいた。


「何が寛大だっ！　そんなもん当たり前じゃねぇか！」


「服を脱ぬがして組み敷しくような兄を信用しろと？」


「あ、あれは……」


　急に旗色が悪くなった将吾を助けるようにドアがノックされて、直後に和希が飛び込んできた。一度離はなれに戻もどったのか、手にそう大きくはない袋ふくろを持っていたし、来る必要はないはずの達郎まで一いつ緒しよにいた。ただし達郎は部屋に入ってきたりはせず、ドアのところで壁に凭もたれてこちらを見ているだけだった。


「享さん、喉のどにいい飴あめ。なんかちょっとつらそうだったから」


「あ……ああ、ありがとう」


「……あれ？　どうしたの？」


　和希はようやく、向かい合っていた高城と将吾に気づいて、きょとんとした顔をした。ただならぬ雰ふん囲い気きが漂ただよっていることはわかるらしい。


　高城は素知らぬ顔だったが、将吾は笑ってごまかしながら和希のほうを向いた。


「いや、なんか享が風か邪ぜだってこと隠かくしてやがったからさ」


「ああ、そうだよね。ずっと家にいたのに将吾さんも知らなかったんだもんね」


「静かに療りよう養ようしていただきたかったものですから。こんなふうに騒さわがしくなりますとね」


　その嫌いや味みな口調には、将吾ばかりでなく和希も不快感を示していた。高城への感情という点では、種類こそ違ちがうがこの二人はわかりあえるものがあるだろう。


「さぁ、和希さんも、離れに戻ってください。風邪が移っては大変ですしね」


「わかったよ」


　ムッと口を尖とがらせてから、和希は享を見た。そのときにはもう、労いたわりを強く窺うかがわせる表情になっていた。


「じゃ、今度こそおやすみ」


「ああ」


　入り口のところで待っていた達郎には、傍ぼう観かん者しやの笑えみが浮うかんでいた。もしかしたら、この状じよう況きようを見物するために、わざわざ一緒に来たのかもしれなかった。


　和希が遠ざかっていくと、高城の視線はちらりと将吾に向けられた。彼にも出て行けと、無言で急せかしているのだ。


「俺はだまされねぇぞ」


　ぼそりと呟つぶやいて、将吾は高城を睨みつける。


「ええ、どうぞご自由に」


「やっぱムカツク……」


　将吾は部屋を出ていくまで、何やらブツブツ言っていた。


　ドアが閉まった途と端たん、高城は相変わらず無表情に見える顔にわずかに笑みを浮かべ、朝のようにベッドに腰こし掛かけてきた。


「やはり、将吾さんはうるさそうですね」


「……無理はないと思いますけど」


「あまり将吾さんを庇かばうと、私の機き嫌げんが悪くなりますよ。覚えておいてください」


　忠告なのか脅おどしなのか、よくわからないことを言い、高城は享に覆おおい被かぶさってくる。また和希が戻ってきたらどうするのかと思ったが、達郎がついていてそれはないだろうなと思い直した。来るとしたら、将吾のほうだろう。


「一つ訊いていいですか？」


「はい？」


「長谷部さんは知ってるんですよね？」


「ええ。そのほうが何かと都合がいいですからね。言ったのは今朝ですが、以前から気づいていたそうですよ。まぁ、わかっていましたけどね」


　やはりそうかと、享は小さく顎あごを引いた。


　髪かみに差し入れられた指に目を細めながら、高城を見つめた。


　この男の恋こい人びとになったということに、まだ実感はない。だが逃にがさないと言ってくれたから、彼のまなざしや言葉を信じてみるだけだ。


　そしていつか、自分は運がよかったと、そう言ってやろうと思った。




熱ねつ情じようと執しゆう着ちやくのベクトル





きたざわ尋じん子こ
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